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Translation of the original detailed instructions
(本ユーザーズマニュアルは英語詳細版オリジナルからの翻訳です)

はじめに

このたびはセーフティレーザスキャナ形OS32C(以下OS32Cと呼びます)をお買い上げいただき、ありがとうございます。

本書はOS32Cの使用方法について説明しています。

ご使用に際して下記のことを守ってください。

・OS32Cは設置される機械について十分に理解されている「責任者」がお取り扱いください。

・本書の中で「責任者」とは、機械の設計・設置・運用・保守・廃棄の各段階において、安全確保を行うための資格および

権限と責任のある人物のことです。

・OS32Cは、設置環境、機械の性能・機能に対応して正しく使用されることが前提となっています。関係者によるリスクア

セスメントを実施した上での設置をお願いします。

・ご使用の前に本書をよく読んで十分にご理解の上、正しくご使用ください。

・本書はいつでも参照できるように、お手元に大切に保管してください。

商標

・ Windows、Windows XP、Windows 7、Windows 8.1、Windows 10、Windows 11は、米国Microsoft Corporationの米国お

よびその他の国における登録商標または商標です。

・ ODVA、EtherNet/IPTMはODVA, Incの商標です。

・ その他記載されている会社名、製品名は各社の登録商標または商標です。

・ スクリーンショットはマイクロソフトの許可を得て使用しています。
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1. センサ単体では、 労働安全衛生法第四十四条の二による 「型式検定」 には申請できず、 システムでの申請

が必要と な り ます。し たがって、本製品を日本国内で同法第四十二条で定められた「プレス機械又はシャー

の安全装置」 と し て使用する場合には、 システムで検定を受けていただ く 必要があ り ます。

2. （1） 本製品は、 EU （欧州連合） 機械指令附属書V 第2項で指定される電気感知式保護装置 （ESPE ： Electro-

Sensitive Protective Equipment） です。

（2） 本製品は、 以下の法規、 規格に適合し ています。

①EU法規 機械指令 2006/42/EC

EMC 指令 2014/30/EU

②欧州規格および EN IEC 61496-1 （タ イプ3 ESPE）

国際規格 EN ISO13849-1

IEC 61496-1 （タ イプ3 ESPE）

IEC 61496-3 （タ イプ3 AOPDDR）

IEC 61508 第1部～第7部 （SIL-2）

EN 60204-1

ISO 13849-1

③北米規格 第三者評価機関 UL よ り、 以下の米国およびカナダ安全規格に対する認証 （CNN: 　 NIPM/

NIPM7） を取得し ています。 （フ ァ イルNo. E241445)

･ANSI/UL 508 (工業用制御機器)

･ANSI B11.19

･ANSI/RIA R15.06

･NFPA 79

･連邦規則集CFR29

･IEC 61496-1 (タ イプ3 ESPE)

･IEC 61496-3 (タ イプ3 AOPDDR)

･UL 1998 (安全関連ソ フ ト ウ ェ ア)

･IEC 61508 (電気/電子/プログラム可能電子安全関連システムの機能的安全性)

･IEC 61508-3 (電気/電子/プログラム可能電子安全関連システムの機能的安全性 第3部 ：

ソ フ ト ウ ェ ア要求事項)

･CAN/CSA-C22.2 No. 14 (工業用制御機器) 

･CAN/CSA-C22.2 No. 0.8 (電子技術組込み安全機能)

④JIS 規格 JIS B 9704-1、 JIS B 9704-3 （タ イプ3 ESPE）

（3） 本製品は、 EU 公認機関TÜVラ イ ン ラ ン ドから以下の認証を取得し ています。

-機械指令に基づ く EC型式試験タ イプ3 ESPE （IEC 61496-1）、

タ イプ3 AOPDDR （IEC 61496-3）

（4） 本製品を使用する こ とによ り、 以下を満足するセーフ テ ィ コ ン ト ロールシステムを構築する こ とがで

きます。

-IEC 61508、 EN IEC 62061 （電気 ・ 電子 ・ プログラ マブル電子安全関連系の機能安全） のSIL （Safety

Integrity Level ： 安全度水準） 2の要求事項

-EN ISO 13849-1のPLd （Performance Level d） /安全カテゴ リ3までの要求事項

法規 ・ 規格について
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｢当社商品｣について特別の合意がない場合には、 お客様のご購入先にかかわらず、 本ご承諾事項記載の条件

を適用いた し ます。

1. 定義

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとお り です。

(1)  ｢当社商品｣ ： ｢当社｣の Ｆ Ａ システム機器、 汎用制御機器、 センシング機器、 電子 ・ 機構部品

(2)  ｢カ タ ログ等｣ ： ｢当社商品｣に関する、 ベス ト 制御機器オムロン、 電子 ・ 機構部品総合カ タ ログ、 その

他のカ タ ログ、 仕様書、 取扱説明書、 マニュアル等であって電磁的方法で提供される ものも含みます。

(3) ｢利用条件等｣ ： ｢カ タ ログ等｣に記載の、 ｢当社商品｣の利用条件、 定格、 性能、 動作環境、 取り扱い方

法、 利用上の注意、 禁止事項その他

(4) ｢お客様用途｣ ： ｢当社商品｣のお客様におけるご利用方法であって、 お客様が製造する部品、 電子基板、

機器、 設備またはシステム等への｢当社商品｣の組み込み又は利用を含みます。

(5) ｢適合性等｣ ： ｢お客様用途｣での｢当社商品｣の(a)適合性、 (b)動作、 (c)第三者の知的財産の非侵害、 (d)法

令の遵守および(e)各種規格の遵守

2. 記載事項のご注意

｢カ タ ログ等｣の記載内容については次の点をご理解 く だ さい。

(1) 定格値および性能値は、 単独試験における各条件のも と で得られた値であ り、 各定格値および性能値

の複合条件のも と で得られる値を保証する ものではあ り ません。

(2) 参考データはご参考と し て提供する もので、 その範囲で常に正常に動作する こ と を保証する ものでは

あ り ません。

(3) 利用事例はご参考ですので、 ｢当社｣は｢適合性等｣について保証いた しかねます。

(4) ｢当社｣は、 改善や当社都合等によ り、 ｢当社商品｣の生産を中止し、 または｢当社商品｣の仕様を変更す

る こ とがあ り ます。

3. ご利用にあたってのご注意

ご採用およびご利用に際し ては次の点をご理解 く だ さい。

(1) 定格 ・ 性能ほか｢利用条件等｣を遵守し ご利用 く だ さい。

(2) お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、 ｢当社商品｣のご利用の可否をご判断 く だ さい。

｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いた しかねます。

(3) ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図し た用途に対し て、 適切に配電 ・ 設置されている こ と

をお客様ご自身で、 必ず事前に確認し て く だ さい。

(4) ｢当社商品｣をご使用の際には、 (i)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、 冗長設計な

どの安全設計、 (ii)｢当社商品｣が故障し ても、 ｢お客様用途｣の危険を最小にする安全設計、 (iii)利用者に

危険を知らせるための、 安全対策のシステム全体と し ての構築、 (iv)｢当社商品｣および｢お客様用途｣の

定期的な保守、 の各事項を実施し て く だ さい。

(5) 「当社」 はDDoS攻撃 （分散型DoS攻撃）、 コ ンピ ュータウイルスその他の技術的な有害プログラム、 不

正アクセスによ り、 「当社商品」、 イ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ ア、 またはすべてのコ ンピ ュータ機

器、 コ ンピ ュータ プログラム、 ネ ッ ト ワーク、 データベースが感染し た と し ても、 そのこ とによ り直

接または間接的に生じ た損失、 損害その他の費用について一切責任を負わないものと し ます。

お客様ご自身にて、 ①アンチウイルス保護、 ②データ入出力、 ③紛失デー タの復元、 ④ 「当社商品」

またはイ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ アに対する コ ンピ ュータウイルス感染防止、 ⑤ 「当社商品」 に

対する不正アクセス防止についての十分な措置を講じ て く だ さい。

ご承諾事項
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(6) ｢当社商品｣は、 一般工業製品向けの汎用品と し て設計製造されています。 従いま し て、 次に掲げる用

途での使用は意図し ておらず、 お客様が｢当社商品｣を これらの用途に使用される際には、 ｢当社｣は｢当

社商品｣に対し て一切保証をいた し ません。 ただ し、 次に掲げる用途であっても、 「当社」 の意図し た

特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。

(a)高い安全性が必要と される用途 （例 ： 原子力制御設備、 燃焼設備、 航空 ・ 宇宙設備、 鉄道設備、 昇

降設備、 娯楽設備、 医用機器、 安全装置、 その他生命 ・ 身体に危険が及び う る用途）

(b)高い信頼性が必要な用途 （例 ： ガス ・ 水道 ・ 電気等の供給システム、 24時間連続運転システム、 決

済システムほか権利 ・ 財産を取り扱う用途など）

(c)厳しい条件または環境での用途 （例 ： 屋外に設置する設備、 化学的汚染を被る設備、 電磁的妨害を

被る設備、 振動 ・ 衝撃を受ける設備など）

(d)｢カ タ ログ等｣に記載のない条件や環境での用途

(7) 上記3.(6)(a)から(d)に記載されている他、 ｢本カ タ ログ等記載の商品｣は自動車 （二輪車含む。 以下同じ）

向けではあ り ません。 自動車に搭載する用途には利用し ないで下さい。 自動車搭載用商品については

当社営業担当者にご相談 く だ さい。

4. 保証条件

｢当社商品｣の保証条件は次のとお り です。

(1) 保証期間 　 ご購入後 １ 年間といた し ます。

（ただ し｢カ タ ログ等｣に別途記載がある場合を除きます。）

(2) 保証内容 　 故障し た｢当社商品｣について、 以下のいずれかを｢当社｣の任意の判断で実施し ます。

(a)当社保守サービス拠点における故障し た｢当社商品｣の無償修理

（ただし、 電子 ・ 機構部品については、 修理対応は行いません。）

(b)故障し た｢当社商品｣と同数の代替品の無償提供

(3) 保証対象外 　 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、 保証いた し ません。

(a) ｢当社商品｣本来の使い方以外のご利用

(b) ｢利用条件等｣から外れたご利用

(c)本ご承諾事項｢3. ご利用にあたってのご注意｣に反するご利用

(d)｢当社｣以外による改造、 修理による場合

(e)｢当社｣以外の者による ソ フ ト ウ ェ アプログラムによる場合

(f)｢当社｣からの出荷時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった原因

(g)上記のほか｢当社｣または｢当社商品｣以外の原因 （天災等の不可抗力を含む）

5. 責任の制限

本ご承諾事項に記載の保証が、 ｢当社商品｣に関する保証のすべてです。

｢当社商品｣に関連し て生じ た損害について、 ｢当社｣および｢当社商品｣の販売店は責任を負いません。

6. 輸出管理

｢当社商品｣または技術資料を、 輸出または非居住者に提供する場合は、 安全保障貿易管理に関する日本

および関係各国の法令 ・ 規制を遵守 く だ さい。 お客様が法令 ・ 規則に違反する場合には、 ｢当社商品｣ま

たは技術資料をご提供できない場合があ り ます。

7. 特許

当社商品の電子および光学に関連する仕様および性能基準は、 以下の米国特許によ り保護されていま

す。

- 米国特許番号 ： 6,665,621、 6,753,776、 6,493,653、 6,587,811; 7,965,384

他の特許については出願中です。
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●安全に使用し ていただ く ための表示と意味について

この取扱説明書では、 OS32C を安全にご使用いただ く ために、 注意事項を次のよ う な表示と記号で示し てい

ます。 こ こ で示し た注意事項は安全に関する重大な内容を記載し ていますので、 必ず守って く だ さい。 表示

と記号は次のとお り です。

●図記号の意味

OS32Cは、 稼働中の機械など危険環境で作業する人員の保護を目的とする電気感知式保護装置で

す。

OS32Cの安全な使用、 設置、 メ ンテナンス、 操作が確保されて初めて、 OS32Cの特定用途および

設置の安全基準が遵守されたこ とにな り ます。 これらの項目については、 本製品をご購入いただ

いたお客様、 設置者、 使用者で十分な確認を行って く だ さい。

使用者について

管理者は、 その責任において、 機械 ・ 防護装置の適切な設置、 操作、 メ ンテナンスを行う担当者

を選任し、 訓練し て く だ さい。

OS32Cの設置、 確認、 メ ンテナンスは、 必ず管理者が行って く だ さい。 管理者とは、 「専門的訓

練を受けたこ と を証明する学位または証明書を持つ者、 または広範囲に及ぶ知識、 訓練または豊

富な経験によ って、 特定の事柄や作業に関する問題解決能力が実証されている者」 (ANSI/PMMI 

B155.1-2006)を指し ます。

安全上のご注意

正しい取り扱いを し なければ、 この危険のために、 軽傷 ・ 中程度の傷害を負った り、 万

一の場合には重傷や死亡に至る恐れがあ り ます。 また、 同様に重大な物的損害を受ける

恐れがあ り ます。

正しい取り扱いを し なければ、 この危険のために、 時に軽傷 ・ 中程度の傷害を負った り、

あるいは物的損害を受ける恐れがあ り ます。

禁止

一般的な禁止を示し ます。

一般的な指示を示し ます。
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取りつける機械について

保護下にある機械は、 そのサイ クル内で随時停止できなければな り ません。 フル回転ク ラ ッ チを

装備し た機械プレスにはOS32Cを使用し ないで く だ さい。

保護下にある機械が停止する場合、 停止に要する時間が一定し ていて、 適切な制御機構が装備さ

れていなければな り ません。

安全関連の機械制御要素は、 制御論理装置の故障や制御回路の故障によ って安全が脅かされる危

険状態にならないよ う設計し て く だ さい。

補助出力や、 警告出力を安全用途に使用し ないで く だ さい。 OS32Cが故障し ても人体が検知され

ず、 重傷を負う恐れがあ り ます。

設置について

本体の取りつけ、 コー ド コネク タは確実に締めて く だ さい。

OS32Cを設置する場合は、 ガラスで遮った り、 囲いで覆った り し ないで く だ さい。 検知能力の低

下によ って、 万一の場合には重傷や死亡に至る恐れがあ り ます。

イ ン ターロ ッ ク を解除するためのス ター ト スイ ッ チは、 監視エ リ ア全体が見え、 また危険エ リ ア

から操作できない位置に設置し て く だ さい。

国際規格IEC 61496-3 にし たがい、 OS32Cの走査面に対し て人の侵入角度が±30度を超える用途

で使用する場合は、 基準点監視機能 （RBM） によ り検知エ リ アの境界部を監視する必要があ り ま

す。

RBMモー ド時は、 OS32Cの検知エ リ アからすべての回帰反射板を取り除いて く だ さい。

制御対象の機械部品が外れた場合でも危険な状態が発生し ないよ う な防護機構を装備し て く だ さ

い。

煙や粉塵はOS32Cの検知精度に影響を及ぼし、 制御対象の機械が停止状態になる可能性があ り ま

す。

監視するエ リ アの一部が無効になる可能性があるため、 レーザ走査面上に鏡面状の物体を配置す

る こ とは避けて く だ さい。

OS32Cに検知されずに危険エ リ アへ接近する可能性がある場合は、 追加の防護策が必要です。
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設置時や制御対象の機械に変更を加えた り、 OS32Cの設定を変更し た場合は、 本書に記載のテス

ト を実行し て く だ さい。 詳し く は161ページ 「テス ト 手順書」 を参照し て く だ さい。

テス ト および メ ンテナンス手順は、 本書記載の手順で実施し て く だ さい。

走査面上の背景によ っては、 OS32Cの計測誤差、 および反射面の影響による追加誤差を考慮する

必要があ り ます。

OS32Cの保護機能を使用するには、 防護エ リ アを正し く 定義および設定する こ とが必要です。

応答時間が変更された場合、 分離距離の再計算と分離距離に応じ たOS32Cの再設置が必要にな り

ます。 分離距離が適切でない場合、 機械の危険部に到達する前に機械が止まらず、 重傷または死

亡に至る恐れがあ り ます。

PTM基準点監視モー ド を有効にする と、 応答時間が長 く な り ます。 防護分離距離を計算する際に

は、 こ こで追加された時間を考慮する必要があ り ます。

複数のOS32Cを使用する と きは、 相互干渉が発生し ないよ う、 設置位置の調整や遮光板の使用な

どの対策を講じ て く だ さい。

IP65の保護等級を確保するために、 各筐体の接合部に埃や塵などの付着がないこ と を確認し、 確

実にネジを締め付けた状態で使用し て く だ さい。

エ リ アセ ッ ト 切り替え中に、 エ リ アセ ッ ト 選択入力がアク テ ィ ブ （ON） と なる入力点数が設定

し た入力点数を超えた場合、 エ リ アセ ッ ト 選択入力の配線エラーと し て さ らなるエ リ アセ ッ ト 切

り替え遅延が発生する こ とがあ り ます。 この場合、 設定し た入力点数を超えないよ う エ リ アセ ッ

ト 選択入力のON/OFFを切り替えてい く 順序を、 切り替え タ イ ミ ングを考慮し ながら正し く 設定

する こ と でエラーの発生を防ぎます。

実際のエ リ アセ ッ ト 選択入力切り替え時間に対し てエ リ ア切替許容遅れ時間が不足し ていた場

合、 意図し ないエ リ アセ ッ ト が一時的に有効にな り、 誤ったエ リ アを一時的に監視し て し ま う場

合があ り ます。

切り替え開始時間 （tstart） が最大応答時間 （TmaxReaction） を考慮せずに設定されている場合、

切り替え後の新たな防護エ リ ア内の物体の検出が遅れて制御出力のOFFが間に合わな く なる可能

性があ り ます。

監視エ リ アの情報は、 投影整合性、 最大半径、 角度制限などの多 く の制限によ って影響されま

す。 その結果、 イ ンポー ト されたエ リ アがフ ァ イルで定義されたエ リ ア と正確に一致し ない場合

があ り ます。 エ リ ア座標のイ ンポー ト 操作が完了し た と きに目で見て確認し て く だ さい。 161

ページの 「テス ト 手順書」 を参照し て く だ さい。

設置に際し ては検知機能が制限されるエ リ アが危険源にならないよ う十分に考慮し て く だ さい。

危険源になる可能性がある場合は、 追加の防護機構などの対策を必ず講じ て く だ さい。
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配線について

OS32Cの各ラ イ ンをDC24V +25% / -30% を超えるDC電源に接続し ないで く だ さい。 また、 AC電源

にも接続し ないで く だ さい。 感電の可能性があ り危険です。

OS32CがIEC 61496-1およびUL 508を満たすために、DC電源ユニ ッ ト は下記の項目すべてを満たす

よ う にし て く だ さい。

･定格の電源電圧内 （DC24V +25% / -30%） である

･EMC 指令適合 （工業環境）

･一次回路、 二次回路間が二重絶縁あるいは強化絶縁

･過電流保護特性が自動復帰

･出力保持時間が20ms以上

･UL 508で定義される ク ラス2回路または制限電圧電流回路の出力特性要求を満たす。

･OS32Cが使用される国、 地域でのEMCと電気機器安全に関する法規 ・ 規格に従う電源である。 （例 ： EUで

はEMC指令、 低電圧指令に適合の電源である こ と）

感電保護のために危険電圧 （AC230Vなど） から二重絶縁あるいは強化絶縁によ り絶縁し て く だ

さい。

コー ド延長は規定以内の長さ と し て く だ さい。 安全機能が正常に動作し ない可能性があ り危険で

す。

安全カテゴ リ3の安全システムに使用する場合、 制御出力は必ず2系統と も使用し て安全システム

を構成し て く だ さい。 1系統だけで安全システムを構成し た場合、 出力回路の故障時に重傷を負

う恐れがあ り ます。

設置時のケーブル保護 ：

設置時にはケーブルが破損し ないよ う十分に注意し、 適切な引き回し を行って く だ さい。

機能接地 ：

OS32Cシステムは機能接地接続が必要です。 機能接地を正極接地系統に接続し ないで く だ さい。

正極接地に対し て接続された場合、 制御対象の機械を停止できず人体に深刻な被害を与える こ と

があ り ます。

コネク タの絶縁 ：

コネク タは、 電源入力線およびシステム信号線の短絡を防ぐため適切に絶縁されている ものを使

用し て く だ さい。

OS32Cと外部装置を配線する場合は、 EN 60204-1規格の配色規定に従って く だ さい。
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その他

OS32Cを改造し ないで く だ さい。 また、 指定された以外の方法で部品交換や修理を行わないで く

だ さい。 本来の安全機能が失われ危険です。

ウ ィ ン ド ウが破損し た場合は速やかに交換し て く だ さい。 保護機構が正常に動作し ない可能性が

あ り危険です。 また、 交換時はOS32Cの内部に粉塵などが侵入し ないよ う な予防措置を講じ て く

だ さい。

ウ ィ ン ド ウの交換は必ずOS32Cからすべてのケーブルを取り外し て行って く だ さい。 モータが回

転しけがをする恐れがあ り ます。

ウ ィ ン ド ウの交換は、 内部の光学面を汚さ ないよ う5～35℃の清潔な環境下で管理者が必ず実施

し て く だ さい。 交換用ウ ィ ン ド ウの内部および外部に汚れや傷、 埃、 指紋がないこ と を確認し て

く だ さい。

ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ンは必ず管理者が行って く だ さい。 新しいウ ィ ン ド ウのウ ィ ン ド ウ

キャ リ ブレーシ ョ ンを行う前に、 ウ ィ ン ド ウに汚れや傷、 埃、 指紋がないこ と を確認し て く だ さ

い。 ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ンは5～35℃の環境下で実施し て く だ さい。 ウ ィ ン ド ウの状態

の確認を怠った り、 ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ン中の環境条件を適切に設定し なかった場合、

OS32Cの物体検知能力が低下する場合があ り ます。

テス ト 手順 （161ページ 「テス ト 手順書」 参照） はユーザの定期検査制度にし たがい、 OS32Cま

たは防護対象の機械へのメ ンテナンス、 装置 ・ 設定の変更、 調整が行われた後に行う必要があ り

ます。 また、 制御対象にある機械を複数の作業者が使用する場合やシフ ト で使用する場合は、 シ

フ ト ご と または操作の変更があるご とにテス ト を実行する こ と を推奨し ます。 OS32Cの設定が変

更された場合も テス ト を実行する こ と を推奨し ます。

OS32Cと機械の制御システムが適切に機能する こ と で防護対象の機械が停止し ます。 テス ト を適切に実施し

なかった場合、 重傷を負う恐れがあ り ます。

OS32Cがオー ト ス ター ト で動作する場合、 防護エ リ ア内に物体が存在する間は機械が停止し続

け、 リ ス ター ト し ないこ と を確認し て く だ さい。 確認方法と し て、 防護エ リ アにテス ト ピースを

侵入させて動作を確認し て く だ さい。 少な く と も作業シフ ト の変更後、 または24時間動作し た後

にテス ト を実行するよ う推奨し ます。

安全制御システムや機構がテス ト に合格し なかった場合、 機械を稼動し ないで く だ さい。 直ちに

機械の使用を停止し、 管理者に通知し て く だ さい。

EtherNet/IPを介し たシステムおよびエ リ アの状態に関するモニ タ情報は、 診断の目的にのみ使用

するためのものです。 安全に関する機能では使用し ないで く だ さい。

EtherNet/IPを介し てモニ タ される計測データは、 診断の目的にのみ使用するためのものです。 安

全に関する機能では使用し ないで く だ さい。
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セキュ リ テ ィ 対策

アンチウイルス保護

制御システムに接続するパソ コ ンへの最新の商用品質のウイルス対策ソ フ ト の導入および保守を

行って く だ さい。

不正アクセスの防止

当社商品に対し て、 以下の不正アクセス防止対策を行って く だ さい。

• 権限保有者だけを制御システムや装置へアクセス可能とする物理的統制の導入

• 制御システムや装置のネ ッ ト ワーク接続を最小限に抑える こ とによる、 信頼できないデバイス

からのアクセス防止

• フ ァ イアウォールの導入によるIT ネ ッ ト ワークからの分離 （未使用通信ポー ト の遮断、 通信ホ

ス ト の制限）

• 制御システムや装置へのリ モー ト アクセスが必要な場合における、 仮想プ ラ イベー ト ネ ッ ト

ワーク(VPN)の使用

• 制御システムや装置へのリ モー ト アクセスにおける多要素認証の導入

• 強固なパスワー ドの採用と頻繁な変更

• 制御システムや装置でUSB メ モ リ など外部ス ト レージデバイスを使用する場合の事前ウイルス

スキャ ン

データ入出力の保護

制御システムや装置への入出力データの意図せぬ改変に備えた、 バッ クア ッ プや範囲チ ェ ッ クな

どの妥当性の確認を行って く だ さい。

• データの範囲チ ェ ッ ク

• データの改ざんや異常に備えた、 バッ クア ッ プによる妥当性確認、 リ ス ト アの準備

• データの改ざんや異常を想定し た、 緊急停止や縮退運転などの安全設計

紛失データの復元

データ紛失対策と し て、 定期的な設定データのバッ クア ッ プ と保守を行って く だ さい。

グローバルア ド レス経由でイ ン ト ラネ ッ ト 環境を利用する場合、 SCADA、 HMI などの不正な端末

や不正なサーバに接続する と、 な りすま し、 改ざんなどネ ッ ト ワークセキュ リ テ ィ の問題になる

可能性があ り ます。 お客様ご自身で、 端末へのアクセスの制限、 セキュア機能を搭載し た端末を

使用、 設置エ リ アの施錠などの十分な措置を講じ て く だ さい。

イ ン ト ラネ ッ ト を構築する場合、 ケーブル断線や不正ネ ッ ト ワーク機器の影響によ り通信障害が

発生する可能性があ り ます。

設置エ リ アの施錠などの方法によ って、 ネ ッ ト ワーク機器への物理アクセスを制限するなど、 十

分な措置を講じ て く だ さい。
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複数の OS32C をネ ッ ト ワークに接続し て使用する場合、PC から本体へデータ を転送する際に、本

体の状態 / 診断表示灯に表示されるセキュ リ テ ィ コー ド を目視で確認し、PC に入力する必要があ

り ます。 し たがって本体の状態 / 診断表示灯が確認できるよ う に設置し て く だ さい。

設定変更内容をOS32Cへ送信する前に、 安全パラ メ ータが用途通り に設定されている こ と を確認

し て く だ さい。

OS32Cの内部やI/Oブロ ッ クのコネク タに埃やゴ ミ が入らないよ う に気を付けて作業し て く だ さ

い。

OS32Cの故障の原因と な り ますので、 埃の多い環境下でウ ィ ン ド ウ交換作業を行わないで く だ さ

い。

ウ ィ ン ド ウに塵埃が付着する と誤動作の原因と な り ます。 ウ ィ ン ド ウと ダス ト 検知面は定期的に

清掃し て く だ さい。

白熱光、 ス ト ロボラ イ ト 、 赤外センサ光などの照明環境ではOS32Cの動作に影響を与える場合が

あ り ます。

霧、 煙、 蒸気、 その他の微粒子のある周囲雰囲気ではOS32Cの動作に影響を与える場合があ り ま

す。

形OS32C-□□□-DMの計測レポー ト の設定が、 意図し た計測データ形式と なっているか必ず確

認し て く だ さい。
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以下に示すよ う な項目は安全を確保する上で必要なこ と ですので必ず守って く だ さい。

･本書をよ く 読んで、設置手順、動作確認手順、及び メ ンテナンス手順を十分にご理解の上、 ご使用 く だ さい。

･負荷は、 以下の項目すべてを満たすよ う にし て く だ さい。

-短絡させない

-定格以上の電流を流さ ない

･本体は確実に取りつけて く だ さい。

･製品を落下させないで く だ さい。

･該当する各国、 各地の安全関連の法律、 規制、 規程などすべてを遵守し て く だ さい。

･使用し ている国の該当する廃棄物処理規則に従って廃棄し て く だ さい。

安全上の要点
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製品が動作不能、 誤動作、 または性能 ・ 機器への悪影響を防ぐため、 以下のこ と を守って く だ さい。

■ 設置環境について
次のよ う な場所には設置し ないで く だ さい。

･直射日光などの強い外乱光がOS32Cに入光する場所

･湿度が高 く 結露する恐れがある場所

･温度変化が急激なため結露する恐れがある場所

･腐食性ガスがある場所

･仕様で定められている以上の振動や衝撃が本体に伝わる場所

･水がかかる場所

･接着剤を溶かすよ う な油がかかる場所

･煙や水蒸気などがレーザ走査面上にある場所

･OS32Cは強い高周波 ノ イズを発生する機器から離し て設置し て く だ さい。あるいは遮蔽対策を十分に

行って く だ さい。

･高圧線や動力線とOS32Cの入出力線を同一配管で使用し ないで く だ さい。

本製品はク ラ ス Ａ 機器です。 家庭用環境において、 本製品は電波障害を引きおこすこ とがあ り ます。

この場合は責任者が十分な対策を講じ て く だ さい。

■ 配線 ・ 取りつけについて
･配線は必ず電源OFFの状態で行って く だ さい。 故障診断機能によ りOS32Cが動作し な く なる こ とがあ

り ます。

･すべての端子の信号名を確認し、 正し く 配線し て く だ さい。

･制御システムはOS32Cの電源投入後14秒以上経過し てから作動させて く だ さい。

･高圧線や動力線と同一配線管で使用し ないで く だ さい。

･市販のスイ ッ チングレギュ レータ を使用する場合、FG（フ レームグラ ン ド端子） を接地し て く だ さい。

･他の機器と電源を共用する こ と によ っ て ノ イズの影響や電圧降下などの影響を受ける可能性があ り

ます。 他の機器と電源を共用せず、 安全関連装置専用の電源とする こ と を推奨し ます。

■ 清掃について
シンナー、 ベンジン、 アセ ト ン類は樹脂部材やケース塗装を溶かし ますので使用し ないで く だ さい。

■ 検出体について
最小検出物体直径は30mm、 40mm、 50mm または70mmに設定可能です。 透明体、 半透明体、 鏡面体、

反射率1.8%未満の物体は検知できません。

使用上の注意
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■ 取扱い上の注意
･OS32Cはレーザを放射し ます。 直接見つめないで く だ さい。

･光路は目の高さ を避けるよ う にし て く だ さい。

■ レーザ機器に関し ては使用される国によ っ てレーザ安全対策が規定されてい

ます。
国内で使用される場合、 海外で使用される場合にわけて説明し ます。

(1) 国内で使用する場合

JIS C6802規格で、レーザ製品のク ラスに応じ て使用者が行わなければならない安全予防対策が規定さ

れています。

OS32Cは、 本規格に定める ク ラス1に分類されます。

(2) 米国で使用する場合

本製品は、 米国のFDA(Food and Drug Administration)のレーザ規制を受けます。

本製品は、 本規制21CFR 1040.10, 1040.11の規定に従いClass Ⅰに分類されます。

レーザに関する ラベル類

FDAの技術基準に従ったラベルを製品に表示し てお り ます。

証明ラベル

(3) 米国、 日本以外の国での使用

この製品は、 IEC 60825-1:2014, EN 60825-1:2014+A11:2021規格によ ってク ラス1に分類されています。

レーザー安全について



xiv

は
じ

め
に

OS32C
ユーザーズマニュアル

このマニュアルの読み方(マークの意味)

操作する上で守っていただき こ とや使い方のア ドバイスなど、 その機能について特に大切な

ポイ ン ト がま とめられています。

関連内容を記載し ている参照ページを示し ています。
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設定ツールの機能および互換性

対応する機能およびOS32Cのバージ ョ ン との互換性を下記の表にてご確認 く だ さい。 OS32Cのバージ ョ ンは

製品 ラ ベルに記載 さ れて い ま す。 形OS32C- □□□-DM の詳細に つい ては、 弊社ウ ェ ブ サ イ ト (http://

www.fa.omron.co.jp/)の製品ページをご参照 く だ さい。

注意 ： 

･新機能に対応するためには、 センサブロ ッ クおよび設定ツールのバージ ョ ンア ッ プが必要です。 I/O ブ

ロ ッ クは変更する必要はあ り ません。

･部品番号が変更にな り ま し た。

形OS32C-SN: 40591-0010 （旧）、 40591-0020 （最新）

形OS32C-SN-DM: 40591-0040 （最新）

形OS32C-SN-4M: 40603-0020 (最新) 

形OS32C-SN-DM-4M: 40603-0040 (最新)

形OS32C-□□□ 形OS32C-□□□

-DM

形OS32C-□□□

-4M

形OS32C-□□□

-DM-4M

40591-0010 40591-0020 40591-0040 40603-0020 40603-0040

設定可能な最小検出物体直径 -- 対応 対応 対応 対応

ス タ ンバイモー ド （レーザOFF） -- 対応 対応 対応 対応

エ リ アおよびエ リ アセ ッ ト の

コ ピー /ペース ト
-- 対応 対応 対応 対応

システムモニ タ リ ングの記録 -- 対応 対応 対応 対応

システムモニ タ リ ングの再生 -- 対応 対応 対応 対応

7セグ メ ン ト 表示灯の反転 -- 対応 対応 対応 対応

設定フ ァ イル名を設定ツールの

ヘ ッ ダーに表示
-- 対応 対応 対応 対応

追加エリア形状 （180°半円、 180°矩

形、 180°多角形）
-- 対応 対応 対応 対応

設定ツールによ るデフ ォル ト 設定

とユーザ設定間の切り替え
-- 対応 対応 対応 対応

エラーログ上に ト ラブルシューテ ィ

ングのヒン ト を表示
-- 対応 対応 対応 対応

設定チ ェ ッ クサム、 安全設定

チ ェ ッ クサム
対応*1 対応*1 対応*1 対応*1 対応*1

Windows 7 対応 -- 対応 対応 対応 対応

非安全設定チ ェ ッ クサム 対応*2 対応*2 対応*2 対応*2 対応*2

単一のエ リ ア座標データの

イ ンポー ト と エクスポー ト
対応*2 対応*2 対応*2 対応*2 対応*2

保守管理者権限 -- 対応*3 対応*2 対応*2 対応*2

監視画面表示の回転 対応*4 対応*4 対応*4 対応*4 対応*4

フ ラ ンス語、 ド イ ツ語、 イ タ リ ア

語、 スペイ ン語
対応*4 対応*4 対応*4 対応*4 対応*4

複数のエ リ ア座標データのイ ン

ポー ト と エクスポー ト
対応*4 対応*4 対応*4 対応*4 対応*4

EtherNet/IPおよび計測データ -- -- 対応 -- 対応

汚れ許容モー ド -- 対応*6 対応*6 対応*5 対応*5

エ リ ア別応答時間設定 -- 対応*6 対応*6 対応*5 対応*5

4m防護エ リ ア/15m警告エ リ ア -- -- -- 対応*5 対応*5

モニ タ リ ングモー ド中のステータ

ス情報
-- 対応*6 対応*6 対応*5 対応*5
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安全パラ メ ータの確認 -- 対応*6 対応*6 対応*5 対応*5

EtherNet/IP 経由による警告エ リ ア

変更
-- -- 対応*6 -- 対応*5

Windows 10、 Windows 11 対応 -- 対応*7 対応*7 対応*7 対応*7

*1. 設定ツール バージ ョ ン1.4.0以降が必要

*2. 設定ツール バージ ョ ン 1.6.0以降が必要

*3. センサブロ ッ クのシ リ アルナンバーがAS08300以降で、 設定ツールがバージ ョ ン1.6.0以降の場合

*4. 設定ツール バージ ョ ン 1.8.0以降が必要

*5. 設定ツール バージ ョ ン 2.0.0以降が必要

*6. センサブロ ッ クのシ リ アル番号がAS17500以降で、 設定ツール バージ ョ ンが 2.0.0 以降の場合

*7. 設定ツール バージ ョ ン 2.2.8以降が必要

設定ツールのバージ ョ ン

1.4.0未満 1.4.0以降 1.6.0以降 1.8.0以降 2.0.0以降 2.2.8以降

設定可能な最小検出物体直径 -- 対応 対応 対応 対応 対応

ス タ ンバイモー ド （レーザOFF） -- 対応 対応 対応 対応 対応

エ リ アおよびエ リ アセ ッ ト のコ ピー /ペース ト -- 対応 対応 対応 対応 対応

システムモニ タ リ ングの記録 -- 対応 対応 対応 対応 対応

システムモニ タ リ ングの再生 -- 対応 対応 対応 対応 対応

7セグ メ ン ト 表示灯の反転 -- 対応 対応 対応 対応 対応

設定フ ァ イル名を設定ツールのヘ ッ ダーに表示 -- 対応 対応 対応 対応 対応

追加エ リ ア形状 （180°半円、 180°矩形、 180°多角形） -- 対応 対応 対応 対応 対応

設定ツールによるデフ ォル ト 設定とユーザ設定間の切り替え -- 対応 対応 対応 対応 対応

エラーログ上に ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト を表示 -- 対応 対応 対応 対応 対応

設定チ ェ ッ クサム、 安全設定チ ェ ッ クサム -- 対応 対応 対応 対応 対応

Windows 7 対応 -- 対応 対応 対応 対応 対応

非安全設定チ ェ ッ クサム -- -- 対応 対応 対応 対応

単一のエ リ ア座標データのイ ンポー ト と エクスポー ト -- -- 対応 対応 対応 対応

保守管理者権限 -- -- 対応 対応 対応 対応

監視画面表示の回転 -- -- -- 対応 対応 対応

フ ラ ンス語、 ド イ ツ語、 イ タ リ ア語、 スペイ ン語 -- -- -- 対応 対応 対応

複数のエ リ ア座標データのイ ンポー ト と エクスポー ト -- -- -- 対応 対応 対応

汚れ許容モー ド -- -- -- -- 対応 対応

エ リ ア別応答時間設定 -- -- -- -- 対応 対応

4m防護エ リ ア/ 15m警告エ リ ア -- -- -- -- 対応 対応

モニ タ リ ングモー ド中のステータ ス情報 -- -- -- -- 対応 対応

安全パラ メ ータの確認 -- -- -- -- 対応 対応

EtherNet/IP 経由によ る警告エ リ ア変更 -- -- -- -- 対応 対応

Windows 10、 Windows 11 対応 -- -- -- -- -- 対応

注． 設定フ ァ イルの拡張子は、 設定ツールバージ ョ ン1.8.0までは 「*.cf2」、 2.0.0以降は 「*.cf3」 です。

形OS32C-□□□ 形OS32C-□□□

-DM

形OS32C-□□□

-4M

形OS32C-□□□

-DM-4M

40591-0010 40591-0020 40591-0040 40603-0020 40603-0040
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センサブロ ッ クの形式 品番(P/N)
設定ツールのバージ ョ ン

1.4.0未満 1.4.0以降 1.6.0以降 1.8.0以降 2.0.0以降

形OS32C-SN 40591-0010 対応 対応 対応 対応 対応

形OS32C-SN 40591-0020 -- 対応 対応 対応 対応

形OS32C-SN-DM 40591-0040 -- -- 対応 対応 対応

形OS32C-SN-4M 40603-0020 -- -- -- -- 対応

形OS32C-SN-DM-4M 40603-0040 -- -- -- -- 対応
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使用法および機能特性

動作原理

セーフ テ ィ レーザスキャナOS32Cはパルスレーザの拡散反射を用いて設定された監視エ リ アに侵入する物体

の位置を判断し ます。 内部の回転 ミ ラー部がレーザパルス光を照射し光路にある物体による反射光を受光し

ながら監視エ リ アを走査し ます。 OS32Cは物体に反射し た光が戻るまでの時間を測定する こ と で本体と物体

間の距離を計算し ます。

この検知方法を用いる こ とによ り、 事前に設定し た単純な形状や複雑な形状を監視エ リ ア と し て使う こ とが

できます。 また、 危険なエ リ アの変更にと もない監視エ リ アを変更する こ と もできます。

拡散反射し た光がOS32Cに戻るため、 投光器と受光器を対にする必要はあ り ません。

OS32Cの検知範囲内には1つの 「防護エ リ ア」 と2つの 「警告エ リ ア」 を同時に指定できます。

･防護エ リ アは危険なエ リ アに侵入する人や物体を検知するためのエ リ アです。この防護エ リ ア内で物体が検

知される とOS32Cが対象と なる機械の制御出力をOFFし ます。

･警告エ リ アは防護エ リ アよ り も広範囲に設定できます。 それによ り、接近する人や物体を防護エ リ アに侵入

する前に検知できます。

OS32Cは無人搬送車 （AGV） や搬送用カー ト などの移動設備、 またはロボ ッ ト のワークステーシ ョ ン内、 そ

の他の危険な機械周辺の防護に使用できます。
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特長

･最大半径4mの防護エ リ ア （最小検出物体直径が70mmの時）、 最大半径15mの2つの警告エ リ アを検知可能。

検出角度270°を カバーし ます。

･防護エ リ アへの侵入を検知する と 8個の侵入表示灯が直ちに赤色点灯し、 表示灯の点灯位置で侵入方向を把

握できます。

･防護エ リ ア と警告エ リ アの組み合わせを70組まで設定でき、 様々な作業環境の変化に対応できます。

･設定ツールで複雑な形状の監視エ リ ア設定も簡単に行えます。

･外部リ レーモニ タ機能によ り セーフ テ ィ リ レーを直接駆動できます。

･基準点監視機能によ り セーフ テ ィ レーザスキャナの取りつけ位置の変化をモニ タ できます。

･ コ ンパク ト 設計のため狭い場所にも設置可能です。
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各部の名称

図1-1 各部の名称

*1. OS32C-SP1の場合、 各コネク タはI/Oブロ ッ クの左側にあ り ます。

表1-1 表示灯 ・ 各部の名称

各表示灯の点灯パターンについては、 表2-1を参照し て く だ さい。

状態／診断表示灯についての詳細は、 139ページ 「OS32Cの状態確認方法」 を参照し て く だ さい。

番号 名称 機能

① RUN表示灯 （緑色） 制御出力がONの時に点灯

②
イ ン ターロ ッ ク表示灯

（黄色）

イ ン ターロ ッ ク時に点灯、 ロ ッ クアウ ト 時に点滅(1Hz)、 設定時に点滅(4Hz)

③ 状態／診断表示灯 設定状態、 稼働状態および異常状態を数値表示

④ 警告出力表示灯 （燈色） 警告出力がONの時に点灯、 ウ ィ ン ド ウ汚れ警告時に点滅 (1Hz)

⑤ STOP表示灯 （赤色） 制御出力がOFF/ イ ン ターロ ッ クの時に点灯

⑥ ダス ト リ ング ウ ィ ン ド ウの汚れ検知部

⑦
侵入表示灯(ISI) 防護エ リ ア(デフ ォル ト 設定)に侵入が検知された際に点灯、 防護エ リ ア(デフ ォル ト

設定)を8分割し て表示 （各33.75 ゜ ）、 ウ ィ ン ド ウ汚れ警告時に点滅

⑧ ウ ィ ン ド ウ レーザ光が投受光されるウ ィ ン ド ウ

⑨ イーサネ ッ ト コネク タ イーサネ ッ ト ケーブル接続に使用 *1

⑩ 電源コネク タ 18ピン電源コネク タ （リー ド線付き） *1

⑪ I/Oブロ ッ ク コネク タ モジ ュール

⑫ 回転軸表示 レーザが照射される軸の位置を表示

⑬ センサブロ ッ ク センサ部 （交換可能）
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アプ リ ケーシ ョ ン例

OS32Cは人体の安全確保を目的とする様々な用途で使用可能な多機能セーフ テ ィ レーザスキャナです。 無人

搬送車 （AGV） の衝突防止や危険な領域での作業者保護が一般的な使用例と な り ます。本章で示すアプ リ ケー

シ ョ ン例はあ く までも参考用であ り、 防護に関するすべての解決策を示すものではあ り ません。 設置現場で

のあらゆる危険要因を点検し、 適切な安全策を講じ る こ とが重要です。

 OS32Cを据え置き用途で使用する場合

図1-2 マルチエ リ ア防護

このアプ リ ケーシ ョ ン例ではOS32Cを水平面防護装置と し て使用し ています。 OS32Cはロボ ッ ト の稼

動位置に基づき、 特定の方向に検知エ リ アを設定する こ とができます。 こ こではマルチエ リ ア機能を

利用し ます。 この機能によ り、 図中のエ リ アB で示し た 「危険側」 でロボ ッ ト が作業し ている間にエ

リ アA で示し た 「安全側」 に立ち入る こ とが可能にな り ます。 薄い色で示し た部分は警告エ リ アにな

り ます。 ロボ ッ ト の稼動位置はリ レーなどの外部機器からの入力で決定し ます。

図1-3 270度エ リ ア防護

このアプ リ ケーシ ョ ン例ではOS32Cを270度の水平面防護装置と し て使用し ています。生産工程上、物

理的な防護柵を設置できない場合、図中のエ リ アAおよびエ リ アBで示し た警告エ リ ア内に侵入し た作

業者を検知し事前警告する こ と で、 生産工程の中断による重大な損失を回避する こ とができます。
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図1-4 ワークセル内部防護

このアプ リ ケーシ ョ ン例ではOS32Cを補助的な防護装置と し て使用し てお り、 セーフ テ ィ ラ イ ト カー

テン と連動し ています。 OS32Cはワークエ リ アに障害物がないかど うかをロボ ッ ト の稼動前に検出し

ます。

図1-5 垂直防護

このアプ リ ケーシ ョ ン例ではOS32Cを垂直面の防護装置と し て使用し ています。 機械の設計または生

産工程によ ってはセーフ テ ィ ラ イ ト カーテンを設置できない場合があ り ますが、 OS32Cは垂直面防護

に関するIEC 61496-3の要件をすべて満た し、 基準点監視機能を搭載し ているため有効です。
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図1-6 垂直面のマルチエ リ ア防護

このアプ リ ケーシ ョ ン例ではOS32Cを垂直面の防護装置と し て使用し ています。 OS32Cはロボ ッ ト の

稼動位置に基づき、 特定の方向に検知エ リ アを設定する こ とができます。 ロボ ッ ト が左側で稼動し て

いる場合は左側を防護し、 右側で稼動し ている場合は右側を防護し ます。 こ こではマルチエ リ ア機能

を利用し ます。 この機能によ り 「危険側」 でロボ ッ ト が作業し ている間に 「安全側」 に立ち入る こ と

が可能にな り ます。 ロボ ッ ト の稼動位置はリ レーなどの外部機器からの入力で決定し ます。 OS32Cは

垂直面防護に関するIEC 61496-3の要件をすべて満た し、 基準点監視機能を搭載し ています。

無人搬送車(AGV)にOS32Cを使用する場合
無人搬送車には衝突事故を防止するための保護装置が必要です。 OS32CはAGVの軌道上を走査し て、

物体または人物を検知する と車両を停止する信号を送信し ます。また、OS32Cを使用する こ と で、AGV

は従来のバンパースイ ッ チを使用する場合よ り高速で移動できるよ う にな り ます。

OS32Cの監視エ リ アセ ッ ト を以下のよ う に活用する こ とができます。

図1-7を参照し て く だ さい。

警告エ リ ア1の使用

警告出力に警告エ リ ア1情報を割り当てた場合、 警告エ リ ア1に侵入がある と、 警告出力からAGVに信

号が送信されます。 この信号によ り警報を鳴らすこ と で、 車両の軌道上にいる人物は軌道から脱出で

きます。

警告エ リ ア2の使用

補助出力に警告エ リ ア2情報を割り当てた場合、 警告エ リ ア2に侵入がある と、 補助出力からAGVに信

号が送信されます。 この信号によ り車両速度を落とすこ と で、 車両の軌道上にいる人物は軌道から脱

出できます。

防護エ リ アの使用
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防護エ リ アに侵入がある と、2つの制御出力が緊急停止の指示をAGVに出力し ます。 これによ り車両が

停止し ます。

図1-7 AGV走行軌道の防護

図1-8 無人搬送車(AGV) ： 双方向

このアプ リ ケーシ ョ ン例では無人搬送車 （AGV） の進行方向に合わせ計2台のOS32C を使用し ていま

す。 2つの警告エ リ ア （警告エ リ ア1、 警告エ リ ア2） を設定する こ と で、 作業者がAGVの経路に侵入し

ないよ う警報を発し た り、 車両速度を落とすこ とができます。 この設定によ り最大の進行効率を得る

こ とができます。

図1-9 無人搬送車(AGV) ： 多方向

このアプ リ ケーシ ョ ン例では工場内で多方向に移動する AGV を安全に運転させるために4つのエ リ ア

セ ッ ト を設定し た例で、 一般的なAGVの防護設定にな り ます。 4つのエ リ アセ ッ ト は、 前進動作に2つ

（高速 ・ 低速） 、 左折および右折にそれぞれ1つずつで構成されています。 有効な防護エ リ アセ ッ ト は

AGVの制御によ り、 最大の進行効率が得られるよ う選択する こ とができます。

2

1
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図1-10 無人搬送車 （AGV) ： 2台使用によ る3方向防護

このアプ リ ケーシ ョ ン例では2台のOS32CをAGVの前面の両角に設置し、 それぞれ270度のエ リ アを検

知する こ と で前および左右の3方向を防護し ています。 この設定は前および左右の3方向に動 く AGVに

適し ています。

図1-11 無人搬送車 （AGV) ： 2台使用によ る4方向防護

このアプ リ ケーシ ョ ン例では2台のOS32CをAGVの前後対角に設置し、 それぞれ270度のエ リ アを検知

する こ と で前後左右の4方向を防護し ています。 この設定は前後左右の4方向に動 く AGVに適し ていま

す。
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定格／性能

センサ種別 Type3 セーフ テ ィ レーザスキャナ

パフ ォーマンスレベル(PL)/

安全カテゴ リ

PL d、 安全カテゴ リ3 (ISO 13849-1)

電気 ・ 電子 ・ プログラマブル

電子安全関連系の機能安全

SIL 2、 PFHD = 8.3 x 10-8 (IEC 61508)

最小検出物体 不透明体直径30、 40、 50、 または70mm （反射率1.8％以上） （設定ツールによ り設定可能）

監視エ リ ア エ リ アセ ッ ト 数 （防護エ リ ア＋2つの警告エ リ ア） ： 最大70 セ ッ ト

検知距離

OS32C-□□□

防護エ リ ア ： 1.75m （最小検出物体直径 ： 30mm）

2.5m （最小検出物体直径 ： 40mm）

3.0m （最小検出物体直径 ： 50mmまたは70mm）

警告エ リ ア ： 10.0m

検知距離

OS32C-□□□-4M

防護エ リ ア ： 1.75m （最小検出物体直径 ： 30mm）

2.5m （最小検出物体直径 ： 40mm）

3.0m （最小検出物体直径 ： 50mm）

4.0m （最小検出物体直径 ： 70mm）

警告エ リ ア ： 15.0m

最大計測誤差
100mm (検知距離3m以下) *1

110mm (検知距離3m超4m以下) *1

検出角度 270°

角度分解能 0.4°

レーザビーム直径 ウ ィ ン ド ウ面で6mm 、 OS32Cから3mの位置で14mm （標準値）

レーザ走査面高さ ケース下面から67mm （詳し く は109ページ 「外形寸法図」 を参照し て く だ さい。）

応答時間
ON → OFF応答時間 ： 80ms以下 （2スキャ ン）、 680ms以下 （最大17スキャ ン） *8

OFF → ON応答時間 ： 設定可能 (16ページの表2-5を参照し て く だ さい。 )

エ リ ア切り替え時間 20～320ms

電源電圧 DC 24 V ＋25％/-30％ （リ ッ プルp-p 2.5V 以下） *2

消費電力
通常動作時 ： 最大5W *3

ス タ ンバイモー ド時 ： 3.75W （出力負荷のない状態）

光源 （波長） 赤外レーザダイオー ド （905nm）

レーザク ラス

ク ラス1レーザ製品 ： IEC 60825-1:2014, EN 60825-1:2014+A11:2021

ク ラス1レーザ製品 ： JIS C 6802: 2014

ク ラスI ： 21 CFR 1040.10, 1040.11

1类激光产品 ： GB/T 7247.1-2024

制御出力 （OSSD）
PNP ト ラ ンジス タx2、 負荷電流250mA以下、 残留電圧2V以下、 負荷容量2.2μF以下、 漏れ電流1mA以下 

*3、 *4、 *5

補助出力 （非安全） NPN/PNP ト ラ ンジス タx1、 負荷電流100mA以下、 残留電圧2V 以下、 漏れ電流1m A以下 *4、 *5、 *7

警告出力 （非安全） NPN/PNP ト ラ ンジス タx1、 負荷電流100mA以下、 残留電圧2V以下、 漏れ電流1mA以下 *4、 *5、 *7

動作モー ド オー ト ス ター ト 、 ス ター ト イ ン ターロ ッ ク、 ス ター ト / リ ス ター ト イ ン ターロ ッ ク

入力

外部リ レーモニ タ ON時 ： 0V短絡 （入力電流50mA） OFF時 ： オープン

ス ター ト ON時 ： 0V短絡 （入力電流20mA） OFF時 ： オープン

エ リ ア選択 ON時 ： 24V短絡 （入力電流5mA） OFF時 ： オープン

ス タ ンバイ ON時 ： 24V短絡 （入力電流5mA以下） OFF時 ： オープン

接続方式
電源コー ド ： 18ピン ミ ニコネク タ （ リー ド線付き）

通信ケーブル ： M12、 4ピ ンコネク タ

PC との接続 
通信 ： イーサネ ッ ト  *6

対応OS ： Windows XP、 Windows 7、 Windows 8.1、 Windows 10、 Windows 11

表示灯
RUN表示灯 ： 緑色、 STOP表示灯 ： 赤色、 イ ン ターロ ッ ク表示灯 ： 黄色、 警告出力表示灯 ： 橙色

状態/診断表示灯 ： 7セグ メ ン ト 2桁表示灯、 侵入表示灯 ： 赤色LED×8

保護回路 出力負荷短絡保護、 電源逆接続保護
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表1-2 OS32C仕様

　

周囲温度 動作時 ： -10～50℃、 保存時 ： -25～70℃

周囲湿度 動作時、 保存時 ： 最大95%RH （ただ し結露し ないこ と）

使用周囲照度 白熱ラ ンプ ：  受光面照度1500 lx 以下 　 （ただし レーザ走査面と外乱光の角度は±5°以上離すこ と）

絶縁抵抗 20MΩ以上 （DC500V メ ガ）

耐電圧 AC350V 1分間

保護構造 IP65 (IEC 60529)

筐体材質

センサヘ ッ ド ： アル ミ ダイキャス ト

光学カバー ： ポリ カーボネー ト

I/Oブロ ッ ク ： アル ミ ダイキャス ト

外形寸法 133.0×104.5×142.7mm(コー ド を除 く ）

耐衝撃 98m/s2 X、 Y、 Z 各方向1,000回 （IEC 60068-2-29）

耐振動 10～55H z  複振幅0.7 mm X、 Y、 Z各方向20掃引 （IEC 60068-2-6）

質量 （本体のみ） 1.3kg

電源コー ド 最大コー ド長30m

通信ケーブル 最大ケーブル長100m （100BASE-TXケーブル） *9

適合規格

認証機関 ：  TÜV ラ イ ン ラ ン ド、 UL

EN IEC 61496-1 (タ イプ3 ESPE)、 EN IEC 61496-3 (タ イプ3 AOPDDR)、 EN 61508 (SIL2)

認証機関 ： UL

IEC 61496-1 (タ イプ3 ESPE)、 IEC 61496-3 (タ イプ3 AOPDDR)、 IEC 61508 (SIL2)、 UL 508、 UL 1998、

CAN/CSA-C22.2 No. 14、 CAN/CSA-C22.2 No. 0.8

*1. 反射面の影響によ り追加誤差を考慮する必要があ り ます。 詳し く は141ページを参照し て く だ さい。 

*2. 電源仕様については122ページ 「電源ユニ ッ ト について」 を参照し て く だ さい。 

*3. OS32Cの定格電流は最大1.025A （OS32C 210mA ＋制御出力A 負荷＋制御出力B 負荷＋補助出力負荷＋警告出力負荷＋機能入力）

以下の機能入力の場合 ：

EDM入力.................. 50mA

ス ター ト 入力........ 20mA

ス タ ンバイ入力... 5mA

エ リ アX入力.......... 5mA×8 （8エ リ アセ ッ ト 選択入力）

*4. 出力電圧は、 入力電圧－ DC2.0Vにな り ます。

*5. 消費電流は、 2つの制御出力、 補助出力、 警告出力の合計が700mAを超えてはな り ません。

*6. M12、 4ピン コネク タ付き イーサネ ッ ト ケーブルが必要です。

*7. 出力極性(NPN/PNP)は設定ツールによ り設定が可能です。

*8. PTM基準点監視モー ド では走査時間が増加し、 その結果応答時間も増加し ます。 詳し く は表2-5を参照し て く だ さい。

*9. 専用イーサネ ッ ト ケーブルのケーブル長は最大15mです。 それ以上の長さ で使用する場合、 ネ ッ ト ワークスイ ッ チ/ルータへの接

続が必要です。
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動作状態

OS32Cの動作状態と表示灯の点灯パターンを以下に示し ます。

1. 制御出力ON状態

OS32Cの2つの制御出力がONの状態で、 緑色のRUN表示灯が点灯し ます。 制御対象の機械は動作可能にな り

ます。 状態／診断表示灯には監視エ リ アセ ッ ト の選択状態と応答時間が表示されます。

2. 制御出力OFF状態

防護エ リ ア内に物体が存在し、検知されている状態です。OS32Cの2つの制御出力がOFFと な り、赤色のSTOP

表示灯および侵入表示灯が点灯し ます。 制御対象の機械は動作不可にな り ます。 状態／診断表示灯には通常

「－－」 と表示されます。

3. イ ン ターロ ッ ク状態

ス ター ト 入力待機状態です。 （詳細はp.17を参照し て く だ さい。） OS32Cの2つの制御出力はOFFと な り、 赤色

のSTOP表示灯が点灯し、 黄色のイ ン ターロ ッ ク表示灯が点灯し ます。 制御対象の機械は動作不可にな り ま

す。 状態／診断表示灯には 「01」 と表示されます。

4. ロ ッ クアウ ト 状態

何らかの異常を検知し停止し ている状態です。 OS32Cの2つの制御出力はOFF と な り、 赤色のSTOP表示灯が

点灯し、 黄色のイ ン ターロ ッ ク表示灯が点滅し ます。 制御対象の機械は動作不可にな り ます。 状態／診断表

示灯には、 ロ ッ ク アウ ト の原因と なった診断コー ドが表示されます。 ロ ッ ク アウ ト 状態はロ ッ ク アウ ト の原

因が取り除かれ、 ス ター ト 入力が印加される （詳細はp.17の 「ス ター ト イ ン ターロ ッ ク」 を参照） か、 本体

が再起動されるまで続きます。

表示灯の点灯パターン

表2-1 表示灯の点灯パターン

RUN表示灯

（緑色）

点灯 制御出力がONの状態

消灯 制御出力がOFFの状態

STOP表示灯

（赤色）

点灯 制御出力がOFFの状態

消灯 制御出力がONの状態

イ ン ターロ ッ ク表示灯

（黄色）

点灯 イ ン ターロ ッ ク状態

点滅 ロ ッ クアウ ト 状態 （1Hz)、 設定状態 （4Hz)

消灯 上記以外

警告出力表示灯

（橙色）

点灯 警告エ リ アに侵入があった場合

点滅 ウ ィ ン ド ウ汚れ警告時 （1Hz)

消灯 上記以外

状態／診断表示灯 □□ この機能に関し ては、 139ページ 「OS32Cの状態確認方法」 を参

照し て く だ さい。

侵入表示灯(ISI)

（赤色）

点灯 検出物体が防護エ リ アまたは警告エ リ アに存在する場合 *1, *2

点滅 ウ ィ ン ド ウ汚れ警告時 *1

消灯 エ リ アに物体がな く 、 ウ ィ ン ド ウに汚れがない状態

*1 侵入表示灯の機能は設定ツールによ り設定が可能です。

*2 該当エ リ アの侵入表示灯が点灯または点滅し ます。
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表2-2 動作状態および対応する出力

状態／診断表示灯

OS32Cを起動する と、 以下の順に情報が表示されます。

･ 以下の表に示すよ う に、 最小検出物体直径の設定が5秒間表示されます。

表2-3 最小検出物体直径の表示

･ 以下の表に示すよ う に、 OS32Cのイーサネ ッ ト 設定が5秒間表示されます。

表2-4 イーサネ ッ ト 設定の表示

上記はイーサネ ッ ト ケーブルをOS32Cに接続する際に毎回5秒間表示されます。

･ 通常動作時はエ リ ア番号および応答時間を表示し ます。 詳し く は次のページを参照し て く だ さい。

状態 RUN表示灯

（緑色）

STOP表示灯

（赤色）

イ ン ターロ ッ ク表示灯

（黄色）

警告出力表示灯

（橙色）

制御出力

電源ON自己診断 点灯 点灯 点灯 点灯 OFF

機械停止 消灯 点灯 消灯 設定および物体

の位置による

OFF

機械稼働 （通常動作） 点灯 消灯 消灯 設定および物体

の位置による

ON

機械稼働 （ウ ィ ン ド ウ汚れ） 点灯 消灯 消灯 点滅 （1Hz) ON

イ ン ターロ ッ ク 消灯 点灯 点灯 設定および物体

の位置による

OFF

ス タ ンバイ 消灯 点灯 消灯 消灯 OFF

エラー （ウ ィ ン ド ウ汚れ） 消灯 点灯 点滅 （1Hz) 点滅 （1Hz) OFF

その他のエラー 消灯 点灯 点滅 （1Hz) 消灯 OFF

設定 消灯 点灯 点滅 （4Hz) 消灯 OFF

デジ タル表示 最小検出物体直径

L3 30mm

L4 40mm

L5 50mm

L7 70mm

デジ タル表示 OS32Cイーサネ ッ ト 設定

SP 固定IPア ド レス取得

dP DHCP によるIPア ド レス取得
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通常の動作時 ：

7セグ メ ン ト 表示灯は、 現在の制御出力のエ リ アセ ッ ト および応答時間を表示し ます。 例えば、 24の表

示では、 エ リ アセ ッ ト 2、 応答時間160msを意味し ます。

反転表示の場合は小数点が表示されます。

400ms以上の応答時間は0を表示し ます。

左側 （2桁目）

右側 （1桁目）

*1. リ ス ター ト 遅延時間は最短100msから60sまで100msご とに設定できます。

リ ス ター ト 遅延時間の設定についてはp.52を参照 く だ さい。

*2. 詳細については、 p.24の汚れ許容モー ドの項を参照 く だ さい。

表2-5 状態／診断表示灯の状態

OS32Cの監視エ リ ア デジ タル表示

エ リ アセ ッ ト   1 1

エ リ アセ ッ ト   2 2

エ リ アセ ッ ト   3 3

エ リ アセ ッ ト   4 4

エ リ アセ ッ ト   5 5

エ リ アセ ッ ト   6 6

エ リ アセ ッ ト   7 7

エ リ アセ ッ ト   8 8

エ リ アセ ッ ト   9 9

エ リ アセ ッ ト   10 A

エ リ アセ ッ ト   11 b

エ リ アセ ッ ト   12 C

エ リ アセ ッ ト   13 d

エ リ アセ ッ ト   14 E

エ リ アセ ッ ト   15 F

エ リ アセ ッ ト   16以上 U

ON → OFF応答時間

OFF → ON 応答時間

（設定可能）

スキャ ン

回数

デジ タル

表示

制御出力 （OSSD） 補助出力および警告出力

(PTM基準点監視

モー ド無効時) 

(PTM基準点監視

モー ド有効時) *2

(PTM基準点監視

モー ド無効時) 

(PTM基準点監視

モー ド有効時) *2

80 ms 94 ms 120 ms 140 ms

[OFF → ON 応答時間] = 
[制御出力と補助出力およ

び警告出力に設定されて

いるON→OFF応答時間] ＋
[リ ス ター ト 遅延時間] *1

2 2
120 ms 140 ms 160 ms 186 ms 3 3
160 ms 186 ms 200 ms 232 ms 4 4
200 ms 232 ms 240 ms 278 ms 5 5
240 ms 278 ms 280 ms 324 ms 6 6
280 ms 324 ms 320 ms 370 ms 7 7
320 ms 370 ms 360 ms 416 ms 8 8
360 ms 416 ms 400 ms 462 ms 9 9
400 ms 462 ms 440 ms 508 ms 10 0
440 ms 508 ms 480 ms 554 ms 11 0
480 ms 554 ms 520 ms 600 ms 12 0
520 ms 600 ms 560 ms 646 ms 13 0
560 ms 646 ms 600 ms 692 ms 14 0
600 ms 692 ms 640 ms 738 ms 15 0
640 ms 738 ms 680 ms 784 ms 16 0
680 ms 784 ms 720 ms 830 ms 17 0
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動作モー ド

 オー ト ス ター ト
電源投入後、 OS32Cはシステムの初期化と自己診断で異常がな く 、 防護エ リ ア内に侵入物体がないと

き、 自動的に機械運転ON状態に移行し ます。 防護エ リ ア内で侵入が検知される と制御出力がOFFし ま

すが、 防護エ リ ア内から侵入物体がな く なる と自動的に機械運転ON状態に移行し ます。

 ス ター ト イ ン ターロ ッ ク
電源投入後、 OS32Cはシステムの初期化と自己診断で異常がな く 、 防護エ リ ア内に侵入物体がないと

き、 イ ン ターロ ッ ク状態にな り ます。 イ ン ターロ ッ ク状態を解除するには、 ス ター ト 入力線を0V短絡

状態から 200ms以上オープン状態にし、 再度0V短絡状態へ戻す必要があ り ます。 イ ン ターロ ッ ク状態

が解除され、 機械運転がON状態になった後に防護エ リ アに侵入がある と制御出力はOFF状態にな り ま

す。 防護エ リ ア内から侵入物体がな く なる と自動的にON状態に移行し ます。

 ス ター ト /リ ス ター ト イ ン ターロ ッ ク
電源投入後、 OS32Cはシステムの初期化と自己診断で異常がな く 、 防護エ リ ア内に侵入物体がないと

き、 イ ン ターロ ッ ク状態にな り ます。 イ ン ターロ ッ ク状態を解除するには、 ス ター ト 入力線を0V短絡

状態から200ms以上オープン状態にし、 再度0V短絡状態へ戻す必要があ り ます。 OS32Cが起動し、 機

械運転がON状態になった後に防護エ リ アに侵入がある と制御出力はOFF状態にな り ます。 防護エ リ ア

内から侵入物体がな く なる と、 イ ン ターロ ッ ク状態にな り ます。
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省電力モー ド
省電力モー ド ではOS32Cの消費電力を低減する こ とができます。 OS32Cをバッ テ リ駆動式のAGVに設

置し た場合に役立ちます。 省電力モー ドはス タ ンバイモー ド に設定できます。

ス タ ンバイモー ドの状態 ：

･ 制御出力、 補助出力、 警告出力はOFF し ます。

･ レーザをOFFし ます。

･ 侵入表示灯がOFF し ます。

･ 状態／診断表示灯が診断コー ド を表示し ます。 （"- -" 2秒間に1回点滅）

･ 復帰時間 （通常の動作モー ド に復帰するまでの時間） は0.5秒未満です。

ス タ ンバイモー ド を使う には ：

･ 設定ツールのプロパテ ィ 設定でス タ ンバイモー ド を選択し ます。

･ ス タ ンバイ入力はNO接点に配線し ます。 詳し く は第5章の 「配線例」 を確認し て く だ さい。

ス タ ンバイモー ドへの移行 ：

･ ス タ ンバイ入力のNO接点が閉じ、 DC24Vに接続される と ス タ ンバイモー ド に移行し ます。

*1. 制御出力ON時の表示については16ページの表2-5を参照し て く だ さい。

注． リ ス ター ト イ ン ターロ ッ ク時は省電力モー ド解除後にス ター ト 入力の印加が必要です。
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パラ メ ータ設定

設定項目は 「安全に関する設定」 と 「非安全に関する設定」 の2つで構成されています。

安全に関する設定
外部リ レーモニ タ

外部リ レーモニ タは、 安全に関わる重要な機能です。 外部リ レーが正常に動作し ているかど うかを確

認し ます。

この機能を有効にし ても無効にし ても、 OS32C を作動できます。 外部リ レーモニ タ を使用する場合は

それぞれの外部リ レーから NC接点を フ ィ ー ドバッ クする必要があ り ます。 外部リ レーのNC接点が規

定どお り に応答し ない場合、 OS32Cはロ ッ クアウ ト 状態と な り、 制御出力がOFF状態にな り ます。

制御出力ON状態の場合、 外部リ レーモニ タ入力がオープンである こ と を監視し ます。 一方、 制御出力

OFF状態の場合は外部リ レーモニ タ入力がク ローズである こ と を監視し ます。 外部リ レーモニ タ入力

の状態がOS32Cの制御出力の変化後300ms以内に変化し ない場合はロ ッ クアウ ト 状態にな り ます。

応答時間

OS32Cの応答時間はスキャ ン回数に比例し ます。 防護エ リ ア内の障害物を検知後、 設定し た応答時間

以内に制御出力がONからOFFへ移行し ます。 応答時間は、 80～680msの範囲で設定できます。 煙、 塵

埃などの浮遊粒子による誤作動を防止するためにスキャ ン回数を増やすこ とができます。

表2-6 応答時間例

応答時間が変更された場合、 分離距離の再計算と、 分離距離に応じ たOS32Cの再設置が必

要にな り ます。 分離距離が適切でない場合、 機械の危険部に到達する前に機械が止まら

ず、 重傷を負う恐れがあ り ます。

最小検出物体直径

最小検出物体直径 （OS32Cが検出可能な物体の最小幅） は設定ツールによ り選択ができます。 防護エ

リ アの最大半径は、 最小検出物体直径の設定によ って決ま り ます。

表2-7 最小検出物体直径と防護エ リ ア最大半径

使用環境 応答時間例 （参考データ）

固定 （清潔な環境） 80ms

移動体搭載時 80～240ms

固定 （汚染環境） 240ms以上

最小検出物体直径 （mm）
防護エ リ ア最大半径

(検知距離3mモデル) (m)

防護エ リ ア最大半径

(検知距離4mモデル) (m)

30 1.75 1.75

40 2.5 2.5

50 3.0 3.0

70 3.0 4.0
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 エ リ アセ ッ ト 選択

OS32Cは最大70のエ リ アセ ッ ト を登録する こ とができます。 1つのエ リ アセ ッ ト は1つの防護エ リ ア と

2つの警告エ リ アで構成されます。これらのエ リ アセ ッ ト はエ リ アセ ッ ト 選択入力によ り外部から制御

する こ とができます。 設定ツールを用いてエ リ アセ ッ ト 選択入力数と、 どの入力を使用するかを設定

する こ とができます。

詳し く は28ページ 「エ リ アセ ッ ト 切り替え」 を参照し て く だ さい。

 エ リ アセ ッ ト 選択入力組み合わせ

マルチエ リ アセ ッ ト を選択し た場合、 エ リ アセ ッ ト 選択入力の組み合わせテーブルを作成する必要が

あ り ます。 こ こでは必要なエ リ アセ ッ ト 数と使用可能な入力数によ り制約があ り ます。

 エ リ アセ ッ ト 切り替え遅延時間

マルチエ リ アセ ッ ト を使用する場合、 分離距離の計算にエ リ アセ ッ ト 切り替え遅延時間を考慮する必

要があ り ます。 こ こ で追加される遅延時間は10ms (=t3) です。 （詳し く は106ページを参照し て く だ さ

い。）

非安全に関する設定
補助出力モー ド

補助出力の設定は次の5種類から選択できます。

･制御出力情報モー ド

･ロ ッ クアウ ト 情報モー ド

･警告エ リ ア1情報モー ド

･警告エ リ ア2情報モー ド

･ウ ィ ン ド ウ汚れ検出情報モー ド

警告出力モー ド

警告出力の設定は次の5種類から選択できます。

･制御出力情報モー ド

･ロ ッ クアウ ト 情報モー ド

･警告エ リ ア1情報モー ド

･警告エ リ ア2情報モー ド

･ウ ィ ン ド ウ汚れ検出情報モー ド

 リ ス ター ト 遅延 （機械停止～機械運転時間調整）

OS32Cをオー ト ス ター ト モー ド に設定し ている場合に設定可能です。 OFF-ON遅延は100ms～60sまで

設定可能です。

詳し く は16ページ 「 表2-5 状態／診断表示灯の状態」 を参照し て く だ さい。

省電力モー ド
18ページ 「省電力モー ド」 を参照し て く だ さい。
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制御出力

機能接地 ：

OS32Cシステムは機能接地接続が必要です。 機能接地を正極接地系統に接続し ないで く だ さい。

正極接地に対し て接続された場合、 制御対象の機械を停止できず人体に深刻な被害を与える こ と

があ り ます。

安全カテゴ リ3の安全システムに使用する場合、 制御出力は必ず2系統と も使用し て安全システム

を構成し て く だ さい。 1系統だけで安全システムを構成し た場合、 出力回路の故障時に重傷を負

う恐れがあ り ます。

OS32Cには2つのPNP制御出力があ り、それぞれDC24Vで最大250mAまで出力可能です。 これら2つの出力を制

御対象の機械の制御回路に接続できます。 あるいは、 制御対象の機械を制御する リ レーなどに接続する こ と

もできます。

防護エ リ アに侵入がない場合、 制御出力がONと な り制御対象の機械は稼働状態と な り ます。 防護エ リ アへの

侵入が検知される と、 制御出力がOFFと な り機械は停止状態と な り ます。

さ らに、 OS32Cは出力を約5分毎に約600μs間OFFにする こ と で制御出力をテス ト し ます。

詳し く は図2-1を参照し て く だ さい。

図2-1 制御出力テス ト パルス
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補助出力および警告出力

補助出力や、 警告出力を安全用途に使用し ないで く だ さい。 OS32Cが故障し ても人体が検知され

ず、 重傷を負う恐れがあ り ます。

非安全用の補助出力および警告出力は、 DC24V で最大 100mA を出力し ます。 出力タ イプ (PNP/NPN） およ

び極性 （アク テ ィ ブ ON/ アク テ ィ ブ OFF） は設定可能です。 出力動作モー ドは以下よ り選択できます。

･制御出力情報 ： 機械が停止し た際に出力

･ ロ ッ クアウ ト 情報 ： エラーが発生し た際に出力

･警告エ リ ア1情報 ： 警告エ リ ア1への侵入が検知された際に出力

･警告エ リ ア2情報 ： 警告エ リ ア2への侵入が検知された際に出力

･ ウ ィ ン ド ウ汚れ検出情報 ： ウ ィ ン ド ウの汚れが所定レベル以上になった際に出力

表2-8 出力

補助出力または警告出力の出力モー ド をロ ッ クアウ ト 情報モー ド以外の出力モー ド に設定し ている場合、エラー発生時に全て

の出力 （制御出力、 補助出力、 警告出力） がOFFし ます。

出力モー ド アク テ ィ ブ ON *1 アク テ ィ ブ OFF *2

無効 常に出力OFF 常に出力OFF

制御出力情報モー ド 制御出力と同様 （防護エ リ アに侵入がない

場合に出力ON）

制御出力の反対 （防護エ リ アに侵入がない

場合に出力OFF）

ロ ッ クアウ ト 情報モー ド エラー発生時に出力ON エラー発生時に出力OFF

警告エ リ ア1情報モー ド 警告エ リ ア1に侵入がある場合に出力ON 警告エ リ ア1に侵入がある場合に出力OFF

警告エ リ ア2情報モー ド 警告エ リ ア2に侵入がある場合に出力ON 警告エ リ ア2に侵入がある場合に出力OFF

ウ ィ ン ド ウ汚れ検出情報モー ド ウ ィ ン ド ウ汚れ時に出力ON ウ ィ ン ド ウ汚れ時に出力OFF

*1 アク テ ィ ブONの場合、 出力ON時に出力モー ド を有効にし ます。

*2 アク テ ィ ブOFFの場合、 出力OFF時に出力モー ド を有効にし ます。
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基準点監視機能(RBM)

国際規格IEC 61496-3 にし たがい、OS32Cの走査面に対し て人の侵入角度が±30度を超える用途で

使用する場合は、 基準点監視機能 （以下、 RBM と呼びます） によ り検知エ リ アの境界部を監視す

る必要があ り ます。 その場合、 RBMの許容誤差は100mmを超えてはな り ません。

RBMモー ド時は、 OS32Cの検知エ リ アからすべての回帰反射板を取り除いて く だ さい。

OS32Cは検知エ リ アの境界にある防護壁や扉のよ う な連続し た固形物体の位置を基準点と し て設定、 監視す

る こ とができます。金網など、表面に穴の開いたものは基準点と し て使用できません。基準点監視機能 （RBM）

は通常は垂直検知に使用し ます。 図2-2 を参照 く だ さい。

RBMによ り検知エ リ ア(防護エ リ アまたは警告エ リ ア） 境界上から特定のエ リ アを選択する こ とができ、 継続

し て存在する物体を検知するよ う プログラムする こ とができます。 本機能によ り OS32Cの設置位置を許可無

く 移動する こ と を防止し ます。

･RBMを防護エ リ アに対し て設定し た場合、基準点までの距離の変化を検知する と制御出力をOFF状態へ移行

し ます。

･RBMを警告エ リ アに対し て設定し た場合、基準点までの距離の変化を検知する と相当する警告出力を所定の

出力状態へ移行し ます。

RBM設定の詳細については、 76ページを参照 く だ さい。

OS32Cは秒速1.6ｍの物体を検知する必要があるため、 応答時間は120msを超えてはな り ません。 検知エ リ ア

に侵入がある場合、 または検知エ リ アの監視基準点に変更があった場合、 OS32Cは2つの制御出力をOFFし ま

す。

図2-2 基準点監視機能
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汚れ許容モー ド(PTM)

この機能は、 OS32Cが複数の反射光を検出し た場合に反射光を識別できるよ う にする フ ィ ルタ を有効にし ま

す。 計測スキャ ン中にOS32Cが複数の反射光パルスを検出し受信する と、 フ ィ ルタによ って最初の反射光パ

ルスは無視されます。 そのパルスがウ ィ ン ド ウのほこ りや保護空間内の浮遊粉じんによ って発生し ている可

能性があるためです。 これによ り粉じん汚れによる多 く の機械の誤停止を回避し ます。

汚れ許容モー ド機能は防護エ リ アにのみ適用されます。

PTM基準点監視モー ド を有効にする と、 応答時間が長 く な り ます。 防護分離距離を計算する際に

は、 こ こで追加された時間を考慮する必要があ り ます。 表2-5 「状態／診断表示灯の状態」 を参照

く だ さい。

PTM基準点監視モー ド を有効にするには、 以下の操作が必要です。

- 「テ ィ ーチングおよび基準点監視機能」 の手順に従って基準点を定義し ます。

注意: PTM基準点監視モー ド を有効に機能させるためには、基準点は連続し た固体表面でな

ければな り ません。 金網など、 表面に穴の開いたものは基準点と し て使用できません

-[プロパテ ィ 設定]タ ブで[汚れ許容モー ド]にある[基準点監視]を選択し ます。

この機能には以下の3つの設定モー ドがあ り ます。

無効化: 汚れ許容モー ド を無効にし ます。

ウ ィ ン ド ウのみ: このモー ド を有効にする と、ウ ィ ン ド ウ上のほこ り などの汚れによ って引き起こ される可能

性のある、 近距離内のパルス反射光が除去されます。 このモー ド では、 マルチパルスサンプ リ ング機能を使

用し て、 ウ ィ ン ド ウから発生する小さ な反射光を無視し ます。

基準点監視: このモー ド にはウ ィ ン ド ウモー ドのすべての機能が含まれます。 さ らに、 このモー ド では、 保護

された空間 （防護エ リ ア） 内のパルス反射光を除去し ます。 これらのパルスは、 浮遊粉じんやその他の汚染

によ って発生する可能性があ り ます。 このモー ドは、 基準点監視機能と連動し て動作し ます。 事前に定義し

た基準点を使用する こ と でフ ィ ルタ リ ング （許容） 機能を実現し ます。 この基準点監視モー ドは、 基準点が

設定されたビームに対し てマルチパルスサンプ リ ング機能を使用し ます。 図2-3をご参照 く だ さい。 基準点が

設定されていないビームで構成されたエ リ アでは、 この機能を使用する利点はあ り ません。 詳細については

図2-4をご参照 く だ さい。
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図2-3 基準点が全体に設定されている場合

図2-4 基準点が部分的に設定されている場合

注意: PTM基準点監視モー ドの機能は、 下記条件によ って効果が異な り ます。

･汚れによ って生じ る反射光の強度。 この強度は汚れの密度と反射率によ って異な り ます。 例えば濃い

煙や高密度の浮遊粉じん等による反射光には、 OS32Cが反応する可能性があ り ます。

･OS32C と基準点との間における位置。 このモー ドの機能は、 汚れがOS32Cに近いほど効果が高 く 、 基

準点に近いほど効果が低 く な り ます。

浮遊粉じん

有効な設定エ リ ア

柵や壁がRBMの基準反射面と
し て使われています。

ド ア

有効な設定エ リ ア

柵や壁がRBMの基準反射面 と
し て使われています。

基準反射面のないエ リ アではPTM基準点監視モー ドは効果があ り ません。
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エ リ アセ ッ ト 選択

 エ リ アセ ッ ト 選択入力の設定
OS32Cには8つのエ リ アセ ッ ト 選択入力があ り ます。全て使用する必要はあ り ませんが、安全を確保す

るためには少な く と も2つの入力を使用する必要があ り ます。エ リ アセ ッ ト を選択する際には総入力点

数 （使用する入力端子数） と有効入力点数 （アク テ ィ ブにする入力点数） を設定する必要があ り、 機

械稼働中にOS32Cはそれらの組み合わせを監視し ます。

総入力点数と有効入力点数を設定し た後、 各入力の組み合わせに対し て、 エ リ アセ ッ ト を割り当てま

す。 総入力点数と有効入力点数によ り、 使用可能なエ リ アセ ッ ト の最大数が決ま り ます。 表2-9は各組

み合わせで使用可能なエ リ アセ ッ ト 数を示し ています。 エ リ アセ ッ ト を割り当てていない組み合わせ

は無効化されますので、 全てにエ リ アセ ッ ト を割り当てる必要はあ り ません。

無効な組み合わせを検知する と、 OS32Cはロ ッ クアウ ト 状態にな り診断コー ド 70を表示し ます。 この

場合、 エ リ ア設定選択、 エ リ アセ ッ ト 選択入力配線、 エ リ アセ ッ ト 選択入力切り替え時間、 およびエ

リ ア切替許容遅れ時間の設定を確認し て く だ さい。

エ リ アセ ッ ト 選択入力にエラーや設定 ミ スがある と、 診断コー ド70または71(制御対象の機械停止)が発生し ます。

 70 ： 不適切な有効エ リ アセ ッ ト 選択入力数

 71 ： エ リ アセ ッ ト 選択入力の組み合わせが無効または定義されていない

表2-9 総入力点数および有効入力点数で決定される組み合わせ最大数

 エ リ アセ ッ ト 選択入力の設定例

様々な用途で使用できる設定例を以下に示し ます。 こ こでz1、 z2などはエ リ アセ ッ ト 選択入力1、 2な

どの略称と し て使用し ています。

図2-5 2エ リ アセ ッ ト アプ リ ケーシ ョ ン

総入力点数 (n)

8 7 6 5 4 3 2

有効入力点

数 (r)

1 8 7 6 5 4 3 2

2 28 21 15 10 6 3

3 56 35 20 10 4

4 70 35 15 5

5 56 21 6

6 28 7

7 8

n!

r! * (n-r)!
最大エ リ ア数 =
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上図の例では、2つの総入力点数と1つの有効入力点数を指定する場合の、異なる配線方法を2種類示し

ています。 本例は2つのエ リ アセ ッ ト を切り替えるアプ リ ケーシ ョ ンで使用し ます。

図2-6 3エ リ アセ ッ ト アプ リ ケーシ ョ ン

図2-6の例は、 3つの総入力点数と2つの有効入力点数を指定する場合の、 異なる配線方法を2種類示し

ています。 この例は3つのエ リ アセ ッ ト を切り替えるアプ リ ケーシ ョ ンで使用し ます。使用する入力線

の選択はプログラム可能であ り、 ユーザがどの入力を使用するかを決定する こ とができます。 これら

の設定は技術的には同じ ですが、 異なる入力線が有効入力と な り ます。

図2-7 4エ リ アセ ッ ト アプ リ ケーシ ョ ン

上図の例では、4つの総入力点数と2つの有効入力点数を指定する場合の、異なる配線方法を2種類示し

ています。 左の例は4つのエ リ アセ ッ ト を切り替えるアプ リ ケーシ ョ ンで使用し ます。 右の例は6つの

エ リ アセ ッ ト を切り替えるアプ リ ケーシ ョ ンで使用し ます。

図2-8 8エ リ アセ ッ ト アプ リ ケーシ ョ ン

この例は、 5つの総入力点数と2つの有効入力点数を指定する場合の、 配線方法を示し ています。 この

例は8つのエ リ アセ ッ ト を切り替えるアプ リ ケーシ ョ ンで使用し ます。
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 エ リ アセ ッ ト 切り替え
 エ リ アセ ッ ト 切り替えの概要

4つの総入力点数と2つの有効入力点数を指定する場合のエ リ アセ ッ ト 1と エ リ アセ ッ ト 2の状態を以下

の表に例示し ます。

以下の図はエ リ アセ ッ ト 1からエ リ アセ ッ ト 2への遷移を表し ています。

図2-9 エ リ アセ ッ ト 切り替え

エ リ アセ ッ ト 切り替え中に、 エ リ アセ ッ ト 選択入力がアク テ ィ ブ （ON） と なる入力点数が

設定し た入力点数を超えた場合、 エ リ アセ ッ ト 選択入力の配線エラーと し て さ らなるエ リ

アセ ッ ト 切り替え遅延が発生する こ とがあ り ます。 この場合、 設定し た入力点数を超えな

いよ う エ リ アセ ッ ト 選択入力のON/OFFを切り替えてい く 順序を、 切り替え タ イ ミ ングを

考慮し ながら正し く 設定する こ と でエラーの発生を防ぎます。

エ リ アセ ッ ト Aからエ リ アセ ッ ト Bへの切り替えを例に考えてみま し ょ う。

エ リ アセ ッ ト を切り替えて使用する場合、以下の3つの時間を考慮し て設定し なければな り ません。（以

下の数式において、 大文字のTはその値が時間幅を意味し、 小文字のtはタ イ ミ ングを意味する ものと

し て使用し ています。）

(1) エ リ アセ ッ ト 切り替え時間 - エ リ アセ ッ ト Aからエ リ アセ ッ ト Bへ切り替える時、 エ リ アセ ッ ト

Aを防護する必要がな く なる時間があ り、 その時間をtEndZoneAと定義し ます。 また、 エ リ アセ ッ ト

Bに物体が存在する場合に、 制御出力 （OSSD） をオフに し なければな ら ない時間があ り、 それ

をtDangerZoneB と定義し ます。 こ こ で安全を確保するには、 エ リ アセ ッ ト Bの監視をtDangerZoneBよ り少

エ リ アセ ッ ト 選択入力

Z1 Z2 Z3 Z4

エ リ アセ ッ ト
エ リ アセ ッ ト 1 OFF ON ON OFF

エ リ アセ ッ ト 2 ON OFF OFF ON
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な く と も1応答時間(Tresponse)前の時点から開始し なければな り ません。エ リ アセ ッ ト B監視の開始

時間をtStartZoneB と定義する と、 以下の計算式が成り立ちます。

tStartZoneB = tDangerZoneB - Tresponse

(2) エ リ アセ ッ ト 選択入力切り替え時間 - エ リ アセ ッ ト 選択入力の切り替えに要する時間の最大

値。 これは切り替えに関わる最初の入力変化から最後の入力変化までの遷移時間です。 これを

Tswitchesと定義し ます。

(3) エ リ アセ ッ ト 選択入力切り替え時の誤差 - エ リ アセ ッ ト を切り替えたい時に、 エ リ アセ ッ ト 選

択入力を切り替える機器は入力信号の切り替えを正確な タ イ ミ ングで開始する必要があ り ます。

こ こで入力切り替え機器によ り発生する、 入力状態が実際に切り替わる タ イ ミ ングの誤差は、 +/-

Ttolで定義し ます。

最もわかりやすい監視エ リ ア切り替え時間は、tEndZoneA < tStartZoneBと なるケースです。この場合、tEndZoneA

と tStartZoneBの間はいずれのエ リ アも監視する必要は無いため、 この間にエ リ アセ ッ ト AからBへの切り

替えを行います。 tEndZoneA = tStartZoneBまたはtEndZoneA > tStartZoneB と なるケースでは、 エ リ アセ ッ ト Aと エ リ

アセ ッ ト Bの両方を監視する必要のある時間が発生し ます。 この場合については、 「切り替え前のエ リ

アセ ッ ト の防護」 を参照し て く だ さい。

図2-10 エ リ アセ ッ ト Aからエ リ アセ ッ ト Bへの切り替え

エ リ アセ ッ ト 選択入力切り替え時間は、 入力切り替え機器の遅延時間を考慮し、 適切に監視され安全

が確保されるよ う設定し なければな り ません。 設定パラ メ ータの[エ リ ア切替許容遅れ時間](Tdelay)は、

20ms(Tsample)単位でTswitchesよ り大きい値を設定する必要があ り ます。下の例の場合では、80ms以上に設

定し ます。

図2-11 エ リ ア切替許容遅れ時間の設定

実際のエ リ アセ ッ ト 選択入力切り替え時間に対し てエ リ ア切替許容遅れ時間が不足し てい

た場合、 意図し ないエ リ アセ ッ ト が一時的に有効にな り、 誤ったエ リ アを一時的に監視し

て し ま う場合があ り ます。
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また、 エ リ アセ ッ ト 切り替え後、 次のエ リ アセ ッ ト の監視を開始するまでに最低限の待機時間がなけ

ればな り ません。 この待機時間は2×Tsampleと な り ます。

エ リ アセ ッ ト 選択入力切り替え誤差 （Ttol） は、 エ リ アセ ッ ト 入力切り替え機器が実際に入力切り替え

を開始できる タ イ ミ ングの誤差の値です。

さ らに、 エ リ アセ ッ ト 選択入力の変化が認識されるまでに最大1×Tsampleの追加遅延時間があ り ます。

し たがって、入力切り替えがtstartから始まった場合、 エ リ アセ ッ ト の切り替わりは、tmin （ = tstart + Tdelay

- Ttol） とtmax （ = tstart + Tdelay + Ttol + Tsample） の間で起こ る こ とにな り ます。

図2-12 エ リ アセ ッ ト 選択入力切り替え と エ リ アセ ッ ト 切り替え

入力切り替え機器の切り替え時間設定

切り替え開始tstartから エ リ アセ ッ ト Bの監視を開始するまでに最も時間がかかる場合のエ リ アセ ッ ト

切り替え時間がtmaxです。 エ リ アセ ッ ト Bに存在する物体を実際に検知するために必要なOS32Cの応答

時間を考慮する場合、 切り替え開始tstartから制御出力 （OSSD） を OFF にするまでにかかる最長時間

tmaxToOffは以下と な り ます。

tmaxToOff = tmax + Tresponse

エ リ アセ ッ ト を変更する際、 tDangerZoneBを適切に考慮する こ とが重要です。 入力切り替え機器は、 初め

か ら エ リ ア セ ッ ト B の監視エ リ ア内に存在 し て い た物体 を tDangerZoneB の時点で検出す る ために、

tDangerZoneBよ り先にエ リ アセ ッ ト 選択入力切り替えを開始し なければな り ません。 エ リ アセ ッ ト 選択入

力切り替えを開始する タ イ ミ ングはtmaxToOffがtDangerZoneB と等し く する こ と で得られます。

tstart = tDangerZoneB - (Tresponse + Tdelay + Ttol + Tsample)

エ リ アセ ッ ト Bを正し く 監視するために、 入力切り替え機器はTmaxReactionがtDangerZoneBよ り早 く なるよ う

に設定する必要があ り ます。 こ こ では以下の式が成り立ちます。

TmaxReaction = Tresponse + Tdelay + Ttol + Tsample
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切り替え開始時間 （tstart） が最大応答時間 （TmaxReaction） を考慮せずに設定されてい

る場合、 切り替え後の新たな防護エ リ ア内の物体の検出が遅れて制御出力のOFFが間に合

わな く なる可能性があ り ます。

図2-13 エ リ アセ ッ ト Bでの物体検知

上記Textendは、 tminとtEndZoneAの間で、 システムがエ リ アセ ッ ト Bに切り替わった後もエ リ アセ ッ ト Aを防

護する必要がある期間にな り ます。 詳細については後述し ます。

切り替え前のエ リ アセ ッ ト の防護

エ リ アセ ッ ト AをtEndZoneAに至るまで適切に監視するには、 追加の対策が必要な場合があ り ます。

tDangerZoneBを考慮しtstart設定する際、 tEndZoneAとtminを比較し なければな り ません。

ケース1. エ リ アセ ッ ト Aの監視が不要になった後にエ リ アセ ッ ト が切り替わる場合 (tEndZoneA≦ tmin)

tEndZoneA ≦ tminの場合、 修正は必要あ り ません。 エ リ アセ ッ ト Aは必要な期間適切に監視されます。

ケース2. エ リ ア セ ッ ト A の監視が不要に な る前に エ リ ア セ ッ ト が切 り 替わる可能性があ る場合

(tEndZoneA ＞ tmin)

tEndZoneA ＞ tminの場合は、 監視エ リ アがtEndZoneAよ り先にエ リ アセ ッ ト Bに切り替わって し まった場合で

も、 エ リ アセ ッ ト Aが防護されるよ う 対策を講じ る必要があ り ます。 容易にでき る対策と し て、 エ リ

アセ ッ ト Aを定義する場合に用いる分離距離(S)を変更し、 追加パラ メ ータ(Zextra)を含めます。 この追加

パラ メ ータ(Zextra)は、最大接近速度(K)と エ リ アセ ッ ト Aが監視されない最大延長時間(Textend)によ り定義

され、 エ リ アセ ッ ト Aが監視されない可能性のある時間帯を考慮し ています。

Zextra = K × Textend = K (tEndZoneA - tmin)

この追加パラ メ ータ Zextraを用いて監視エ リ アを拡張する こ とによ り、 エ リ アセ ッ ト の切り替えが行わ

れてる間にエ リ アセ ッ ト Aの本来の監視エ リ アに侵入し得る物体を、 事前に検出できるよ う にな り ま
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す。 別の言い方をすれば、 監視エ リ アを拡張し たこ とによ り、 tEndZoneAをtminのタ イ ミ ングにずら し たこ

とにな り ます。

図2-14 エ リ アAの拡張

図では防護エ リ ア全体の分離距離を拡張する こ とによ り、 OS32Cの安全な稼動を確保し ています。 し

かし現実には、 できるだけ狭い監視エ リ アを設定し、 作業スペースを最大限広 く 使えるよ う にする こ

と も望まれます。 その他の対処方法を154ページ 「エ リ アセ ッ ト 切り替えに関するその他の設定例」 に

記載し てあ り ます。 こ ち ら も参照し て く だ さい。
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設定ツールの概要

設定ツールによ り OS32Cのイ ンス ト ールや機能設定を簡単に行う こ とができます。 基本的な設定項目は以下

にな り ます。 （詳し く はこの章の該当ページを参照し て く だ さい。）

･設定ツールのイ ンス ト ール

･PCと同じネ ッ ト ワーク上にOS32Cを接続する

･設定ツールの起動

･ ネ ッ ト ワーク上のOS32Cを検出する

･OS32Cへのログオン

･ アクセスレベルの選択

･ パスワー ド入力

･新規 （プロパテ ィ ） 設定

･ 安全に関する設定(外部リ レーモニ タ、 応答時間、 動作モー ド、 エ リ ア選択、 最小検出物体直径など)

･ 非安全に関する設定 (補助出力、 警告出力、 省電力モー ド など)

･ エ リ ア設定

･設定をOS32Cに送信する

設定ツールのイ ンス ト ール

設定ツールを イ ンス ト ールするには以下の環境が必要です。

･Pentium 4 1.5GHz CPUまたは相当するCPU

･Windows XP、 Windows 7、 Windows 8.1、 Windows 10またはWindows 11

･RAM ： 512MB以上

･ハー ド デ ィ スクの空き容量 ： 10MB以上

･解像度 ： 1024×768ピ クセル以上

イ ンス ト ールは以下の手順で行って く だ さい。

1. 起動し ているアプ リ ケーシ ョ ンがあればすべて終了し ます。

2. 設定ツールのCD-ROMをCDド ラ イブに挿入し ます。

3. マイ コ ンピ ュータからCD-ROMアイ コ ンをダブルク リ ッ ク しSetup.exeを実行し ます。

4. イ ンス ト ールプログラムの指示に従ってイ ンス ト ールし ます。

5. イ ンス ト ール中に設定し た場所にプログラムアイ コ ンが登録されます。

Windows XP Professional、 Windows 7、 Windows 8.1、 Windows 10またはWindows 11に設定ツールを イ ンス ト ールする と きは、 管

理者(Administrators)権限を持つユーザアカウン ト で実行する必要があ り ます。

最新の設定ツールは以下のア ド レスからダウン ロー ド いただけます。

https://www.fa.omron.co.jp/product/tool/32/configurator/index.html
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起動方法

［ス ター ト ］ メ ニューの ［プログラム］ 、 ［OS32C Configuration Tool］ ( プログラムフ ォルダ名を変更し ていな

い場合)を選択し ます。

図3-1 OS32C設定ツール
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画面の説明

設定ツールの画面は以下のよ う に構成されています。

 メ ニュー
フ ァ イル

表3-1 

編集

表3-2 

表示

表3-3 

新規作成 新規にOS32Cの設定を作成する際に使用し ます。

フ ァ イルを開 く PCに保存し た設定情報フ ァ イルを開きます。

保存 作成し た設定情報をPCに保存し ます。 既存設定フ ァ イルを編集し た場合は上書き し ます。

名前を付けて保存 作成し た設定情報をPCに保存し ます。

設定情報印刷 OS32Cの設定情報を印刷し ます。

エ リ ア情報表示画面の印刷 エ リ ア情報画面のみ表示されている倍率で印刷し ます。

終了 設定ツールを終了し ます。

元に戻す 前の動作を元に戻し ます。

やり直し 前の動作をやり直し ます。

選択し た点を削除 選択し た点を消去し ます （多角形エ リ ア）。

複数の点を選択 マウスで範囲指定し て複数の点を選択し ます （多角形エ リ ア）。

エ リ アのコ ピー 選択中のエ リ アを コ ピーし ます （最前面のプルダウン メ ニュー）。

エ リ アの貼り付け コ ピーし たエ リ アを選択中のエ リ アに貼り付けます （最前面のプルダウン メ ニュー）。

形状の変更

円形 編集中のエ リ アを円形に変換し ます。

多角形 編集中のエ リ アを多角形に変換し ます。

長方形 （180°） 編集中のエ リ アを矩形に変換し ます。

エ リ アデータのイ ンポー ト テキス ト フ ァ イルからエ リ ア形状データ を イ ンポー ト し ます。

イ ンポー ト し たエ リ アを破棄する イ ンポー ト し たエ リ アデータ を破棄し ます。

エ リ アデータのエクスポー ト テキス ト フ ァ イルにエ リ ア形状データ をエクスポー ト し ます。

ツールバー
メ イ ンツールバー メ イ ンツールバーの表示/非表示を選択し ます。

ツールバーの編集 編集ツールバーの表示/非表示を選択し ます。

ステータ スバー ステータ スバーの表示/非表示を選択し ます。

すべて表示 最大の縮小倍率でエ リ ア情報画面を表示し ます。

中央を表示 OS32Cを中心にエ リ ア情報画面を表示し ます。

スク ロール エ リ ア情報表示画面を ク リ ッ ク＆ド ラ ッ グで動かすモー ド に切り替えます。

拡大 エ リ ア情報画面を拡大し ます。

縮小 エ リ ア情報画面を縮小し ます。

選択範囲を拡大 エ リ ア情報画面で選択し た範囲を拡大し ます。

警告エ リ ア1の表示/非表示 エ リ ア情報表示画面の警告エ リ ア1の表示/非表示を選択し ます。

警告エ リ ア2の表示/非表示 エ リ ア情報表示画面の警告エ リ ア2の表示/非表示を選択し ます。

極座標 エ リ ア情報画面に極座標グ リ ッ ド を表示し ます。

直行座標 エ リ ア情報画面に直行座標グ リ ッ ド を表示し ます。

グ リ ッ ドの表示/非表示 グ リ ッ ドの表示/非表示を選択し ます。

スケールの表示/非表示 スケールの表示/非表示を選択し ます。

計測単位の切り替え 計測単位を切り替えます。 （mm、 cmも し く はinch）

表示を水平方向に反転 PC画面表示を水平方向に反転し ます。

表示を垂直方向に反転 PC画面表示を垂直方向に反転し ます。

表示を元に戻す PC画面表示を元の表示方向に戻し ます。
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設定

表3-4 

基準点監視機能

表3-5 

ユーテ ィ リ テ ィ

表3-6 

プロパテ ィ 設定 プロパテ ィ の設定画面を表示し ます。

エ リ ア編集 監視エ リ ア編集モー ド に切り替えます。

エ リ アセ ッ ト 追加 新たにエ リ アを追加し ます。

エ リ アテ ィ ーチング 監視エ リ アのテ ィ ーチングを開始し ます。

OS32Cから設定を受信 OS32Cから現在の設定情報を受信し ます。

OS32Cへ設定を送

信/設定モー ドへの

移行

変更し た項目 安全および非安全設定の内、 変更があった項目のみをOS32Cに送信し、 登録し ます。

管理者権限でログオン時に選択可能です。

全ての項目 安全および非安全設定項目全てをOS32Cに送信し、 登録し ます。 管理者権限でログオ

ン時に選択可能です。

変更し た項目

(非安全に関する

項目) 　

非安全設定の内、 変更があっ た項目のみをOS32Cに送信し、 登録し ます。 管理者権限

または保守管理者権限でログオン時に選択可能です。

全ての項目(非安

全に関する項目)

非安全設定項目全てをOS32Cに送信し、 登録し ます。 管理者権限または保守管理者権

限でログオン時に選択可能です。

変更の登録/設定モー ドの終了 OS32Cに送信し た変更項目を登録し、 設定モー ド を終了し ます。

変更の破棄/設定モー ドの終了 OS32Cに送信し た変更項目を破棄し、 設定モー ド を終了し ます。

チ ェ ッ クサム 現在の設定のチ ェ ッ クサムを表示し ます。

デフ ォル ト 設定に リ セ ッ ト OS32Cを リ セ ッ ト し て工場出荷時のデフ ォル ト 設定に戻し ます。 管理者権限でログオ

ン時に選択可能です。

設定を無効化 選択エ リ アの基準点監視を無効にし ます。

選択し た点を基準点にセ ッ ト 選択し た点を基準点に設定し ます。

選択し た点を通常の検知点にセ ッ ト 選択し た点を基準点から解除し ます。

全ての点を基準点にセ ッ ト エ リ ア内の全ての点を基準点に設定し ます。

全ての点を通常の検知点にセ ッ ト エ リ ア内の全ての点を基準点から解除し ます。

基準点監視許容範囲の設定 基準点の許容誤差範囲を設定し ます。

基準点監視の設定を保存 基準点監視機能の設定をエ リ アに適用し ます。

基準点監視領域の消去 基準点監視エ リ アの設定を消去し ます。

OS32Cの検索 パソ コ ンの接続されたネ ッ ト ワーク内に存在するOS32Cを検索し ます。

ログオン OS32Cに接続し ます。

ログオフ OS32Cから切断し ます。

OS32C名の変更 OS32Cにユーザが任意に設定できる名前を変更し ます。

Ethernetの設定 OS32Cのネ ッ ト ワーク設定を変更し ます。 (IPア ド レスの変更など。 )

パスワー ドの変更 OS32Cへのログオンパスワー ド を変更をする際に使用し ます。

暗号化パスワー ドの読み込み 暗号化されたパスワー ド を表示し ます。 ログオンパスワー ド を忘れた際に使用し ます。

エラーログの読

み込み

センサブロ ッ ク OS32Cのセンサブロ ッ クに記録されたエラーログを表示し ます。

I/Oブロ ッ ク OS32CのI/Oブロ ッ クに記録されたエラーログを表示し ます。

システム情報 OS32Cのシステム情報およびEthernetの設定を表示し ます。

ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ交換後に使用し ます。

システムモニ タ リ ング OS32Cの現在のスキャ ンエ リ ア情報をエ リ ア情報表示画面に リ アルタ イムで表示し ま

す。

システムモニ タ リ ングの記録 OS32Cのスキャ ンエ リ ア情報を記録し ます。

システムモニ タ リ ングの再生 過去に記録し たOS32Cのスキャ ンエ リ ア情報を再生し ます。

オプシ ョ ン 設定ツールのオプシ ョ ンを変更し ます。
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 ツールバー

図3-2 

表3-7 

図3-3 

表3-8 

(1) 新規作成 新規にOS32Cの設定を作成する際に使用し ます。

(2) フ ァ イルを開 く PCに保存し た設定情報フ ァ イルを開きます。

(3) 保存 作成し た設定情報をPCに保存し ます。

(4) 設定情報印刷 OS32Cの設定情報を印刷し ます。

(5) システムモニ タ リ ング OS32Cの現在のスキャ ンエ リ ア情報を、 エ リ ア情報表示画面に リ アルタ イムで表示し

ます。

(6) エ リ アテ ィ ーチング 監視エ リ アのテ ィ ーチングを開始し ます。

(7) システムモニ タ リ ングの記録 OS32Cのスキャ ンエ リ ア情報を記録し ます。

(8) システムモニ タ リ ングの再生 過去に記録し たOS32Cのスキャ ンエ リ ア情報を再生し ます。

(1) 計測単位の切り替え 計測単位を切り替えます。 （mm、 cmも し く はinch）

(2) 拡大 エ リ ア情報画面を拡大し ます。

(3) 縮小 エ リ ア情報画面を縮小し ます。

(4) 選択範囲を拡大 エ リ ア情報画面で選択し た範囲を拡大し ます。

(5) 中央を表示 OS32Cを中心にエ リ ア情報画面を表示し ます。

(6) すべて表示 最大の縮小倍率でエ リ ア情報画面を表示し ます。

(7) 画面スク ロールの切替 エ リ ア情報表示画面を ク リ ッ ク＆ド ラ ッ グで動かすモー ド に切り替えます。

(8) エ リ ア編集 監視エ リ ア編集モー ドの有効/無効を切り替えます。

(9) 形状の変更 エ リ アを円形、 多角形または四角形に変換し ます。

(10) 元に戻す 直前の操作を元に戻し ます。

(11) やり直し 直前の操作をやり直し ます。

(12) エ リ アセ ッ ト 追加 新たにエ リ アを追加し ます。

(13) エ リ アのコ ピー 選択中のエ リ アを コ ピーし ます。 （最前面のプルダウン メ ニュー）

(14) エ リ アの貼り付け コ ピーし たエ リ アを選択中のエ リ アに貼り付けます。

（最前面のプルダウン メ ニュー）

(15) 表示を水平方向に反転 PC画面表示を水平方向に反転し ます。

(16) 表示を垂直方向に反転 PC画面表示を垂直方向に反転し ます。

(17) 表示を元に戻す PC画面表示を元の表示方向に戻し ます。

(18) 回転ツールバーの切り替え 回転ツールバーの表示/非表示を切り替えます。

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8)

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) (12) (13) (14) (15) (16) (17) (18)
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 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ンバー

図3-4 

表3-9 

 オフ ラ イ ンモー ド
オフ ラ イ ンモー ド では設定の新規作成、 PCへの設定保存が可能です。 また、 PCに保存された既存の設

定情報のフ ァ イルを読み込み編集する こ と もできます。 オフ ラ イ ンモー ド にするには次の手順で行っ

て く だ さい。

1. 設定ツール起動後、 以下の画面が表示されます。

2. ［キャ ンセル］ を ク リ ッ ク し て く だ さい。

3. オフ ラ イ ンモー ド で設定ツールが起動し ます。

図3-5 オフ ラ イ ンモー ド での設定

(1) マウス位置を極座標で表示し ます。 （度）

(2) マウス位置を極座標で表示し ます。 （半径）

(3) マウス位置を直交座標で表示し ます。 （X軸）

(4) マウス位置を直交座標で表示し ます。 （Y軸）

(5) 計測単位を表示し ます。

(6) マウス位置のビーム番号を表示し ます。

(7) エ リ ア情報表示画面での防護エ リ アの表示色を表示し ます。

(8) エ リ ア情報表示画面での警告エ リ ア1の表示色を表示し ます。

(9) エ リ ア情報表示画面での警告エ リ ア2の表示色を表示し ます。

(10) 現在のログオン権限を表示し ます。

(11) 接続し ているOS32CのIPア ド レスを表示し ます。

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (8) (7) (9) (10) (11) 
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OS32Cへの接続

こ こでは設定ツールがイ ンス ト ールされたPCとOS32Cと を接続する手順を説明し ます。

設定ツールはイーサネ ッ ト 経由でOS32Cと接続し ます。 接続にはM12、 4ピン コネク タ付き イーサネ ッ ト ケー

ブルが必要です。

詳し く は118ページを参照し て く だ さい。

OS32Cのイーサネ ッ ト 設定は、 DHCPモー ド(IPア ド レスを自動取得する設定)に初期設定されています。

PCとOS32Cと を接続する際に、 場面に応じ てい く つかの接続形態が考えられます。 お客様のケースに合わせ

て該当する項目を参照し て く だ さい。

 PCとOS32Cを直結し たいと き
1. OS32CをPCに接続するには以下の2種類の方法があ り ます。

･ イーサネ ッ ト ケーブルを用いてOS32CをPCのイーサネ ッ ト ポー ト に直接接続する

-- または --

･ イーサネ ッ ト ケーブルを用いてOS32CをPCのローカルエ リ アネ ッ ト ワークに接続する

MACア ド レス認証等による接続制限を行っているネ ッ ト ワークでは、 OS32Cがネ ッ ト ワークに接続できる よ う に

接続制限を修正し て く だ さい。

2. PC とOS32Cの通信のためのイーサネ ッ ト 設定には以下の2種類の方法があ り ます。

･ PCとOS32Cの両方をDHCPモー ド に設定する

PCとOS32Cの両方をDHCPモー ド （IPア ド レスを自動取得する設定） に設定し ます。 ネ ッ ト ワー

ク上にDHCPサーバがない場合は、PCとOS32Cを繋いでから接続が確立するまでに40秒程度かか

り ます。接続中は、システム ト レ イ上のローカルエ リ ア接続アイ コ ンは以下のよ う に表示されま

す。

図3-6 接続中アイ コ ン

このアイ コ ンが表示されている間は、 設定ツールを用いてOS32Cに接続する こ とはできません。

システム ト レ イ上の接続中アイ コ ンが消えた後、接続制限アイ コ ンが表示されます。 このアイ コ

ンが表示されている間は、 設定ツールを用いてOS32Cに接続する こ とができます。

図3-7 接続制限アイ コ ン

-- または -- 

･ 同じネ ッ ト ワーク上でPCとOS32Cにそれぞれ異なる固定IPア ド レスを設定する

PCをOS32CのIPア ド レス と同じネ ッ ト ワーク内の異なる固定IPア ド レスに設定する こ と で接続

する こ とができます。

複数のOS32Cをネ ッ ト ワークに接続する場合は、各OS32Cに異なる固定IPア ド レスを設定する こ

と を推奨し ます。
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・ OS32Cの設定を変更し た際は、 その都度OS32Cを リ セ ッ ト する必要があるため、 PC と スキャナの接続も再確立

する必要があ り ますので注意し て く だ さい。

・ PCとOS32C間のイーサネ ッ ト 設定を決定する際は、 OS32Cのリ セ ッ ト に要する時間を考慮し て く だ さい。 PCお

よびOS32Cを と もにDHCPモー ド に設定し た場合は、 スキャナを リ セ ッ ト 後、 機器間のイーサネ ッ ト 接続を再確

立するまでに要する時間は最長で55秒と な り ます。 PCおよびOS32C と もに固定IPア ド レスで設定されている場

合は最長15秒と な り ます。

・ ネ ッ ト ワーク内にOS32C と同じ IP ア ド レス設定の機器が存在する場合、 正常に接続できな く なる こ とが考えら

れます。また、複数のOS32Cをネ ッ ト ワークに接続する場合にもIPア ド レスが重複し ないよ う注意し て く だ さい。

強制DHCPモー ド について
OS32Cはイーサネ ッ ト の設定に関わらず、 起動時に一時的にDHCPモー ド にする こ とができます。

1. PCを直接OS32Cに接続し ます。

2. OS32Cが起動するまで[ス ター ト ]ボタ ンを押し続けます。

3. 起動時にス ター ト 入力が検出される とLEDが点滅し始めます （通常の起動時は点滅し ません）。

4. 点滅が始まってから5秒以内に[ス ター ト ]ボタ ンを離すと と強制DHCPモー ド に入り ます。

5. イーサネ ッ ト ケーブルを外し、 再接続する とIPア ド レスの自動取得が行われます。

6. 強制DHCPモー ド を使用する こ と で、DHCPモー ドのPCと固定IPア ド レス設定のOS32Cを接続する こ と

ができます。

強制DHCPモー ドは一時的なモー ド であ り、 電源を再投入する と固定IPに戻り ます。

 PCのネ ッ ト ワーク設定を確認 ・ 変更する (Windows XPの場合)
1. ［コ ン ト ロールパネル］ から ［ネ ッ ト ワーク接続］ を開きます。

2. ［ローカルエ リ ア接続］ を右ク リ ッ ク し、 ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。

3. 下にスク ロールさせ、 ［イ ン ターネ ッ ト プロ ト コル (TCP/IP)］ を選択し ます。

4. ［イ ン ターネ ッ ト プロ ト コル (TCP/IP)］ を選択し た状態で ［プロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。

図3-8 ローカルエ リ ア接続プロパテ ィ
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5. PCをDHCPモー ド に設定するには[IPア ド レスを自動的に取得する]を選択し ます。PCを固定IPア ド レス

に設定するには[次のIPア ド レスを使う]を選択し、 IPア ド レスを指定し ます。 IPア ド レスはネ ッ ト ワー

ク環境に合わせて正し く 設定し て く だ さい。

図3-9 TCP/IPプロパテ ィ

6. [IPア ド レスを自動的に取得する]を選択し た場合には、代替の構成を設定する こ とができます。代替の

構成に固定IPア ド レスを設定するには[代替の構成]タ ブから[ユーザ構成]を選択し、 IPア ド レスを指定

し ます。 IPア ド レスはネ ッ ト ワーク環境に合わせて正し く 設定し て く だ さい。 設定し ない場合には[自

動プ ラ イベー ト IPア ド レス]を選択し ます。

図3-10 代替の構成
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 IPア ド レスを変更する （Windows 7の場合）
1. [ス ター ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 [コ ン ト ロールパネル] を ク リ ッ ク し ます。

2. 検索ボ ッ クスに 「アダプ タ」 を入力し ます。

3. [ネ ッ ト ワーク と共有セン ター ] 上で[ネ ッ ト ワーク接続の表示]を ク リ ッ ク し ます。

4. 変更し たい接続上で右ク リ ッ ク し、 [プロパテ ィ ] を選択し ます。 管理者パスワー ド を要求される場合

はパスワー ド を入力し確定し ます。

5. [ネ ッ ト ワーク] タ ブを選択し ます。

6. [イ ン ターネ ッ ト  プロ ト コル バージ ョ ン 4 (TCP/IPv4)] を選択し、 [プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。

7. DHCPモー ド に設定するには、 [IPア ド レスを自動的に取得する]を選択し ます。

固定IPア ド レスを設定するには、 [次のIPア ド レスを使う]を選択し、 IPア ド レスを指定し ます。

 IPア ド レスを変更する （Windows 8.1、 Windows 10およびWindows

11の場合）
1. (デスク ト ッ プ左下の)検索ボ ッ クスに 「ネ ッ ト ワークの状態」 と入力し ます。

2. 検索結果から[ネ ッ ト ワークの状態]を選択し ます。

3. [アダプ ターのオプシ ョ ンを変更する]を選択し ます。

4. [ネ ッ ト ワーク接続]ウ ィ ン ド ウにて変更し たい接続を右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を選択し ます。 管

理者パスワー ド を要求される場合はパスワー ド を入力し確定し ます。

5. [ネ ッ ト ワーク]タ ブを選択し ます。

6. [イ ン ターネ ッ ト プロ ト コルバージ ョ ン4 (TCP/IPv4)]を選択し、 [プロパテ ィ ]を ク リ ッ ク し ます。

7. DHCPモー ド に設定するには、 [IPア ド レスを自動的に取得する]を選択し ます。

固定IPア ド レスを設定するには、 [次のIPア ド レスを使う]を選択し、 IPア ド レスを指定し ます。

8. [OK]を ク リ ッ ク し てウ ィ ン ド ウを閉じ ます。
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OS32Cにログオンする

OS32Cには3種類のアクセスレベル （権限） があ り ます。

･作業者権限 （作業者）

この権限でOS32Cにログオンするには、 パスワー ドは必要あ り ません。 OS32Cの設定を変更する こ とはでき

ません。 設定の確認およびモニ タ リ ングのみ可能です。

･保守管理者権限 （保守管理者）

この権限でOS32Cにログオンするためには、 パスワー ドが必要です。 非安全パラ メ ータの変更のみが可能で

す。 このパラ メ ータには警告エ リ アの形状や52ページの非安全に関する設定が含まれます。

･管理者権限 （管理責任者）

この権限でOS32Cにログオンするためには、 パスワー ドが必要です。 設定の確認、 変更及びモニ タ リ ングを

する こ とができます。

注意: 使用中のPCのサブネ ッ ト とは異なるサブネ ッ ト 上のOS32Cに リ モー ト ログオンする と きは、 初期設定

時に以下の手順が必要です。

- OS32Cの専用パスワー ドが必要です。 デフ ォル ト のパスワー ドは変更し て く だ さい。

- OS32Cには特定の静的IPア ド レスを設定し て く だ さい。

この操作で、 OS32Cの設定にアクセス し てすべて読出し/書込みを行う こ とができるよ う にな り ます。

 ネ ッ ト ワーク上のOS32Cを検出する
設定ツールを使って接続するには、ネ ッ ト ワーク上のOS32CのIPア ド レスを見つける必要があ り ます。

［ユーテ ィ リ テ ィ ］ メ ニューよ り ［OS32Cを検索］ を選択し ます。

設定ツールはイーサネ ッ ト 経由でOS32Cと接続するため、 PCのフ ァ イアウォールを有効にし ている場

合にはWindowsのセキュ リ テ ィ の重要な警告が表示されます。 こ こ では[ブロ ッ ク を解除する]を選択し

て く だ さい。 一度解除する と、 今後この警告は表示されな く な り ます。

図3-11 セキュ リ テ ィ の重要な警告
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 ログオン
1. ［ユーテ ィ リ テ ィ ］ メ ニューから ［ログオン］ を選択し て く だ さい。

2. ログオン画面が表示されます。 接続先のOS32CのIPア ド レスを選択し ます。

図3-12 ログオン

3. ［ユーザ権限］ を選択し、 パスワー ド を入力し ます。 保守管理者権限の初期パスワー ドは 「mainusr」 で

す。 管理者権限の初期パスワー ドは 「supeusr」 です。

4. ［続行］ を ク リ ッ ク し て く だ さい。

5. 接続される とOS32CのIPア ド レス とユーザ権限が表示されます。

図3-13 OS32Cへのログオン

 ログオフ
［ユーテ ィ リ テ ィ ］ メ ニューよ り ［ログオフ］ を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

パスワー ドの変更
許可されていない人によるアクセスを制限するために、 パスワー ド を変更し て使用し て く だ さい。 パ

スワー ドの変更は、 必要な権限でOS32Cにログオン し た際に行う こ とができます。 管理者権限でログ

オン時、 管理者権限および保守管理者権限のパスワー ド を変更する こ とができます。 保守管理者権限

でログオン時、 保守管理者権限のみのパスワー ド を変更する こ とができます。 作業者権限でログオン

時、 パスワー ド を変更する こ とはできません。 以下の手順でパスワー ド を変更し て く だ さい。

1. 必要な権限で、 OS32Cにログオン し ます。

2. ［ユーテ ィ リ テ ィ ］ メ ニューよ り ［パスワー ドの変更］ を選択し ます。

3. 現在のパスワー ド を入力し て く だ さい。

4. ［パスワー ドの変更］ でパスワー ド を変更し たい権限を選択し て く だ さい。

5. 新しいパスワー ド を入力し て く だ さい。

6. 確認のためにも う一度新しいパスワー ド を入力し て く だ さい。

7. ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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8. 確認メ ッ セージが表示されます。 変更する場合は ［はい］ を ク リ ッ ク し て く だ さい。

図3-14 ユーザパスワー ドの変更

パスワー ドは少な く と も4文字以上、7文字以内で作成し て く だ さい。パスワー ドは大文字・小文字の区別があ り ます。

パスワー ド を忘れた場合
変更し たパスワー ド を忘れた り、 紛失し た場合は、 以下の手順でパスワー ド を入手できます。 以下の

手順はすべて作業者権限で行います。

1. ［作業者権限］ でログオン し ます。

2. ［ユーテ ィ リ テ ィ ］ メ ニューよ り ［暗号化パスワー ドの読み込み］ を選択し ます。

3. ［保守管理者］ または ［管理責任者］ を選択し、 ［暗号化パスワー ドの読み込み］ を ク リ ッ ク し ます。

4. 暗号化されたパスワー ドが表示されます。

5. オムロン担当営業 に連絡し、 表示された文字列をご連絡 く だ さい。
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OS32Cのイーサネ ッ ト 設定を変更する

1. ［ユーテ ィ リ テ ィ ］ メ ニューよ り[Ethernetの設定]を選択し ます。

2. OS32CをDHCPモー ド に設定する場合、 [IPア ド レスを自動取得]を選択し ます。 OS32Cを固定IPア ド レ

スに設定する場合、 [次のIPア ド レスを使用]を選択し、 IPア ド レスを指定し ます。 IPア ド レスは接続す

るネ ッ ト ワーク環境に合わせて正し く 設定し て く だ さい。

図3-15 イーサネ ッ ト IPア ド レス

3. [OS32Cへ書き込み]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. イーサネ ッ ト 設定の変更を確認し ます。

変更を中止する場合は[キャ ンセル]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. 以下のウ ィ ン ド ウが表示されますので、 メ ッ セージを確認し、 現在のIP ア ド レスを引き続き使用する

か新しいア ド レスを使用するかを決定し ます。

図3-16 イーサネ ッ ト の設定
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OS32Cの設定情報受信

設定ツールは、 OS32Cに接続する と ただちに現在の設定情報を受信し、 画面に表示し ます。 手動でも設定情

報の受信が可能です。 ［設定］ メ ニ ューの ［OS32Cから設定を受信］ を ク リ ッ ク し て く だ さ い。 設定情報を

OS32Cから受信し ます。

OS32Cのプロパテ ィ 設定と監視エ リ ア設定

OS32Cの保護機能を使用するには、 防護エ リ アを正し く 定義および設定する こ とが必要です。

応答時間が変更された場合、 分離距離の再計算と、 分離距離に応じ たOS32Cの再設置が必要にな

り ます。 分離距離が適切でない場合、 機械の危険部に到達する前に機械が止まらず、 重傷を負う

恐れがあ り ます。

こ こでは設定ツールを使い、 新規にOS32Cのプロパテ ィ 設定、 監視エ リ ア設定を行う手順を説明し ます。

デフ ォル ト 設定
安全に関する設定

外部リ レーモニ タ(EDM) 無効

応答時間(ms) 80

使用するエ リ アセ ッ ト エ リ ア1

エ リ ア切替許容遅れ時間(ms) 60

動作モー ド オー ト ス ター ト

最小検出物体直径 （mm） 70

汚れ許容モー ド ウ ィ ン ド ウのみ

非安全に関する設定

リ ス ター ト 遅延時間(ms) 400

補助出力モー ド 制御出力情報

補助出力タ イプ PNP

補助出力極性 アク テ ィ ブ時出力ON

警告出力モー ド 制御出力情報

警告出力タ イプ PNP

警告出力極性 アク テ ィ ブ時出力ON

省電力モー ド 無効

状態/診断表示灯 有効

侵入表示灯オプシ ョ ン 有効

侵入表示灯モー ド 防護エ リ ア情報

EIPによ る警告エ リ アの選択(形OS32C-□□□-DM) 無効

防護エ リ ア

形状 円形

半径(cm) 100

検出角度 270度

警告エ リ ア1

形状 円形

半径(cm) 200

検出角度 270度

警告エ リ ア2

形状 円形
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表3-10 デフ ォル ト 設定

新規設定の作成
OS32Cの設定を変更するためには管理者権限でOS32Cにログオンする必要があ り ます。

1. ［フ ァ イル］ メ ニューよ り ［新規作成］ を選択し ます。

2. 設定内容を入力し （127文字まで）、 次に該当するOS32Cを選択し ます。

図3-17 設定内容

半径(cm) 300

検出角度 270度
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3. 新規設定画面が表示されます。

･ 安全に関する設定

1. 外部リ レーモニ タ （EDM） ： OS32Cは外部制御リ レーのNC接点をモニ タする こ とができます。この

リ レーは制御出力によ り制御されます。

2. 応答時間 ： OS32Cの制御出力ON → OFF 時間を設定し ます。 最短80msから680ms

まで40msご とに設定できます。

3. 使用するエ リ アセ ッ ト  ： エリアセッ ト を 1 つだけ使用する場合は、 ［固定エリア］ を選択します。

エリアセッ ト を2つ以上使用する場合は、［マルチエリア］ を選択します。

4. エ リ ア切替許容遅れ時間 ： エ リ アセ ッ ト 切り替え時の最大許容遅延時間を設定し ます。最短20ms

から320msまで20msご とに設定できます。

5. 動作モー ド ： ［オー ト ス ター ト ］ ［ス ター ト イ ン ターロ ッ ク］ ［ス ター ト / リ ス ター ト

イ ン ターロ ッ ク］ から選択し ます。

6. 最小検出物体直径 ： OS32Cが検出可能な最小検出物体直径を 3.0cm、 4.0cm、 5.0cm、 7.0cm

から選択し ます。

最小検出物体直径の設定は、 電源投入時の ７ セグ メ ン ト 表示で5秒間

確認できます。 詳し く は15ページ 「状態／診断表示灯」 を参照し て く

だ さい。

7. 汚れ許容モー ド(PTM) ： [無効化]、 [ウ ィ ン ド ウのみ]、 [基準点監視]の中から選択できます。

図3-18 新規設定

(形OS32C-/形OS32C--4Mの場合)

図3-18b 新規設定

(形OS32C--DM/形OS32C--DM-4Mの場合)



52

第
 3

章

OS32C
ユーザーズマニュアル

設定ツールの基本操作

･ 非安全に関する設定

1. リ ス ター ト 遅延時間 ： オー ト ス ター ト で動作する際の制御出力 OFF → ON 遅延時間を設定し

ます。 最短100msから60sまで、 100ms刻みで設定可能です。

2. 補助出力モー ド ： [無効] ［制御出力情報モー ド］ ［ロ ッ クアウ ト 情報モー ド］ ［警告エ リ

ア1情報モー ド］ ［警告エ リ ア2情報モー ド］ ［ウ ィ ン ド ウ汚れ検出情報

モー ド］ を選択し ます。

3. 補助出力タ イプ ： ［PNP出力］ または ［NPN出力］ を選択し ます。

4. 補助出力極性 ： [アク テ ィ ブ時出力ON]または[アク テ ィ ブ時出力OFF]を選択し ます。

5. 警告出力モー ド ： [無効] ［制御出力情報モー ド］ ［ロ ッ クアウ ト 情報モー ド］ ［警告エ リ

ア1情報モー ド］ ［警告エ リ ア2情報モー ド］ ［ウ ィ ン ド ウ汚れ検出情報

モー ド］ を選択し ます。

6. 警告出力タ イプ ： ［PNP出力］ または ［NPN出力］ を選択し ます。

7. 警告出力極性 ： ［アク テ ィ ブ時出力ON］または［アク テ ィ ブ時出力OFF］を選択し ます。

8. 省電力モー ド ： ［無効］ ［ス タ ンバイモー ド］ を選択し ます。

9. 状態／診断表示灯 ： [有効]、 [無効]、 または[反転有効]を選択し ます。 反転表示の場合、 小

数点も表示されます。 状態／診断表示灯は節電のために無効にする こ

とができます。 状態／診断表示灯が無効の状態でもOS32Cプログラ ミ

ング用の4桁コー ドは表示されます。

10. 侵入表示灯オプシ ョ ン ： ［有効］ または ［無効］ を選択し ます。 有効にする と、 侵入表示灯モー

ド で選択し た監視エ リ アへの侵入を検知し た際に、 検知し た方向の侵

入表示灯が点灯し ます。

11. 侵入表示灯モー ド ： [防護エ リ ア情報]を選択する と防護エ リ アに侵入があった場合に侵入

表示灯が点灯し ます。 [警告エ リ ア情報]を選択する と警告エ リ アに侵

入があった場合に侵入表示灯が点灯し ます。

12. EIPによる警告エリアの選択 ： ［有効］ または ［無効］ を選択し ます。 有効にする と、 EtherNet/ IP経

由で警告エ リ アの選択を変更できるよ う にな り ます。 この設定は、 形

OS32C-□□□-DM/形OS32C-□□□-DM-4Mのみで使用できます。

13. 初期設定 ： このボ タ ン を ク リ ッ クする と工場出荷時のデフ ォル ト 設定に戻 り ま

す。

OS32Cを上下逆に設置し た場合、 状態/診断表示灯を 「反転有効」 に設定する こ とによ り前面パネルの２ 桁 ７ セグ メ

ン ト 表示を反転表示する こ とができます。
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4. パラ メ ータ設定が完了し たら ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

図3-19 エ リ ア形状

エ リ ア形状 ： リ ス ト からエ リ アの初期形状を選択し ます。

5. ［OK］ を ク リ ッ ク し て く だ さい。 ［マルチエ リ ア］ を選択し ている場合は、 次のエ リ アの形状を設定し

ます。

6. 以上で新規設定処理は完了です。 以下の画面が表示されます。 （この例では、 防護エ リ アを長方形に、

警告エ リ ア1を多角形に、 警告エ リ ア2を円形に選択し ま し た。）

図3-20 設定確認

防護エ リ ア と警告エ リ アは、 壁からの距離を少な く と も 100mm(検知距離が3m以下の場合)または110mm(検知距離が

3mを超える場合)離し て設定し て く だ さい。
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7. 各エ リ アセ ッ ト やエ リ アセ ッ ト 内のエ リ ア別に、 個々に応答時間を設定できます。

エ リ アに特定の応答時間を設定するには、 [プロパテ ィ の設定]画面(図3-20)で応答時間の[編集] を ク

リ ッ ク し ます。

[応答時間設定]ウ ィ ン ド ウが表示されます。

図3-21 応答時間の設定

-応答時間を設定するエ リ アセ ッ ト を選択し ます。

-エ リ アセ ッ ト ご とに各個別エ リ アの応答時間を選択し ます。

-[ このエ リ アセ ッ ト に適用する ] を ク リ ッ クする と応答時間の変更が選択し たエ リ アセ ッ ト に適用されます。

また、 複数のエ リ アセ ッ ト を選択し て[指定のエ リ アセ ッ ト 全てに適用する]を ク リ ッ クする と、 応答時間の

変更が選択し た全てのエ リ アセ ッ ト に適用されます。

-[全エ リ アセ ッ ト の設定を見る]を ク リ ッ クする と、 使用可能な全てのエ リ アの最新の応答時間設定を確認で

きます。

-全ての変更内容を反映する場合は[保存]を ク リ ッ ク し、 廃棄する場合は[キャ ンセル]を ク リ ッ ク し ます。

応答時間が変更された場合、 分離距離の再計算と、 分離距離に応じ たOS32Cの再設置が必要にな

り ます。 分離距離が適切でない場合、 機械の危険部に到達する前に機械が止まらず、 重傷を負う

恐れがあ り ます。
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設定をPCへ保存する
OS32Cの設定データ をPCに保存できます。

1. ［フ ァ イル］ メ ニューよ り ［名前を付けて保存］ を選択し、 任意の保存場所を指定し ます。

図3-22 設定を保存

拡張子 「*.cf3」 で設定フ ァ イルが保存されます。

設定フ ァ イルの拡張子は、 設定ツールバージ ョ ン1.8.0までは 「*.cf2」、 2.0.0以降は 「*.cf3」 です。
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2. 保存し た設定デー タ を開 く には、 ［フ ァ イル］ メ ニ ューよ り ［フ ァ イルを開 く ］ を選択し、 使用する

フ ァ イルの保存場所を指定し ます。

図3-23 設定を開 く
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エ リ ア座標データのイ ンポー ト と エクスポー ト

こ こ では、 コ ンマで区切られたテキス ト フ ァ イルから座標を イ ンポー ト する こ とによ って監視エ リ アを変更

する方法を説明し ます。 監視エ リ ア座標デー タはテキス ト フ ァ イルにエ クスポー ト し て後で使用する こ と も

できます。

監視エ リ アの設定は、 投影整合性、 最大半径、 および角度制限などの多 く の制限によ って影響さ

れます。 その結果、 イ ンポー ト されたエ リ アがフ ァ イル内で定義されたエ リ ア と正確に一致し な

い場合があ り ます。 エ リ ア座標のイ ンポー ト 操作が完了し た と きに目で見て確認し て く だ さい。

161ページの 「テス ト 手順書」 を参照し て く だ さい。

 フ ァ イルの書式
OS32C設定ツールにエ リ ア座標データ を正し く イ ンポー ト するため、 テキス ト フ ァ イル(.txt)のデータ

を下記のよ う に正しい書式にし て く だ さい。

図3-24 フ ァ イル書式

フ ァ イルID: フ ァ イルの1行目は必ず32001にし て く だ さい。

計測単位: テキス ト フ ァ イルの2行目は計測単位を示し ています。 0、 1、 2のいずれかを指定し ます。 各

値の意味は以下のとお り です。

0 = mm

1 = cm

2 = イ ンチ

エ リ ア形状: フ ァ イルの3行目には、0、1、2のいずれかを指定し ます。各値の意味は以下のとお り です。

0 = 円形

1 = 多角形

2 = 長方形

DZS ID: 1～70の値を設定し ます。 基準点データが指定し たDZSにイ ンポー ト されます。 

Zone ID: 1 = 防護エ リ ア、 2 = 警告エ リ ア1、 3 = 警告エ リ ア2

予約済み: テキス ト フ ァ イルの5行目は将来の使用のために予約されています。 この行は0に設定し ま

す。

座標データ: このデータは、 テキス ト フ ァ イルの6行目から指定し、 エ リ アの形状に応じ て複数行にわ

たって指定できます。

行番号

1 <フ ァ イルID>

2 <計測単位>

3 <エ リ ア形状>

4 <DZS ID>,<Zone ID>

5 <予約済み>

6 <座標データ>

7

8

ヘ ッ ダー

データ フ ィ ールド
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円形: 

データ書式: <半径>,<開始角 (度)>,<終了角(度)>

指定されたエ リ ア形状は、 <開始角 （度） >から始ま り、 反時計回り方向の<終了角(度)>までで範囲が

設定されます。 負の角を指定する こ と も可能です。 記述されたエ リ アが225°～315°の範囲に含まれ

る場合は、 設定ツールから、 エ リ アを修正し て、 イ ンポー ト し たエ リ アをスキャナの最小角と最大角

の範囲内に収めるよ う に求める メ ッ セージが表示されます。

図3-25 円形

以下は、 半径2000mmで開始角が340°、 終了角が180°の円弧を指定する フ ァ イルの例です。 この内容

は、 エ リ アセ ッ ト 1の防護エ リ アに書き込むよ う指定されています。

図3-26 円形を指定するテキス ト フ ァ イル

開始角

終了角

行番号

1 32001

2 0

3 0

4 1, 1

5 0

6 2000,340, 180

7
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このテキス ト フ ァ イルによ って以下のエ リ ア形状が設定されます。

図3-27 テキス ト フ ァ イルによ って設定された円弧

多角形: このエ リ ア形状は多角形のそれぞれの頂点のXY座標のリ ス ト によ って指定されます。 少な く

と も3個の頂点を指定する必要があ り、 最大677個まで指定できます。

データ書式: <x座標>,<y座標>

以下は、 5個の頂点を持つ多角形を指定する フ ァ イルの例です。

図3-28 多角形を指定するテキス ト フ ァ イル

長方形: 

データ書式: <左側のX座標>,<右側のX座標>,<奥行きのY座標>

各値の示す意味は以下のとお り です。

左側のX座標 = -X 方向の値 (第2象限)

右側のX座標 = +X 方向の値 (第1象限)

奥行きのY座標 = +Y 方向の値

以下は、 幅が -200.0cm(左側)、 125.5cm(右側)、 奥行き200.4cmの長方形を指定する フ ァ イルの例です。

半径 = 2000mm

340°

180°

行番号

1 32001

2 2

3 1

4 1, 1

5 0

6 -54.30,-23.78

7 -38.04,1.59

8 -23.10, 31.50

9 23.32,38.84

10 34.90,18.22

11
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図3-29 長方形を設定するテキス ト フ ァ イル

このテキス ト フ ァ イルによ って以下のエ リ ア形状が設定されます。

図3-30 テキス ト フ ァ イルによ って設定された長方形

 エ リ ア座標データのイ ンポー ト
1. OS32C設定ツールを起動し ます。

2. 新しい設定を作成するか、 または既存の設定を読み込みます。

3. エ リ ア座標デー タのイ ンポー ト 先エ リ アを選択し ます。 エ リ ア番号と目的の防護エ リ アまたは警告エ

リ アを選択し て く だ さい。

図3-31 エ リ アの選択

4. [設定]メ ニューから[エ リ ア編集]を選択し ます。

図3-32 エ リ ア編集

行番号

1 32001

2 1

3 2

4 1, 1

5 0

6 -200.0, 125.5, 200.4

7

125.5-200.0

200.4
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5. [編集]メ ニューから[エ リ アデータのイ ンポー ト ]を選択し ます。

図3-33 エ リ アデータのイ ンポー ト

6. イ ンポー ト するデータ フ ァ イルの保存場所を指定し選択し ます。

7. 設定ツールがテキス ト フ ァ イルからデータ を イ ンポー ト し、 データの妥当性をチ ェ ッ ク し ます。 

テキス ト フ ァ イルのデー タが有効でない場合、 設定ツールが、 テキス ト フ ァ イルの修正と再試行を求

める メ ッ セージを表示し ます。

設定ツールは、 テキス ト フ ァ イルのエ リ アデータについて以下の点を確認し ます。

エ リ アデータが

- イ ンポー ト 先エ リ アの最小値と最大値の範囲内にある こ と

- 選択し た最小検出物体サイズの範囲内にある こ と

- 有効な角度範囲(225°～315°の範囲内でない)にある こ と

これらの条件が満足されない場合、 設定ツールは、 条件に合う よ う にエ リ ア指定を修正する こ と を求

める メ ッ セージを表示し ます。 以下はエラー メ ッ セージの例です。

図3-34 設定ツールによる修正指示の確認

8. 上書き されるエ リ アがある場合は、 以下のよ う に表示されます。 例: 現在の設定にDZS #2が含まれて

いて、 テキス ト フ ァ イルにも イ ンポー ト されるDZS #2が含まれている場合、 この処理では、 DZS #2に

よ り既存エ リ アが上書き されます。

図3-35 エ リ アの上書き
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追加された新しいエ リ アの数は以下のよ う に表示されます。 現在の設定に1個のDZS(3エ リ ア)が含ま

れ、 テキス ト フ ァ イルに69個のDZS(207エ リ ア)のデータが含まれている場合は、 新しいDZSが作成さ

れ、 データがイ ンポー ト されます。

図3-36 エ リ アの追加

設定ツールがイ ンポー ト し たエ リ アを表示し たら、 表示されたイ ンポー ト エ リ アが正しいかど うかを

確認し ます。 イ ンポー ト し たエ リ ア形状で確定し て手順3 で選択し たエ リ アで この形を使用する場合

は、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 [編集]メ ニューに移動し て[イ ンポー ト し たエ リ アを破棄する]を選択し

ます。

図3-37 イ ンポー ト エ リ アの確認

 エ リ ア座標データのエクスポー ト
1. OS32C設定ツールを起動し ます。

2. 新しい設定を作成するか、 または既存の設定を読み込みます。

3. エクスポー ト するエ リ アを選択し ます。 エ リ ア番号と目的の防護エ リ アまたは警告エ リ アを選択し て

く だ さい。

図3-38 エ リ アの選択

4. [設定]メ ニューから[エ リ ア編集]を選択し ます。

図3-39 エ リ ア編集
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5. [編集]メ ニューから[エ リ アデータのエクスポー ト ]を選択し ます。

図3-40 エ リ アデータのエクスポー ト

6. エ リ アデータ を書き込むフ ァ イルの保存場所を指定し選択するか、 または新しいフ ァ イル名を入力し

ます。

7. 設定ツールは、 エ リ アのサイズと座標をエクスポー ト し、 データ を上記の手順で指定し たフ ァ イルに

保存し ます。

8. 設定ツールによるデータのエクスポー ト が完了し た後、 [OK]を ク リ ッ ク し ます。

図3-41 エ リ アデータのエクスポー ト 完了

基準点監視エ リ アはテキス ト フ ァ イルにエクスポー ト できません。 基準点監視エ リ アが含まれている

と、 以下のメ ッ セージが表示されます。

図3-42 基準点監視エ リ アのエクスポー ト 不可
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エ リ アセ ッ ト の追加と削除

使用するエ リ アセ ッ ト 数を決め、 設定を行います。

エ リ アは １ つずつ追加し ていきます。

 エ リ アの追加
1. 新しいエ リ アを追加する前に、 使用するエ リ アセ ッ ト で[マルチエ リ ア]が選択されている こ と を確認

し ます。

図3-43 マルチエ リ ア選択

2. [設定]メ ニューから[エ リ アセ ッ ト の追加]を選択し ます。

図3-44 エ リ ア追加

3. 追加する各エ リ アの形状を選択し ます。

図3-45 エ リ ア形状確認
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 エ リ アのコ ピーおよびペース ト
単一エ リ アのコ ピーおよびペース ト

1. [設定]メ ニューから[エ リ ア編集]を選択し ます。

2. コ ピーするエ リ アを選択し ます （最前面にし ます）。

3. 以下のいずれかの方法でエ リ アを コ ピーし ます。

a) [編集]メ ニューを選択し、 [エ リ アのコ ピー ]を選択し ます。

b) ツールバーのコ ピーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. ペース ト するエ リ アを選択し ます （最前面にし ます）。

5. 以下のいずれかの方法でエ リ アをペース ト し ます。

a)  [編集]メ ニューから[エ リ アのペース ト ]を選択し ます。

b) ツールバーのペース ト ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

・ 防護エ リ アは 他の防護エ リ アにのみコ ピー可能です。 また、 警告エ リ アは他の警告エ リ アにのみコ ピー可能です。

・ エ リ アに基準点監視機能が設定されている場合、 コ ピーはできません。

 エ リ アセ ッ ト のコ ピーおよびペース ト

エ リ アセ ッ ト を コ ピーおよびペース ト する （防護エ リ アおよび対応する2つの警告エ リ ア）

1. コ ピー ・ ペース ト 先のエ リ ア番号を選択し ます （最前面に持ってきます）。

2. [エ リ アセ ッ ト ]タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. Ctrl キーを押さ えながらマウスの左ボタ ンを ク リ ッ ク し、 エ リ アセ ッ ト を目的のエ リ アに ド ラ ッ グお

よび ド ロ ッ プ し ます。

図3-46 ド ラ ッ グおよび ド ロ ッ プ

上図ではエ リ アセ ッ ト 2をエ リ アセ ッ ト 1にコ ピーし ています。

ド ラ ッ グおよび ド ロ ッ プによる コ ピーおよびペース ト 方法は単一エ リ アにのみ使用できます （防護エ リ アまたは警告

エ リ ア）。
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 エ リ アの削除
1. 削除し たいエ リ アセ ッ ト にマウスを合わせて右ク リ ッ クする と、 [ エ リ ア削除] メ ニューが表示されま

す。

2. ［エ リ ア削除］ を選択し ます。

図3-47 エ リ アの削除
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エ リ アセ ッ ト 選択の設定

エ リ アセ ッ ト 選択の設定は画面下の[エ リ アセ ッ ト 選択]タ ブで行います。エ リ アセ ッ ト を必要な数だけ追加し

た後で、 エ リ アセ ッ ト の切り替えに使用するエ リ アセ ッ ト 選択入力と、 各エ リ アセ ッ ト に対応する入力組み

合わせを設定する必要があ り ます。 図3-48は5つの入力を使用し て、 5つのエ リ アセ ッ ト を切り替える場合の

例を示し ています。

エ リ アセ ッ ト 選択入力の組み合わせをオン/オフするには、 画面上の電球のアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

[入力組み合わせチ ェ ッ ク]ボタ ンを押すこ と で、エ リ ア選択入力の組み合わせの確認および重複がないかの確

認ができます。

[初期パターン]ボタ ンを ク リ ッ クする と、 エ リ アセ ッ ト 選択入力の組み合わせが初期化されます。

必要な入力の組み合わせは、自由にカス タ マイズできます。この設定では、推奨する初期設定の組み合わせを使用し ています。

図3-48 エ リ アセ ッ ト 選択
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プロパテ ィ 編集

こ こではOS32Cの応答時間や動作モー ド などのプロパテ ィ 設定を編集する手順について説明し ます。

複数のOS32Cをネ ッ ト ワークに接続し て使用する場合は、 PCから本体へデータ を転送する際に、

本体の状態/診断表示に表示されるセキュ リ テ ィ コー ド を目視で確認し、 PCに入力する必要があ

り ます。 し たがって本体の状態/診断表示灯が確認できるよ う に設置し て く だ さい。

設定変更内容をOS32Cへ送信する前に、 安全パラ メ ータが用途通り に設定されている こ と を確認

し て く だ さい。

1. ［設定］ メ ニューの ［プロパテ ィ 設定］ を ク リ ッ ク し て く だ さい。

2. プロパテ ィ 設定画面が表示されます。

図3-49 プロパテ ィ 設定

3. 変更し たい項目を編集し ます。

4. 設定が完了し たら ［設定］ メ ニューから ［OS32Cへ設定を送信/設定モー ドへの移行］ ［変更し た項目］

を ク リ ッ ク し て く だ さい。
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5. 以下の画面が表示されます。 よろ しければ ［はい］ を ク リ ッ ク し て く だ さい。

図3-50 OS32Cに設定を送信

6. 設定ツールがネ ッ ト ワーク上に複数のOS32Cを検出する と、設定するOS32Cについて4桁のコー ド入力

を要求されます。 各2桁の順番は問いません。 必ず120秒以内に4桁のコー ドの入力し て く だ さい。

図3-51 OS32Cの識別

設定ツールがネ ッ ト ワーク上に1台のみのOS32Cを検出する と、以下の画面が表示されます。 この場合

はOS32Cを識別するための4桁のコー ド入力は要求されません。

図3-52 1台検出の確認
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7. 変更し た設定パラ メ ータの確認メ ッ セージが表示されます。 表示内容を必ずご確認の上、 [確認] を ク

リ ッ ク し て確定し ます。

図3-53 設定確認

8. エ リ ア設定を確認する際には次のよ う な メ ッ セージが表示される と と もに、 エ リ ア編集画面にOS32C

の設定エ リ ア情報と スキャ ンエ リ ア情報が表示されます。［スキャ ンエ リ アの更新］ を ク リ ッ クする と

最新のスキャ ンエ リ ア情報が画面に表示されます。設定し たエ リ アに問題がなければ ［はい］ を ク リ ッ

ク し て く だ さい。 設定エ リ アを変更し ていない場合はこのメ ッ セージは表示されません。

図3-54 エ リ ア設定の確認
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9. 送信が完了する と次の画面が表示されます。 よろ しければ ［はい］ を ク リ ッ ク し て く だ さい。 設定を

登録し た く ない場合は ［いいえ］ を ク リ ッ ク し て く だ さい。

図3-55 設定の書き込み

10. 以下の画面が表示されます。 OS32Cが自動的に リ セ ッ ト し ます。

図3-56 リ セ ッ ト

以上で設定は終了です。

書き込みできない場合は配線が間違っている可能性があ り ます。 「第5章 配線」 を参考に、 正し く 配線し て く だ さい。
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監視エ リ ア編集

こ こではすでに設定されている監視エ リ アを編集しOS32Cに登録する手順を説明し ます。

1. ［設定］ メ ニューから ［エ リ ア編集］ を ク リ ッ ク し て く だ さい。

2. ツールバーの ［エ リ アセ ッ ト 選択］ から編集し たいエ リ アセ ッ ト を選択し ます。 次に ［エ リ ア選択］

から編集し たいエ リ アを選択し ます。 （この例では、 ［防護エ リ ア］、 ［エ リ ア1］ を選択し ています。）

図3-57 エ リ ア編集

エ リ ア設定モー ド になった時点でOS32Cがスキャ ン し ているエ リ アが表示されます。 エ リ ア設定モー ド で、 スキャ ン

エ リ ア情報を表示させた く ない場合は ［ユーテ ィ リ テ ィ ］ メ ニューから ［オプシ ョ ン］ を選択し、 ［編集モー ド でス

キャ ンエ リ アを表示］ のチ ェ ッ ク を外し て く だ さい。

3. 監視エ リ アの編集は次の方法によ り行う こ とができます。

A) 点の移動

円形、 長方形、 多角形のいずれかの移動し たい点を ク リ ッ ク し、 任意の場所に ド ラ ッ グし ます。

B) エ リ ア形状の変更

［編集］ メ ニューの ［形状の変更］ から新しい形状を選択し ます。

C） テ ィ ーチング

詳細は76ページ 「テ ィ ーチングおよび基準点監視機能」 を参照し て く だ さい。

D） 検出角度の変更

検出角度の設定方法:

1. 角度変更するエ リ アを選択し ます。
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2. 設定メ ニューから[エ リ ア編集]を選択し ます。

3. いずれかのエ リ ア端点を動かし、 角度を調整し ます。 下図では最も下に位置する2つの端点で

角度調整を行います。 検出角度は45°～270°の間で設定可能です。

図3-58 円形エ リ ア

図3-59 多角形エ リ ア

多角形と テ ィ ーチング形状の場合、 エ リ ア形状の点の追加や削除が行えます。

a) 点を追加 ： 点を追加し たいエ リ アをダブルク リ ッ ク し ます。

b) 座標を指定し て点を追加する場合

1. エ リ ア上で右ク リ ッ ク し、 [点を座標で指定し て追加]を選択し ます。

図3-60 座標による点の作成
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2. 新しい点の位置をXY座標で指定し ます。

図3-61 XY座標の指定

3. [OK]を ク リ ッ ク し ます。

c) 座標を指定し て点の位置を変更する場合

1. エ リ ア上で右ク リ ッ ク し、 [点を座標で指定し て編集]を選択し ます。

図3-62 座標による点の編集

2. 修正し たい点の番号をプルダウン メ ニューから選択し ます。 選択し た点が円で囲まれます。

図3-63 XY座標の指定

3. 選択し た点のXY座標を指定し ます。

4. [OK]を ク リ ッ ク し ます。

4. エ リ アの編集が終了し たら ［設定］ メ ニューから ［エ リ ア編集］ を ク リ ッ ク し、 チ ェ ッ クが外れたこ

と を確認し ます。 以上でエ リ ア編集は完了です。
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5. 設定し たエ リ ア情報をOS32Cに送信し、登録し ます。［設定］ メ ニュー ［OS32Cへ設定を送信/設定モー

ドへの移行］ から、 ［変更し た項目］ を ク リ ッ ク し ます。 表示される メ ッ セージに従って設定を行って

く だ さい。

6. メ ニューにし たがいOS32Cを リ セ ッ ト し ます。

以上で設定は終了です。

テ ィ ーチングモー ド では、 テ ィ ーチングデータ確定の際100mm （検知距離が3m以下の場合） または110mm （検知距離が3mを

超える場合） が自動的に差し引かれて登録されます。
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テ ィ ーチングおよび基準点監視機能

OS32C か ら 送 ら れて き たスキ ャ ン エ リ ア情報を基にエ リ ア設定を行 う こ と を テ ィ ーチ ン グ と いいます。

テ ィ ーチングを開始する と OS32Cに最も近い距離で検知された物体の位置情報がテ ィ ーチングデータ と して

記録されます。

テ ィ ーチングを利用し たエ リ ア設定は以下の手順で行います。

1. ［設定］ メ ニューよ り ［エ リ アテ ィ ーチング］ を選択し ます。

2. OS32C から送られてきたスキャ ンエ リ ア情報に基づいてテ ィ ーチングデータが画面に表示されます。

また、 テ ィ ーチングデータの保存ダイアログが表示されます。 テス ト ピース等の物体を設定し た安全

エ リ ア近辺に移動させます。 OS32Cに最も近い距離で検知された物体の位置をテ ィ ーチングデータ と

し て使用し ます。

図3-64 テ ィ ーチングモー ド

3. 設定をやり直し たい場合は、 一旦テ ィ ーチングモー ド を終了する必要があ り ます。 ［キャ ンセル］ を ク

リ ッ ク し ます。

図3-65 テ ィ ーチングデータの保存

4. 画面に表示されたテ ィ ーチングデー タ でよければ、 テ ィ ーチングデータ を保存するエ リ アを選択し、

［通常の検知エ リ ア と し て保存 ・ 編集］ を ク リ ッ ク し ます。 ステ ッ プ11に進んで く だ さい。 設定エ リ ア

を編集するには、 72ページの 「監視エ リ ア編集」 と同じ ステ ッ プに従って く だ さい。
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5. このエ リ アに対し て基準点監視機能を有効にするには、［基準点監視エ リ アのテ ィ ーチング開始］ を ク

リ ッ ク し て く だ さい。

6. OS32Cが基準点を計測するのに約50秒かかり ます。 この間は境界を移動し ないで く だ さい。 移動し た

場合、 OS32Cがエ リ アを再スキャ ン し、 平均距離を測り ます。

図3-66 基準点計測中

図3-67 基準点計測完了

7. 基準点監視機能に使用する点を選択し て く だ さい。

A) 全ての点を基準点に使用する場合

･表示画面を右ク リ ッ ク し、 ［全ての点を基準点にセ ッ ト ］ を選択し ます。

図3-68 全ての点を基準点にセ ッ ト
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B) 一部の箇所を基準点監視機能に使用する場合

･表示画面を右ク リ ッ ク し、 ［複数の点を選択］ を選択し ます。

図3-69 複数の点を選択

･表示画面を再度右ク リ ッ ク し、 ［選択し た点を基準点にセ ッ ト ］ を選択し ます。

図3-70 選択し た点を基準点にセ ッ ト

･必要に応じ て繰り返し ます。
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C) 基準点監視機能を解除する

･表示画面を右ク リ ッ ク し、 ［全ての点を通常の検知点にセ ッ ト ］ を選択し、 ［基準点監視機能の設定

を保存］ を選択し ます。

図3-71 基準点監視機能の解除

8. 基準点選択が完了し たら表示画面を右ク リ ッ ク し、 ［基準点監視機能の設定を保存］ を選択し ます。

図3-72 基準点監視機能の設定を保存

9. 基準点が設定されま し た。 下の画面で[OK]を ク リ ッ ク し ます。

図3-73 
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10. 基準点監視の許容範囲を指定し ます。 許容範囲は5.0～10.0cmの範囲で設定できます。

図3-74 基準点監視許容範囲

11. 作成し たエ リ ア情報をOS32Cに送信し、登録し ます。［設定］ メ ニュー ［OS32Cへ設定を送信/設定モー

ドへの移行］ から、 ［変更し た項目］ を ク リ ッ ク し ます。 メ ッ セージに従って設定を行って く だ さい。

図3-75 OS32Cへ設定を送信

12. 表示される メ ッ セージにし たがいOS32Cを リ セ ッ ト し ます。 以上で設定は終了です。

・ テ ィ ーチングモー ド では、 テ ィ ーチングデータ確定の際100mm （検知距離が3m以下の場合） または110mm （検知距離が3m

を超える場合） が自動的に差し引かれて登録されます。

・ 「テ ィ ーチング」コマン ド実行時に10mを超える範囲で警告エ リ アの設定を行う こ とはできません (形OS32C-□□□-4M使用

時は、 警告エ リ アは15 mを超える こ とができません)。 「エ リ ア設定」 または 「形状の変更」 コマン ド で警告エ リ アの形状を

修正し て く だ さい。

13. モニ タ リ ングモー ド中に メ ッ セージが表示され、 エ リ アが基準点監視領域を含んでいる こ とが示され

ます。

図3-76 基準点監視の表示
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モニ タ リ ングモー ド

設定ツールでは制御対象の機械を停止する こ と な く OS32Cのスキャ ンエ リ ア情報を リ アルタ イムで表示する

こ とができます。 モニ タ リ ングモー ドは、 作業者権限、 保守管理者権限、 管理者権限のいずれでOS32Cにロ

グオン し ていても使用できます。

モニ タ リ ングモー ド を開始するには ［ユーテ ィ リ テ ィ ］ メ ニューから ［システムモニ タ リ ング］ を選択し ま

す。 終了は同様に選択し、 ［システムモニ タ リ ング］ のチ ェ ッ クが消えている こ と を確認し て く だ さい。

図3-77 システムモニ タ リ ング

モニ タ画面の最も外側の境界はOS32Cのスキャ ンエ リ アを示し ています。

防護エ リ アに侵入し ている領域は赤色、 警告エ リ ア1に侵入し ている領域はピン ク色、 警告エ リ ア2に侵入し

ている領域は黄色、 侵入の無い領域は緑色の点で表示されます。

［エ リ アセ ッ ト 選択］ で選択し たエ リ アを紫色で表示し ます。

モニ タ リ ングモー ド では、 ツールバー上にOS32Cの状態が表示されます。

また、 モニ タ リ ングモー ド中には、 制御出力の状態、 警告出力と補助出力、 エ リ ア選択入力の状態、 7セグ メ

ン ト 表示が回転ツールバー上に表示されます。

図3-78 
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システムモニ タ リ ングの記録

リ アルタ イムのシステムモニ タ リ ングを フ ァ イルに記録する こ とができます。 本オプシ ョ ンはOS32Cに作業

者または管理者モー ド でログオン し た場合のみ有効です。 記録の保存先や記録時間を指定する こ と もできま

す。 さ らに、 [システムイベン ト 発生時に記録する]を使用する と、 エ リ アへの侵入時にスナ ッ プシ ョ ッ ト (最

大200フ レーム、 8秒間)が記録されます。

 

・ PCがスク リーンセーバーモー ド に切り替わった場合でも、 記録は中断されません。

・ 最低記録時間は5秒です。 最大記録時間は記憶装置の種類によ って決ま り ます。 NTFSタ イプの記憶装置では最大96時間、

　 FAT32タ イプの記憶装置では最大4時間です。

・ 書換可能なCDは書き込み速度が遅いため、 できるだけ使用を避けて く だ さい。

リ アルタ イムモニ タ リ ングを記録する

1. [ユーテ ィ リ テ ィ ]メ ニューよ り[システムモニ タ リ ングを記録]を選択し ます。

2. 記録方式を選択し、 次に記録時間またはイベン ト 当た りの記録する フ レーム数および記録の保存先を

指定し ます。 [ システムイベン ト 発生時に記録する ] を選択し た場合は、 必ず ト リ ガーの種類の中から

少な く と も1つを選択し て く だ さい。

図3-79 全スキャ ンを記録

図3-80 システムイベン ト 発生時の記録
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システムイベン ト 発生時の記録を選択し た場合、 記録される フ レーム数はイベン ト の前後で半分ずつにな り ます。

3. [OK]を ク リ ッ ク し ます。

4. 記録操作パネルで記録時間を15秒、 30秒、 45秒、 または1～5分単位で延長する こ とができます。 記録

はいつでも止める こ とができます。

図3-81 記録操作パネル

5. システムイベン ト 発生時の記録中にイベン ト が検知されない場合、 モニ タ リ ング情報はフ ァ イルに書

き込まれません。 フ ァ イルの再生を選択し ている場合、 次の メ ッ セージが表示されます。

図3-82 再生用モニ タ リ ング情報な し
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システムモニ タ リ ングの再生

過去に記録し たシステムモニ タ リ ングフ ァ イル （*.rc2） は、 設定ツールによ り いつでも再生可能です。

1. [ユーテ ィ リ テ ィ ]メ ニューよ り、 [システムモニ タ リ ングを再生]を選択し ます。

2. 過去に保存し たフ ァ イルを選択し、 再生し ます。

3. 再生操作パネルで再生、 一時停止、 早送り、 巻き戻し、 終了等を操作し ます。

図3-83 再生操作パネル

スク ロールバーを ク リ ッ クする と、 10フ レーム早送り または巻き戻し ます。

スク ロールバーの両端の矢印を1回ク リ ッ クする と、 1スキャ ン分移動し ます。

を ク リ ッ クする と、 次のシステム停止イベン ト まで早送り または巻き戻し ます。
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エラーログの読み込み

センサブロ ッ ク と I/Oブロ ッ クそれぞれにエラーログがあ り ます。 エラーログには新しいエラーが最大100個

まで記録され、 最も最近に起こ ったエラーが最初に表示されます。

エラーログを取得する手順は以下にな り ます。

1. ［ユーテ ィ リ テ ィ ］ メ ニューよ り ［エラーログの読み込み］ を選択し ます。

2. センサブロ ッ クまたはI/Oブロ ッ ク を選択し ます。

3. エラーログを印刷またはテキス ト フ ァ イルに保存し ます。

以下に印刷し た場合のサンプルを示し ます。 （テキス ト 保存の場合は別のフ ォームと な り ます）

図3-84 エラーログ

Page 1 of 14

Omron Scientific Technologies, Inc.
OS32C Configuration Tool - 2.2.
2017 11 27  - 14:26:19

: AS12950T
I/O : AS12950B

: 4.6
: OS32C

: 2.0.0 
FPGA : 1.0

FPGA : 1.0
 (h:mm): 3:09

: OS32C
OS32C : OS32C

: 0.4°
 (cm): 7.0

Ethernet

IP : 169.254.3.20
: 255.255.0.0

: n/a
DHCP:
MAC : 00-0C-51-02-2E-92

 - 

 67:   0x42 EDM_FAULT_AFTER_OSSD_ACTIVATION
: ON

 1: 
 2: 

: 0x00 CRITICAL  (h:mm): 3:00
: RUN  (°C): 29

: 4.6 FPGA : 1.0
: AS12950T I/O : AS15598B

: 0100-01287

 66:   0x40 GENERAL_EDM_FAULT
:

 1: 
 2: 

: 0x00 CRITICAL  (h:mm): 0:39
: RUN  (°C): 33

: 4.6 FPGA : 1.0
: AS12950T I/O : AS12950B

: 0100-01105

 65:   0x40 GENERAL_EDM_FAULT
:

 1: 
 2: 

: 0x00 CRITICAL  (h:mm): 0:38
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ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ン

OS32Cのウ ィ ン ド ウを交換する際、 ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ンを行う必要があ り ます。 ウ ィ ン ド ウを交

換する場合以外はウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ンを行わないで く だ さい。

ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ンでは、 OS32Cのウ ィ ン ド ウの透過率を測定し てそのし きい値を リ セ ッ ト し、

ウ ィ ン ド ウ汚れ警告検知の基準に使用し ます。 この操作を実行するためには、 管理者権限でログオンする必

要があ り ます。

ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ンは必ず管理者が行って く だ さい。 新しいウ ィ ン ド ウのウ ィ ン ド ウ

キャ リ ブレーシ ョ ンを行う前に、 ウ ィ ン ド ウに汚れや傷、 埃、 指紋がないこ と を確認し て く だ さ

い。 ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ンは5～35℃の環境下で実施し て く だ さい。 ウ ィ ン ド ウの状態

の確認を怠った り、 ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ン中の環境条件を適切に設定し なかった場合、

OS32Cの物体検知能力が低下する場合があ り ます。

手順は以下のとお り です。

1. ［ユーテ ィ リ テ ィ ］ メ ニューよ り ［ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ン］ を選択し ます。

2. 以下の画面が表示されます。 よろ しければ ［OK］ を ク リ ッ ク し て く だ さい。

図3-85 ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ン

3. ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ンが始まる と以下のよ う な画面が表示されます。

図3-86 ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ン開始
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4. キャ リ ブレーシ ョ ンが成功する と以下のよ う な画面が表示されます。 よろ しければ ［はい］ を ク リ ッ

ク し て く だ さい。

図3-87 ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ン成功

ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ンデータの変更を確認し、 OS32Cがリ セ ッ ト されるのを待ちます。 キャ

リ ブレーシ ョ ンは以上で終了です。

キャ リ ブレーシ ョ ンに失敗する と、 以下のよ う な画面が表示されます。 原因と し て、 ウ ィ ン ド ウの交

換時にウ ィ ン ド ウやダス ト 検知面が汚れた可能性があ り ます。 ウ ィ ン ド ウの内外と ダス ト 検知面を柔

らかい布などで清掃し て く だ さい。

図3-88 ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ン失敗
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設定ツールのオプシ ョ ン変更

こ こでは設定ツールのオプシ ョ ン変更の手順を説明し ます。

1. ［ユーテ ィ リ テ ィ ］ メ ニューの ［オプシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し て く だ さい。

2. オプシ ョ ン画面が表示されます。

図3-89 設定ツールのオプシ ョ ン変更

3. 変更し たい項目を編集し ます。

4. 設定が完了し たら ［保存］ を ク リ ッ ク し て く だ さい。

5. 以下の画面が表示されます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し て く だ さい。

図3-90 オプシ ョ ン変更の適用
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防護エ リ ア設定時の注意

設定ツールでエ リ ア設定を行う際、 実際には無効なエ リ ア設定を し て し ま う場合があ り ます。 無効なエ リ ア

設定とは、幅70mm （OS32Cの最小検出物体直径） よ り も狭い範囲で設定された凹凸部分に相当し ます。OS32C

を中心にし て、 半径4m以内の設定距離でこれらの無効なエ リ アが設定される こ とがあ り ます。

幅70mm未満の狭い突出し たエ リ アは無効なエ リ ア設定です。 設定ツールでは突出し た防護エ リ アを作成し、

OS32Cに登録する こ とができますが、 実際には下図のよ う な70mm未満の突出部分では物体を検知できませ

ん。 図3-91を参照し て く だ さい。

図3-91 突出部のエ リ ア設定

幅70mm未満の狭い凹んだエ リ アも同様に無効です。 設定ツールでは凹んだ防護エ リ アを作成し、 OS32Cに登

録する こ とができますが、 実際には下図のよ う な70mm未満の凹部は防護エ リ アを2つに分けなければな り ま

せん。 図3-92を参照し て く だ さい。

図3-92 凹部のエ リ ア設定
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デフ ォル ト 設定へ戻す

こ こでは、 OS32Cを リ セ ッ ト し て工場出荷時のデフ ォル ト 設定に戻す方法を説明し ます。

注意: 設定ツールバージ ョ ン2.0.12以降が必要です。 

1. 管理者権限でOS32Cにログオン し ます。

2. ［設定］ メ ニューから ［デフ ォル ト 設定に リ セ ッ ト ］ を選択し ます。

図3-93 デフ ォル ト 設定に リ セ ッ ト

3. 以下の画面が表示されます。 続ける場合は ［はい］ を、 キャ ンセルする場合は ［いいえ］ を ク リ ッ ク

し て く だ さい。

図3-94 リ セ ッ ト の確認 
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4. 設定ツールがネ ッ ト ワーク上に1台のみのOS32Cを検出する と、以下の画面が表示されます。 よろ しけ

れば ［はい］ を ク リ ッ ク し て く だ さい。

図3-95 1台検出の確認

設定ツールがネ ッ ト ワーク上に複数のOS32Cを検出する と、設定を リ セ ッ ト するOS32Cについて4桁の

コー ド を入力するよ う 要求されます。

図3-96 OS32Cの識別

5. 約80秒後にOS32Cがデフ ォル ト 設定に戻り ます。

図3-97 リ セ ッ ト
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6. リ セ ッ ト が完了する と以下の画面が表示されます。OS32Cから設定を読み出す場合は ［はい］ を ク リ ッ

ク し て く だ さい。

図3-98 リ セ ッ ト 完了
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設置時の注意点

こ こではOS32Cの設置位置を決定する際の注意点を説明し ます。

OS32C を設置する場合は、 ガラスで遮った り、 囲いで覆った り し ないで く だ さい。 検知能力の低

下によ って、 万一の場合には重傷や死亡に至る恐れがあ り ます。

白熱光、 ス ト ロボラ イ ト 、 赤外センサ光などの照明環境ではOS32Cの動作に影響を与える場合が

あ り ます。

霧、煙、蒸気、その他の微粒子のある周囲雰囲気ではOS32Cの動作に影響を与える場合があ り ます。

外乱光がOS32Cの通常の動作を妨害する場合があ り ます。 外乱光による妨害で安全が脅かされる こ とはあ り

ませんが、 制御対象の機械が誤って停止する こ とがあ り ます。

外乱光がOS32Cに入光するよ う な環境下ではOS32Cのレーザ走査面と外乱光の光源との角度を ±5°以上離

し て く だ さい。 .

図4-1 外乱光源との角度

複数のOS32Cを使用する場合

2つのOS32Cが相互干渉する場合があ り ます。 同じ場所でOS32Cを複数使用する場合は、 以下の要領で相互干

渉を防止し て く だ さい。

･OS32Cを傾けて走査面をオフセ ッ ト するよ う調整し ます。

･OS32Cを設置する高さ を変えて走査面をオフセ ッ ト するよ う調整し ます。

･OS32Cを調整し て、 走査面をずら し、 スキャニング回数 （応答時間） を増加させます。

･遮光板を設置し て、 レーザ光が他のOS32Cに入光し ないよ う にし ます。
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図4-2 傾けて走査レベルをオフセ ッ ト

 

図4-3 設置する高さ を変えて平行走査レベルをオフセ ッ ト

OS32Cを隣接し て設置する際は高さ を変更するほうが効果的です。 また、 傾けて調整する際、 外部からの光源の状態

（自然光やハロゲン光） によ っては下向きに調整するほうが効果的な場合があ り ます。

図4-4 遮光板による分離

遮光板の材質によ っては反射光の影響を助長し て し ま う可能性があ り ます。 反射しに く い材質のもの （つや消しかつ

黒色の紙素材 ・ 布素材 ・ ビロー ド素材など） を選定し て く だ さい。
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壁からの距離

防護エ リ アまたは警告エ リ アを設定する と きは、 壁から100mm以上(検知距離が3m以下の場合)または110mm

以上(検知距離が3mを超える場合)離し て設定し て く だ さい。

テ ィ ーチングを行った場合は、 自動的に壁などから100mm(検知距離が3m以下の場合)または110mm(検知距離

が3mを超える場合)離し てエ リ ア設定されます。

図4-5 壁からの距離
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据え置き用途への使用

据え置き用途における設置方法
位置

OS32Cは、 防護エ リ アが走査対象の危険エ リ ア全体を網羅する位置に取りつける必要があ り ます。

走査できない領域 （障害物の裏側） は、 障壁などその他の手段を講じ て安全を確保し なければな り ま

せん。

イ ン ターロ ッ ク を解除するスイ ッ チは、 監視エ リ ア全体が見え、 イ ン ターロ ッ ク解除スイ ッ チを監視

エ リ ア内部から触れる こ とができないよ う な位置に取りつける必要があ り ます。

設置高さ （レーザ走査面の位置）

OS32Cの設置高さは非常に重要です。 以下のこ と を考慮し て設置高さ を決定し て く だ さい。

検知エ リ アの下を く ぐ った り、 検知エ リ アの影に隠れた り、 あるいは検知エ リ アの上をまたぐ こ とに

よ って危険エ リ アに近づ く こ とができないよ う に設置し なければな り ません。 ISO 13855 （次ページ参

照） に従って、 設置高さが200mmを超える場合には、 防護エ リ アの下を通って侵入する可能性を リ ス

クアセス メ ン ト にて検討し て く だ さい。 また、 OS32Cのレーザ走査面の取りつけ位置の誤差の影響を

避けるため、 設置高さが150mm未満になるよ う な取り付けは推奨し ません。

さ らに、 以下の点に注意し て く だ さい。

･ 湿気や埃を防ぐ よ う に設置し て く だ さい。

･ 各表示灯が見えるよ う に設置し て く だ さい。

･ 過度の衝撃や振動を受ける場所はさけて く だ さい。

図4-6 設置高さ
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設定
危険なエ リ アを検知する用途に使用する場合、ス ター ト ／リ ス ター ト イ ン ターロ ッ ク モー ド を使用し、

また、 機械に適用される規制を遵守し て く だ さい。

分離距離 （防護エ リ アに必要な奥行き）

防護エ リ アに侵入し てから機械の危険なポイ ン ト に達するまでに機械が停止するよ う に防護エ リ アを

必ず設定し て く だ さい。 ISO 13855規格にし たがい、 最小分離距離を計算し て く だ さい。 ISO 13855に

よる、 危険エ リ アから防御エ リ アの外側の境界線までの最小分離距離Sは、 以下のよ う に計算されま

す。

S = (K x T) + DDS + Z

こ こで、

S = 危険エ リ アから防護エ リ アの外側の境界線までの最小分離距離 （mm)

K = 接近速度 （mm/s) (K = 1600 mm/s）

T = システム全体の応答時間。 防護エ リ アへ侵入し てから機械が停止するまでの遅延時間の合計 （s）

（T = t1 + t2 + t3）

t1 = OS32Cの応答時間

t2 = 機械の停止時間 （機械が停止信号を受けてから機械の危険部が停止するまでの時間）

t3 = マルチエ リ アを使用し た場合の追加遅延時間 （t3 = 10 ms.）

DDS = 保護機器に関連する到達距離 （DDS = 1200 mm）

Z = 追加距離係数 （最大計測誤差） （Z = Z1 + Z2)

Z1 = OS32Cの計測誤差 （100mm(検知距離が3m以下の場合)/110mm(検知距離が3mを超える場合)）

Z2 = 反射面の影響による誤差 ( 反射面の影響による追加誤差 p.141 )

設定情報のド キュ メ ン ト 作成

設定担当者は、 設定情報を記録、 印刷し、 レポー ト に署名し なければな り ません。

･プ リ ン タ をPCに接続し ます。

･設定ツールの[フ ァ イル］ メ ニューから ［設定情報印刷］ を選択し ます。

･レポー ト を印刷し ます。

･レポー ト に署名し て日付を記入し、 常時見られる場所にフ ァ イルし ます。
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設定例 ： 工作台への設置 （1）
工作台にアンダーカ ッ ト を設けずにOS32Cを取りつける場合の設定例です。

図4-7 工作台への設置

仕様

K = 1600 mm/s

T = t1 + t2

t1 = 0.08 s ： OS32Cの応答時間 (s)

t2 = 0.2 s ： 機械の応答時間を含む停止時間 (s)

DDS = 1200 mm

Z = Z1 + Z2

Z1 = 110 mm ： OS32Cの計測誤差 (mm)

（検知距離が3m以下の場合100mm、 検知距離が3mを超える場合110mm）

Z2 = 0 mm ： 反射面の影響による追加誤差 (mm)

（この例では周り に反射面がないので Z2=0 と し ています。 図 7-3 参照）
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分離距離Sの計算

S = (K x T) + DDS + Z

= 1600 mm/s x (0.08 s+0.2 s) + 1200 mm + 110 mm *

= 448 mm + 1200 mm +110 mm *

= 1758 mm

* 検知距離が3m以下の場合は100mm、 検知距離が3mを超える場合は110mmです。

OS32Cには図4-8のよ う に異なるい く つかの取りつけ方法があ り、 それぞれSFdistance （取りつけ面と

OS32Cとの間に発生するデッ ド スペース。 図4-7参照） が異な り ます。

図4-8 SFdistanceの寸法

取りつけ方法の決定後、 デッ ド スペースへの侵入を防ぐために追加の防護策を講じ て く だ さい。

反射面の影響による追加誤差Z2について

①防護エ リ アの最先端から、 1.2m以内に高反射率の面、 または物体がある場合

（アク リル板、 ステンレス、 反射テープ、 鏡など）

②防護エ リ アの最先端から、 1.2m以内に低反射率の面、 または物体がある場合

（塗装仕上げされた装置など）

上記のどち らかの条件を満たす場合、 追加誤差Z2を防護エ リ アに加える必要があ り ます。

反射面の影響による追加誤差 p.141 
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設定例 ： 工作台への設置 （2）
工作台にカバーを取りつけ、 アンダーカ ッ ト を設けてOS32Cを取りつける場合の設定例です。

OS32Cは防護エ リ ア と危険エ リ アの間に作業者が立てないよ う に設置する必要があ り ます。

図4-9のよ う なカバーの設置、または工作台にアンダーカ ッ ト を設けるなど し て作業者がデッ ド スペー

スに立てないよ う にし て く だ さい。

図4-9 カバー付き工作台への設置

図4-9のよ う にデッ ド スペースを隠すよ う にカバーを取りつけてアンダーカ ッ ト  Ｕ ≧ SFdistanceを満

たすこ とによ り、 デッ ド スペースに人が立てな く な り ます。

分離距離Sの計算例、 SFdistanceについては設定例 ： 工作台への設置 （1） と同様です。

設定例 ： 人体の侵入防護
垂直な検知面への侵入防護のアプ リ ケーシ ョ ン例を以下に示し ます。

･ OS32Cは、 IEC 61496-3に規定する人体の侵入防護にし たがい、 基準点監視機能 （RBM） を適用する

必要があ り ます。

詳し く は23ページ 「基準点監視機能(RBM)」 を参照し て く だ さい。

･ 適切な検知に必要な応答時間は80msです。 応答時間が80msを超える場合、 状況によ り速度1.6m/sで

移動する70mmの物体を検出できない場合があ り ます。

（この例では周り に反射面がないので Z2=0 と し ています。 図 7-3 参照）
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･ 防護エ リ ア と機械の危険源の間に空間がある場合、 追加の防護策を講じ る必要があ り ます。

図4-10 垂直防護設置

S = （K × T） ＋ DDT + Z

S = 危険エ リ アから防護エ リ アの外側の境界線までの最小分離距離 （mm)

K = 接近速度 （mm/s) (K = 1600mm/s）

T = システム全体の応答時間。 防護エ リ アへ侵入し てから機械が停止するまでの遅延時間の合計 （s）

（T = t1 + t2）

t1 = OS32Cの応答時間

t2 = 機械の停止時間 （機械が停止信号を受けてから機械の危険部が停止するまでの時間）

DDT = 垂直検出区域を通し ての到達距離

Z = 追加距離係数

分離距離の計算例

K = 1600mm/s ： 接近速度係数

T = t1 + t2 = 0.58s ： システム全体の応答時間

t1 = 0.08s ： OS32Cの応答時間 （調節可能）

t2 = 最大0.5s ： 機械の完全停止にかかる時間

DDT = 850 mm。 垂直検出区域を通し ての到達距離 （分解能70mmの場合）

Z = 0

S = K x T + DDT + Z = 1600 x 0.58 + 850 + 0 = 1778 mm

設定例 ： 手の侵入防護 
垂直な検知面への手の侵入防護のアプ リ ケーシ ョ ン例を以下に示し ます。

･ OS32Cは、 IEC 61496-3に規定する人体の侵入防護にし たがい、 基準点監視機能 （RBM） を適用する

必要があ り ます。

詳し く は23ページ 「基準点監視機能(RBM)」 を参照し て く だ さい。
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･ このアプ リ ケーシ ョ ン例では、 OS32Cの最小検出物体直径は30mmまたは40mmに設定する こ とがで

きます。 この場合の適切な検知に必要な応答時間は80msです。

･ 防護エ リ ア と機械の危険部の間に空間がある場合は、 追加の安全対策を講じ る必要があ り ます。

･ 検知エ リ アの最大範囲は、 検出物体直径の設定によ って決ま り ます。 表2-7を参照し て く だ さい。

･ 分離距離は、 危険部が完全に停止する前に作業者が到達できないよ う適切に設定し て く だ さい。

図4-11 手の侵入防護

S = （K × T） ＋ DDT + Z

S = 危険エ リ アから検知点、 検知線、 検知面、 または検知エ リ アまでの最小分離距離 （mm）

K = 接近速度 （mm/s） （K = 1600mm/s）

T = システム全体の応答時間。 防護エ リ アへ侵入し てから機械が停止するまでの遅延時間の合計 （s）

（T = t1 + t2）

t1 = OS32Cの応答時間

t2 = 機械の停止時間 （機械が停止信号を受けてから機械の危険部が停止するまでの時間）

DDT =垂直検出区域を通し ての到達距離 （mm） （8 x （d-14mm））

d = OS32Cの最小検出物体直径 （mm）

Z = 追加距離係数

分離距離の計算例 （最小検出物体直径が30mmの場合）

K = 1600mm/s ： 接近速度係数

T = t1 + t2 = 0.58s ： システム全体の応答時間

t1 = 0.08s ： OS32Cの応答時間 （調節可能）

t2 = 最大0.5s ： 機械の完全停止にかかる時間

DDT = 8 （30-14mm）

Z = 0

S = K x T + DDT + Z = 1600 x 0.58 + 128 + 0 = 1056mm

計算値が500mmを超える場合は、 この計算値を設備に適用できます。Sの最小値は500mmを超えている

必要があ り ます。
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移動設備への使用

無人搬送車 （AGV） 用途における設置方法
AGVなどの移動設備にOS32Cを使用する場合、 私有地でのみ使用し て く だ さい。 公道で使用する こ と

はできません。 また、 モータ搭載のAGV車両でのみOS32Cを使用 く だ さい。 さ らに、 AGV メ ーカの推

奨項目にも従って く だ さい。

設置の高さ

OS32CはAGVの軌道上で水平に検知エ リ アをスキャ ンできるよ う に設置する必要があ り ます。

走査面の設置高さは200mmを超えないよ う に設置する必要があ り ます。 150mmの高さの物体を検知で

きるよ う に、 走査面の設置高さは150mmを推奨し ます。 設置後、 検知エ リ ア全体で150mmの物体を検

知できるか検証テス ト を実施する必要があ り ます。

図4-12 無人搬送車への設置

前面に突き出し て設置する場合

車両前面に取りつける必要がある場合、 デッ ド スペースの発生を防止する必要があ り ます。 OS32C を

前面に埋め込んで搭載する とOS32Cのデッ ド スペースを最小に押さ えられます。3秒以内に0.3m/secを

上回る速度で移動する車両では、 人が非検知エ リ アに立つこ と を防止するためにデ ッ ド スペースを最

小化し なければな り ません。 また、 デ ッ ド スペースでの人体防護のためにカバーやバンパースイ ッ チ

など追加の安全対策を講じ る必要があ り ます。

図4-13 車両前面に突き出し て設置する場合
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前面に埋め込んで設置する場合

前面に埋め込んで設置する こ と でデッ ド スペースを最小に抑える こ と もできます。 ですが、 OS32C を

車両内部に深 く 埋め込みすぎる と図4-14のよ う なデッ ド スペースが発生し、 OS32Cは一部の領域を走

査する こ とができな く な り ます。 0.3ｍ/秒を上回る速度で移動する車両では、 追加の安全対策を講じ

る必要があ り ます。

図4-14 AGVの車体に設置

 OS32Cの取りつけ

OS32Cには図4-15のよ う な異なるい く つかの取りつけ方法があ り、 それらに応じ たDFdistance （デ ッ

ド スペースを最小限に抑えられる埋め込み可能な長さ） を考慮する必要があ り ます。

また、 デッ ド スペースへ人が侵入できないよ う に追加の防護策を講じ る必要があ り ます。 .

図4-15 DFdistanceの寸法
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無人搬送車 （AGV） 用途における設定方法
分離距離 （防護エ リ アに必要な奥行き）

IEC 61496-3規格を使用し て、 AGVの最小分離距離を計算できます。 AGVの分離距離Sは、 以下の式を

用いて計算し ます。

S = 危険エ リ アから防護エ リ アの外側の境界線までの最小分離距離(mm)

Sp = AGVの最大停止距離(mm)

Z = 追加距離係数 （最大計測誤差）

とする と、 最小分離距離Sは以下のよ う に計算されます。

S = Sp + Z

SP = (Vmax. x T) + Sbrake

Z = Z1 + Z2 + Zgc + Zbf

Vmax = AGVの最大速度(mm/s)

T = 以下の合計からなるシステム全体の応答時間 （s） （T = t1 + t2 + t3）

t1 = OS32Cの応答時間

t2 = AGVの応答時間

t3 = マルチエ リ アを使用し た場合の追加遅延時間 （t3 = 10 ms.）

Sbrake = メ ーカ資料によるAGVのブレーキ停止距離(mm)

Z1 = OS32Cの計測誤差 = 100mm(検知距離が3m以下の場合)

110mm(検知距離が3mを超える場合)

Z2 = 反射面の影響による追加誤差 ( 反射面の影響による追加誤差 p.141 )

Zgc = AGVの下面と地面との間に隙間が十分ない場合の安全係数 (  図4-16).

Zbf = 摩擦等の影響でAGVのブレーキの効きが悪 く なった場合の安全係数

図4-16 地面との隙間が少ない場合の安全係数

分離距離 （防護エ リ アに必要な幅）

Sw = 防護エ リ アの幅の最小分離距離(mm)

Vw = AGVの幅(mm)

Z = 追加距離係数 （最大計測誤差）

とする と、 防護エ リ アの幅の最小分離距離SWは以下のよ う に計算されます。

SW = VW + 2 x Z
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Z = Z1 + Z2 + Zgc + Zbf 

Z1 = OS32Cの計測誤差 = 100mm(検知距離が3m以下の場合)

110mm(検知距離が3mを超える場合)

Z2 = 反射面の影響による追加誤差 ( 反射面の影響による追加誤差 p.141 )

Zgc = AGVの下面と地面との間に隙間が十分ない場合の安全係数 (  図4-16).

Zbf = 摩擦等の影響でAGVのブレーキの効きが悪 く なった場合の安全係数

設定例 ： AGVでの使用

図4-17 AGVへの設置

仕様

SP = 1600 mm ： AGVの最大停止距離

VW = 1100 mm ： AGVの幅

Z1 = 110 mm ： OS32Cの計測誤差 *

Z2 = 0 mm ： 反射面の影響による追加誤差 （周り に反射する面 ・ 物体がない場合）

Zgc = 50 mm ： AGVの下面と地面とのク リ アラ ンスが十分ない場合の安全係数

Zbf = 100 mm ： 摩擦等の影響でAGVのブレーキの効きが悪 く なった場合の安全係数

設置位置 = 中央

分離距離 （防護エ リ アの奥行き） の計算例

S = SP + Z

= SP + Z1 + Z2 + Zgc + Zbf

= 1600 mm + 110 mm * + 0 mm + 50 mm + 100 mm 

= 1860 mm

分離距離 （防護エ リ アの幅） の計算例

SW = VW + 2 x Z

= VW + 2 x (Z1 + Z2 + Zgc + Zbf)

= 1100 mm + 2 x (110 mm * + 0 mm + 50 mm + 100 mm)

= 1620 mm

* 検知距離が3m以下の場合は100mm、 検知距離が3mを超える場合は110mmです。



108

第
 4

章

OS32C
ユーザーズマニュアル

設置

反射面の影響による追加誤差Z2について

以下のどち らかの条件を満たす場合、 追加誤差Z2を防護エ リ アに加える必要があ り ます。

①防護エ リ アの最先端から、 1.2m以内に高反射率の面、 または物体がある場合

（アク リル板、 ステンレス、 反射テープ、 鏡など）

②防護エ リ アの最先端から、 1.2m以内に低反射率の面、 または物体がある場合

（塗装仕上げされた装置など）

反射面の影響による追加誤差 p.141 

 AGVの規格について
安全距離は各国の規格や機械の個別規格によ って異な り ます。 必ず関連規格を参照し て く だ さい。

･ASME/ANSI B56.5

･EN 1493

･EN ISO 3691-4

･IEC/EN IEC 61496-3
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外形寸法図

 OS32C背面コー ド接続タ イプ/EtherNet/IP対応背面コー ド接続タ イプ

(形OS32C-BP/-BP-4M/-BP-DM/-BP-DM-4M)

図4-18 OS32C背面コー ド接続タ イプ寸法図

 OS32C左側コー ド接続タ イプ/EtherNet/IP対応左側コー ド接続タ イプ

(形OS32C-SP1/-SP1-4M/-SP1-DM/-SP1-DM-4M)

図4-19 OS32C左側コー ド接続タ イプ寸法図
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 OS32C＋ウ ィ ン ド ウ保護カバー寸法図

図4-20 OS32C＋ウ ィ ン ド ウ保護カバー 形OS32C-BKT4寸法図

 OS32C＋ウ ィ ン ド ウ保護カバー組立図

図4-21 OS32C＋ウ ィ ン ド ウ保護カバー 形OS32C-BKT4組立図

上面図
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 OS32C＋簡易取りつけ金具寸法図

図4-22 形OS32C-BKT3を使用し た状態の外形寸法図

 OS32C＋簡易取りつけ金具

図4-23 形OS32C-BKT3を使用し た状態の組立図
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 OS32C＋簡易取りつけ金具＋ウ ィ ン ド ウ保護カバー寸法図

図4-24 OS32C＋簡易取りつけ金具 形OS32C-BKT3+ウ ィ ン ド ウ保護カバー 形OS32C-BKT4寸法図

 OS32C＋簡易取りつけ金具＋ウ ィ ン ド ウ保護カバー組立図

図4-25 OS32C＋簡易取りつけ金具 形OS32C-BKT3+ウ ィ ン ド ウ保護カバー 形OS32C-BKT4組立図
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 OS32C＋底面/側面取りつけ金具

図4-26 形OS32C-BKT1を使用し た状態の外形寸法図

 OS32C＋底面/側面取りつけ金具組立図

図4-27 形OS32C-BKT1を使用し た状態の組立図
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 OS32C＋底面/側面取りつけ金具＋ウ ィ ン ド ウ保護カバー組立図

図4-28 形OS32C-BKT1＋形OS32C-BKT4を使用し た状態の外形寸法図

 OS32C＋底面/側面取りつけ金具＋ウ ィ ン ド ウ保護カバー組立図

図4-29 形OS32C-BKT1＋形OS32C-BKT4を使用し た状態の組立図
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 OS32C＋縦横回転金具寸法図

図4-30 形OS32C-BKT1＋形OS32C-BKT2を使用し た状態の外形寸法図

 OS32C+縦横回転金具組立図

図4-31 形OS32C-BKT1＋形OS32C-BKT2を使用し た状態の組立図
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 OS32C＋縦横回転金具＋ウ ィ ン ド ウ保護カバー寸法図

図4-32 形OS32C-BKT1＋形OS32C-BKT2＋形OS32C-BKT4を使用し た状態の外形寸法図

 OS32C＋縦横回転金具＋ウ ィ ン ド ウ保護カバー組立図

図4-33 形OS32C-BKT1＋形OS32C-BKT2＋形OS32C-BKT4を使用し た状態の組立図
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取りつけス タ ン ド

図4-34 取りつけス タ ン ド キッ ト

図4-35 形OS32C-MT取りつけス タ ン ド組立図

取りつけス タ ン ド には、 左側コー ド接続タ イプ （形OS32C-SP1/形OS32C-SP1-DM） を使用し て く だ さい。 背面コー

ド接続タ イプ （形OS32C-BP/形OS32C-BP-DM） は取りつけできません。
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締めつけ ト ルク

下記の表を参照し て く だ さい。

表4-1 

電源コー ド

図4-36 電源コー ドの外形寸法図

 イーサネ ッ ト ケーブル
標準ケーブルは形XS5□スマー ト ク リ ッ クにな り ます。 取り扱い方法は次のページを参照し て く だ さ

い。

図4-37 イーサネ ッ ト ケーブルの外形寸法図

ボル ト 径 締めつけ ト ルク

M3.5 1.4 N･m

M5 3.4 N･m

M6 3.6 N･m

M8 3.6 N･m
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形XS5□ スマー ト ク リ ッ ク コネク タ （オムロン製） の接続
形XS5□のプ ラグと ソケ ッ ト を接続する

(1) ソケ ッ ト の極性キーにプ ラグの突起を合わせて挿入し ます。

図4-38 極性キーに合わせる

(2) 刻みの付いたプ ラグのグ リ ッ プを押さ え、 ソケ ッ ト に挿入し ます。 

図4-39 ソケ ッ ト に挿入

(3) 刻みの付いたプ ラグのグ リ ッ プを時計回り に約45度回し ます。

カチ ッ と音がする と コネク タがロ ッ ク されます。 また、 位置合わせマークによ り プ ラグと ソケ ッ ト が

ロ ッ ク されたこ と を確認できます。

図4-40 コネク タのロ ッ ク
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電源ユニ ッ ト について

OS32Cの各ラ イ ンをDC30Vを超える、 または16.8V以下のDC電源に接続し ないで く だ さい。 また、

AC電源にも接続し ないで く だ さい。 感電の可能性があ り危険です。

OS32CがIEC 61496-1およびUL 508を満たすために、 DC電源ユニ ッ ト は下記の項目すべてを満た

すよ う にし て く だ さい。

･定格の電源電圧内 （DC24V +25%/-30%） である

･EMC指令適合 （工業環境）

･一次回路、 二次回路間が二重絶縁あるいは強化絶縁

･過電流保護特性が自動復帰

･出力保持時間が20ms以上

･UL 508で定義される ク ラス2回路または制限電圧電流回路の出力特性要求を満たす。

･OS32Cが使用される国、 地域でのEMCと電気機器安全に関する法規 ・ 規格に従う電源である。

(例 ： EUではEMC指令、 低電圧指令に適合の電源である こ と)

感電保護のために危険電圧 （AC230Vなど） から二重絶縁あるいは強化絶縁によ り絶縁し て く だ

さい。

コー ド延長は規定以内の長さ と し て く だ さい。 安全機能が正常に動作し ない可能性があ り危険で

す。

他の機器と電源を共用する こ とによ って ノ イズの影響や電圧降下などの影響を受ける可能性があ り ます。

他の機器と電源を共用せず、 安全関連装置専用の電源とする こ と を推奨し ます。
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配線についての補足

設置時のケーブル保護 ：

設置時にはケーブルが破損し ないよ う十分に注意し、 適切な引き回し を行って く だ さい。

コネク タの絶縁 ：

コネク タは、 電源入力線およびシステム信号線の短絡を防ぐため適切に絶縁されている ものを使

用し て く だ さい。

機能接地 ：

OS32Cシステムは機能接地接続が必要です。 機能接地を正極接地系統に接続し ないで く だ さい。

正極接地に対し て接続された場合、 制御対象の機械を停止できず人体に深刻な被害を与える こ と

があ り ます。

OS32Cと外部装置を配線する場合は、 EN 60204-1規格の配色規定に従って く だ さい。
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入出力信号

OS32Cの配線接続について説明し ます。 各配線は、 ピン番号、 入出力タ イプおよび入出力名で種別されます。

図5-1 電源/制御コネク タ、 18ピ ン ミ ニ タ イプ

ピン番号と、 適合するケーブル色、 入出力名を下表に示し ます。

表5-1 電源供給および入出力信号

図5-2 イーサネ ッ ト ポー ト

表5-2 PC通信コネク タ、 M-12、 4ピン、 メ ス

コネク タ ピン ケーブル色 入出力名

18ピン ミ ニコネク タ

1 橙/白 エ リ ア選択1

2 橙/黒 エ リ ア選択2

3 灰 エ リ ア選択3

4 桃 エ リ ア選択4

5 黒 ス ター ト

6 紫 ス タ ンバイ入力

7 青 補助出力

8 赤/黒 警告出力

9 赤 OSSD A

10 黄 OSSD B

11 青/白 エ リ ア選択8

12 白 +24V

13 白/黒 エ リ ア選択5

14 茶 0V

15 茶/白 外部リ レーモニ タ

16 カーキ エ リ ア選択6

17 橙 エ リ ア選択7

18 緑 機能接地

ピ ン 信号名

1 +TX

2 +RX

3 -TX

4 -RX
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配線例

図5-3 基本配線例 （OS32C単体使用）
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図5-4 AGV制御装置と接続する場合の配線

停止／減速制御の回路構成が、 カテゴ リ3の要件を満たす必要があ り ます。
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図5-5 コ ン ト ローラ 形G9SA-301と接続する場合の配線
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テス ト 手順

テス ト 手順 （ 161ページ 「テス ト 手順書」 参照） はユーザの定期検査制度にし たがい、 OS32Cま

たは防護対象の機械へのメ ンテナンス、 装置 ・ 設定の変更、 調整が行われた後に行う必要があ り

ます。 また、 制御対象にある機械を複数の作業者が使用する場合やシフ ト で使用する場合は、 シ

フ ト ご と または操作の変更があるご とにテス ト を実行する こ と を推奨し ます。 OS32Cと機械の制

御システムが適切に機能する こ と で防護対象の機械が停止し ます。 テス ト を適切に実施し なかっ

た場合、 防護対象の機械が停止せず重傷を負う恐れがあ り ます。

OS32Cの設置、 確認、 メ ンテナンスは、 必ず管理者が行って く だ さい。 管理者とは、 機械の構

造、 動作、 メ ンテナンス、 および危険を理解し、 訓練を受けた者を指し ます。 （ANSI/PMMI 

B155.1-2006）

 テス ト 手順
詳細な手順と検査方法に関し ては、 161ページの 「テス ト 手順書」 を参照し て く だ さい。

OS32C を設置 ・ 設定し、 機械の制御システムに適切に接続し た ら、 管理者がテス ト 手順に し たがい

チ ェ ッ ク を行う必要があ り ます。 チ ェ ッ ク結果のコ ピーは防護対象の機械のメ ンテナンス記録と と も

に保存し て く だ さい。

チ ェ ッ クサムは装置の試運転の際に使用し ます。 表示される符号値は防護エ リ アおよびプロパテ ィ 設

定を表し ます。

チ ェ ッ クサムは設定ツールを使用し て確認する こ とができます。 [設定] メ ニューで、 [チ ェ ッ クサム]

を選択し てチ ェ ッ クサムを表示し ます。

次の3つのチ ェ ッ クサムの値があ り ます。

1. 設定チ ェ ッ クサム ： 設定全体に対するチ ェ ッ クサムです。 設定 （安全パラ メ ータおよび非安全パラ

メ ータ を含む） に何らかの変更が加えられる と更新されます。

2. 安全に関する設定のチ ェ ッ クサム ： 防護エ リ アまたは安全パラ メ ータに変更が加えられる と更新さ

れます。 安全に関する設定の一覧については51ページを参照し て く だ さい。

3. 非安全に関する設定のチ ェ ッ クサム ： 警告エ リ アまたは非安全パラ メ ータに変更が加えられる と更

新されます。 非安全に関する設定の一覧については49～50ページを参照し て く だ さい。
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防護エ リ アのテス ト

OS32Cがオー ト ス ター ト で動作する場合、 防護エ リ ア内に物体が存在する間は機械が停止し続

け、 リ ス ター ト し ないこ と を確認し て く だ さい。 確認方法と し て、 防護エ リ アにテス ト ピースを

侵入させて動作を確認し て く だ さい。 少な く と も作業シフ ト の変更後、 または24時間動作し た後

にテス ト を実行するよ う推奨し ます。

OS32Cの検知能力テス ト は、 図6-1および図6-2のよ う に防護エ リ アの境界線に沿ってテス ト ピースを移動し

て行います。防護対象の機械が設定し た応答時間内に停止する こ と を確認し て く だ さい。オー ト ス ター ト モー

ドの場合、 テス ト ピースが防護エ リ アにある間は常に制御出力OFF状態でなければな り ません。

OS32C をテス ト する際には最小検出物体直径に合ったテス ト ピースを使用し て く だ さ い。 （テス ト ピースは

OS32Cには同梱し ていません）

水平面防護エ リ アのテス ト

図6-1 水平面防護エ リ アのテス ト

全ての表示灯が適切に表示され、指定し た機能通り にOS32Cが動作し ている こ と を確認し ます。OS32C

の筐体、 ウ ィ ン ド ウを点検し て、 破損または何らかの異常がないかを確認し ます。

OS32Cが据え置き用途で使用される場合、 防護エ リ アの範囲が床にマーキングされている こ と を確認

し て く だ さい。 移動用途の場合、 設定時間内に車両が停止する こ と を確認し て く だ さい。

OS32Cがテス ト に不合格であった場合、 ただちに防護対象の機械を停止し、 工場の監督者に連絡し て

く だ さい。

注： この例では、防護エ リ ア 2m、警告エ リ ア 3m の半円に設定。

上面図
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垂直な防護エ リ アのテス ト

図6-2 垂直な防護エ リ アのテス ト

全ての表示灯が適切に表示され、指定し た機能通り にOS32Cが動作し ている こ と を確認し ます。OS32C

の筐体、 ウ ィ ン ド ウを点検し て、 破損または何らかの異常がないかを確認し ます。

OS32Cが手/腕の侵入防護用途で使用される場合、OS32Cの最小検出物体直径が30mmまたは40mmに設

定されている こ と を確認し ます。

OS32Cが本テス ト に不合格であった場合、 ただちに防護対象の機械を停止し、 工場の監督者に連絡し

て く だ さい。

前面図
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最小検出物体

OS32Cの最小検出物体直径は30mm、 40mm、 50mm、 または70mmに設定可能です。 また、 検知条件は検知エ

リ ア内に完全に収まる こ とが前提です。

下図の例では、 最小検出物体直径を70mmに設定し ています。

図6-3 最小検出物体

防護エ リ アの最大半径は、 選択し た最小検出物体直径によ り決ま り ます。

表6-1 最小検出物体直径および最大防護エ リ ア半径

物体検知が制限されるエ リ ア

OS32Cの前面ウ ィ ン ド ウから5cm以内、 も し く は回転軸から9cm以内では検知機能が制限されます。 特

に低反射の物体では検知されない場合があ り ます。

図6-4 物体検知が制限されるエ リ ア

設置に際し ては検知機能が制限されるエ リ アが危険源にならないよ う十分に考慮し て く だ

さい。 危険源になる可能性がある場合は、 追加の防護機構などの対策を必ず講じ て く だ さ

い。

最小検出物体直径 （mm）
最大防護エ リ ア半径

(検知距離3mモデル) （m）

最大防護エ リ ア半径

(検知距離4mモデル) （m）

30 1.75 1.75

40 2.5 2.5

50 3.0 3.0

70 3.0 4.0

9cm

側面図

5cm

9cm

回転軸

上面図



134

第
 6

章

OS32C
ユーザーズマニュアル

使用前のテス ト



第
 7

章

135
OS32C

ユーザーズマニュアル

J

第7章 付録

ト ラ ブルシューテ ィ ング 136

ト ラ ブルシューテ ィ ング 136

OS32Cの状態確認方法 139

反射面の影響による追加誤差 141

反射面の影響を受ける条件 141

他の安全装置を併用する場合 143

センサブロ ッ クの交換 144

フ ァームウ ェ アバージ ョ ンの確認 144

センサブロ ッ ク、 I/Oブロ ッ クの交換 146

診断コー ド60エラーからの復帰方法 147

ウ ィ ン ド ウの交換 150

ウ ィ ン ド ウ交換手順 150

OS32Cメ ンテナンス 152

警告エ リ アの最小検出物体直径 153

エ リ アセ ッ ト 切り替えに関するその他の設定例 154

用語集 158

アクセサリ 160

テス ト 手順書 161

適合宣言書 162

マニュアル改訂履歴 166



136

第
 7

章

OS32C
ユーザーズマニュアル

付録

ト ラ ブルシューテ ィ ング

 ト ラ ブルシューテ ィ ング
遮光物体の侵入が認められない際に起こ る制御出力OFF状態

原因と し て以下のこ とが考えられます。

1. 相互干渉

他のOS32Cまたは他のセーフ テ ィ レーザスキャナ、 セーフ テ ィ ラ イ ト カーテン、 光電センサなどから

の光が、 OS32Cに入射し ている場合に起こ る可能性があ り ます。 この場合、 レーザ走査面に他のセン

サからの光が直接入光し ないよ う に設置し直し て く だ さい。

OS32C を下向きに し た場合、 床面からの反射の影響を受ける可能性があ り ます。 また遮蔽板の材質によ っ ては、 か

えって反射の影響を受ける こ とがあ り ます。 周辺環境を十分に確認し て設置を行って く だ さい。

取りつけ方法に関し ては、 「第4章 設置」 を参照し て く だ さい

図7-1 

2. 不適切な監視エ リ ア設定

防護エ リ アの設定距離が壁などの物体と近すぎる場合に起こ る可能性があ り ます。 OS32Cの計測誤差

は100mm(検知距離3m以下の場合)または110mm(検知距離3m超4m以下の場合)です。 防護エ リ アの距離

に応じ て、 壁などの物体から少な く と も100mmまたは110mm離れた位置に設定し て く だ さい。 レーザ

走査面上に反射物体がある場合、 さ らに計測誤差を追加する必要があ り ます。

141 ページ 「反射面の影響による追加誤差」

3.不適切なエ リ ア切替許容遅れ時間設定

エ リ ア切替許容遅れ時間で設定し た時間内に、 エ リ アセ ッ ト 選択入力の入力パターンが設定ツールで

設定し た状態のいずれかと ならなければOS32CがOFF状態と な り ます。 エ リ ア切替許容遅れ時間内に、

所定のエ リ アセ ッ ト 選択入力パターン と なるよ う に設定し て く だ さい。

28 ページ 「エ リ アセ ッ ト 切り替え」

4. 照明、 ス ト ロボ、 フ ラ ッ シュ、 他のセンサ

OS32Cに直接入光するよ う な照明、 または、 ス ト ロボ、 フ ラ ッ シュ、 他のセンサによ って起こ る可能

性があ り ます。 レーザ走査面と外乱光の角度は±5°以上離し て く だ さい。

94 ページ 「設置時の注意点」
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5. 汚染環境

霧、 煙、 蒸気または他の浮遊物質が存在する環境では、 停止し ている機械が誤動作する可能性があ り

ます。 応答時間を増やせる場合は誤動作の影響は少な く な り ますが、 誤動作を避けるために監視エ リ

アを清潔な環境に保って く だ さい。

最小検出物体直径を50mmおよび70mmに設定する と、 小粒子やほこ り に対する耐性が高ま り ます。

94ページ 「設置時の注意点」

応答時間が変更された場合、 分離距離の再計算と分離距離に応じ たOS32Cの再設置が必要

にな り ます。 分離距離が適切でない場合、 機械の危険部に到達する前に機械が止まらず、

重傷または死亡にいたる恐れがあ り ます。

6. ウ ィ ン ド ウの汚れ

ウ ィ ン ド ウおよびダス ト 検知面が汚れていないか確認し て く だ さい。 状態／診断表示灯に診断コー ド

80が表示される場合はウ ィ ン ド ウの汚れが原因ですので柔らかい布などで清掃し て く だ さい。

制御出力ONになるまでに時間がかかる場合

このよ う な状況は上記項目の原因によ り制御出力がOFFする こ と で発生する場合があ り ます。

制御出力がOFFし続ける場合

1. ウ ィ ン ド ウの汚れ

診断コー ド 80が表示され、 ウ ィ ン ド ウの清掃でもエラーがリ セ ッ ト されない場合は、 ウ ィ ン ド ウの交

換が必要な場合があ り ます。

OS32Cのウ ィ ン ド ウにシール等を貼らないで く だ さい。 ウ ィ ン ド ウを交換する場合は、 設定ツールを使用し てウ ィ

ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ンを行う必要があ り ます。第3章の 「ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

2. 防護エ リ アの物理的変更

設定された防護エ リ ア内に物体が侵入し ていないこ と を確認し て く だ さい。 OS32Cが物体を検知し て

いる場合は侵入表示灯が点灯し ます。 また、 設定ツールのモニ タ リ ング機能を用いてOS32Cのスキャ

ン情報を得る こ とができます。

設定ツールがOS32Cからの設定を受信できない場合

1. 通信ケーブルが正し く 接続されていない。

通信ケーブル、 イーサネ ッ ト ケーブルの接続を確認し て く だ さい。

2. OS32Cが固定IPア ド レスに設定されてお り、 ア ド レスが不明。

OS32CとPCの相互通信を成立させるには、 OS32Cに新しいIPア ド レスを設定する前に、 OS32CとPC

両方をDHCPモー ド に設定する必要があ り ます。

OS32Cの強制DHCPモー ド については42ページを参照し て く だ さい。

設定ツールでネ ッ ト ワーク上のOS32Cを見つけられない場合

1. 電源ケーブルおよびイーサネ ッ ト ケーブルを確認し て く だ さい。

2. PCとOS32CのIPア ド レスを確認し、 同じネ ッ ト ワーク上にあるかど うか確認し て く だ さい。

詳し く は41ページ 「PCとOS32Cを直結し たいと き」 を参照し て く だ さい。
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1. 電源コー ド およびイーサネ ッ ト ケーブルを確認し て く だ さい。

2. PCとOS32CのIPア ド レスを確認し、 同じネ ッ ト ワーク上にあるかど うか確認し て く だ さい。

詳し く は41ページ 「PCとOS32Cを直結し たいと き」 を参照し て く だ さい。
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 OS32Cの状態確認方法
OS32C正面の状態／診断表示灯に表示される診断コー ド によ り、 OS32Cの設定状態やエラー状態など

が確認できます。

診断コー ド

状態 診断コー ド 説明 対策

正常状態 88 起動時の表示 -

-- 検知状態 （制御対象の機械停止） -

- -

点滅 (0.5Hz)

ス タ ンバイモー ド （制御対象の機械停

止）
-

01 イ ン ターロ ッ ク状態 （ス ター ト 入力待機

中）
-

02 設定モー ド （制御対象の機械停止） -

80 ウ ィ ン ド ウ汚れ表示 （制御対象の機械停

止）

ウ ィ ン ド ウまたはダス ト リ ングが汚れて

いるか傷ついています。

ウ ィ ン ド ウと ダス ト リ ングを清掃し て く

だ さい。 清掃で改善し ない場合は交換し

て く だ さい。

83 ウ ィ ン ド ウ透過率異常表示 （制御対象の

機械停止）

・ ウ ィ ン ド ウ表面に汚れや傷がついてい

ます。

・ ウ ィ ン ド ウ交換後のキャ リ ブレーシ ョ

ンが未実施です。

・ ウ ィ ン ド ウが汚れている状態でキャ リ

ブレーシ ョ ンを実施後、 ウ ィ ン ド ウの

清掃によ り光量の感度が良 く なってい

ます。

・ ウ ィ ン ド ウに汚れや傷がないか確認し

て く だ さい。

・ ウ ィ ン ド ウの清掃を し て、 キャ リ ブ

レーシ ョ ンを実施し て く だ さい。

84 ビーム妨害表示 (制御対象の機械停止) 他のスキャナとの相互干渉(94ページ 「  

設置時の注意点」 参照)、 近接し た回帰

反射板、 または強い干渉光源がないか確

認し て く だ さい。

70 不適切な有効エ リ アセ ッ ト 選択入力数

（制御対象の機械停止）

エ リ アセ ッ ト 選択入力配線、 エ リ ア設定

選択、 エ リ アセ ッ ト 選択入力切り替え時

間、 およびエ リ ア切替許容遅れ時間の設

定を確認し て く だ さい。

71 有効エ リ アセ ッ ト 選択入力数は適切だが

エ リ アセ ッ ト 選択入力の組み合わせが無

効または定義されていない (制御対象の

機械停止)

エ リ アセ ッ ト 選択入力配線、 エ リ ア設定

選択、 エ リ アセ ッ ト 選択入力切り替え時

間、 およびエ リ ア切替許容遅れ時間の設

定を確認し て く だ さい。

□□ 制御出力ON時の表示については

表2-5を参照し て く だ さい。

-

制御出力の故障 30 制御出力の故障 制御出力の配線を確認し て く だ さい。

32 制御出力Aが24Vに短絡

33 制御出力Bが24Vに短絡

34 制御出力Aが0Vに短絡

35 制御出力Bが0Vに短絡

外部リ レーモニ タ エラー 40 EDM( 外部リ レーモニ タ)エラー 外部リ レーモニ タの配線を確認し て く だ

さい。

41 制御出力ON以前の段階での外部リ レー

モニ タ エラー

制御出力がONする前の外部リ レーのb接

点の状態を確認し て く だ さい。

42 制御出力ON後の外部リ レーモニ タ エ

ラー

制御出力がONし た後の外部リ レーのb接

点の状態を確認し て く だ さい。

43 OS32C起動時の診断段階での外部リ レー

モニ タ エラー

OS32Cの設定と、 配線を確認し て く だ さ

い。
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表7-1 診断コー ド一覧

その他のエラー 50 一般的なエラー ： OS32Cの内部故障また

は外的環境の影響

過度の振動、 衝撃、 ノ イズを受ける環境

にないか確認し て く だ さい。 ウ ィ ン ド ウ

部の損傷や外れがないか確認し て く だ さ

い。 それでも解決し ない場合は、 OS32C

を交換し て く だ さい。

51 相互干渉の影響 他のOS32C （本書に記載の設置時の注意

点をご参照 く だ さい）、 または近傍の回

帰反射板、 あるいは強い外乱光と相互干

渉し ていないか確認し て く だ さい。

94ページ 「設置時の注意点」

52 内部故障 OS32Cを交換し て く だ さい。

53 内部ビーム妨害 他のOS32C （本書に記載の設置時の注意

点をご参照 く だ さい）、 または近傍の回

帰反射板、 あるいは強い外乱光と相互干

渉し ていないか確認し て く だ さい。

94ページ 「設置時の注意点」

54 内部故障 強い外乱光と相互干渉し ていないか確認

し て く だ さい。 改善されない場合は

OS32Cを交換し て く だ さい。

94ページ 「設置時の注意点」

56 内部故障 ： ノ イズの影響 ノ イズを受ける環境にないか確認し て く

だ さい。 改善されない場合はOS32Cを交

換し て く だ さい。

57 内部故障 OS32Cを交換し て く だ さい。

58

59 モータ故障 過度の振動、 衝撃を受ける環境にないか

確認し て く だ さい。

60 本体の設定が無効 現在の設定を も う一度確認するか、 また

はOS32Cを リ セ ッ ト し て工場出荷時のデ

フ ォル ト 設定に戻し て く だ さい。

90ページ 「デフ ォル ト 設定へ戻す」

72 不適切な有効エ リ アセ ッ ト 選択入力数

（診断コー ド70が10分以上続 く 場合は

ハー ド故障コー ド と な り ます。）

エ リ アセ ッ ト 選択入力配線およびエ リ ア

設定選択を確認し て く だ さい。

73 有効エ リ アセ ッ ト 選択入力数は適切だが

エ リ アセ ッ ト 選択入力の組み合わせが無

効または定義されていない （診断コー ド

71が10分以上続 く 場合はハー ド故障コー

ド と な り ます）。

エ リ アセ ッ ト 選択入力配線およびエ リ ア

設定選択を確認し て く だ さい。

74 ス タ ンバイ入力またはエ リ アセ ッ ト 選択

入力電圧が高すぎます。

エ リ アセ ッ ト 選択入力またはス タ ンバイ

入力がシステム電源 （DC24V＋25%） 以

内で配線されているか確認し て く だ さ

い。

75 OS32C筐体が電源 （DC24V)に接続され

ています。

OS32C筐体をDC0Vに接地し て く だ さい。

81 ウ ィ ン ド ウの結露 （診断コー ド83が30分

以上続 く 場合の故障コー ド にな り ます。）

電源を一度切って入れ直し、 診断コー ド

83のまま稼働させて く だ さい。 装置内部

から発生する熱で結露が減少し ます。

 （可能な限り環境内の湿度を減少させ

て く だ さい。）

82 ウ ィ ン ド ウの取りつけ不具合。 あるいは

ダス ト 検知面全体の汚れや遮蔽。

ウ ィ ン ド ウ取りつけ状態の確認およびダ

ス ト 検知面を清掃し て く だ さい。

90 内部温度不具合 ： OS32Cの内部温度が動

作限度を超えています。

通気を良 く し て く だ さい。

状態 診断コー ド 説明 対策
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反射面の影響による追加誤差

レーザ走査面上に反射物体がある場合、 さ らに計測誤差を追加する必要があ り ます。 本書に記載

の影響を受ける条件および誤差の計測方法を参照し て く だ さい。

反射面の影響を受ける条件
下記の条件によ りOS32Cの計測精度に影響が出る場合があ り ます。

(1) 防護エ リ アの最先端から1.2 m以内に高反射率の面、 または物体がある場合

（アク リル板、 ステンレス、 反射テープ、 鏡など）

(2) 防護エ リ アの最先端から1.2 m以内に低反射率の面、 または物体がある場合

（塗装仕上げされた装置など）

上記のいずれかの条件に当てはまる場合には、 防護エ リ アの検知範囲の計算結果に追加誤差 （Z2） を

追加する必要があ り ます。

M = 分離距離から計算し た防護エ リ アの距離の計算結果

Z = 追加安全係数 （最大計測誤差） （Z = Z1+ Z2)

 Z1 = OS32Cの計測誤差 （100mm(検知距離が3m以下の場合)/110mm(検知距離が3mを超える場合)）

 Z2 = 反射面の影響による追加誤差

図7-2 

図 7-3 を参照し て く だ さい。



142

第
 7

章

OS32C
ユーザーズマニュアル

付録

以下の手順に従って防護エ リ アの距離Mよ り、追加誤差Z2を求めて く だ さい。OS32Cの計測誤差Z1と追

加誤差Z2を考慮に入れて防護エ リ アを設定ツールで設定し て く だ さい。

手順

1. 図7-3から防護エ リ アの距離Mに対応し た追加誤差Z2を求める。

2. M+Z1+Z2を防護エ リ アの先端と した と き、 反射する面または物体までの距離を測定する。

3. そのと きの寸法が条件(1)または(2)を満たす場合はZ1、 Z2を追加し た値を防護エ リ アの範囲と し て く だ

さい。 どち ら も満た さ ない場合はZ2を追加せず、 Z1のみを追加し て く だ さい。

図7-3 反射面の影響による追加誤差

反射面の影響による追加誤差 Z2

防護エリアの距離 M (mm)

1

2

3白板 (紙 )

4黒板 (ゴム )

コーナーキューブ

回帰反射板
( レトロリフレクタ )

反射板・物体

反
射
面
の
影
響
に
よ
る
追
加
誤
差
 Z
2 (
m
m
)
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他の安全装置を併用する場合
OS32Cを存在検知用途にのみ使用し、 侵入検知と し ては使用し ない場合、 追加誤差Z2 を考慮する必要

はあ り ません。 図7-4、 7-5にOS32Cが存在検知と し てのみ使用されている例を示し ます。

壁から100mmまたは110mm以上離し て防護エ リ アを設定し （98ページ参照）、 OS32Cの計測誤差Z1 = 100mm （検知距

離3m以下の場合） または110mm （検知距離3m超4m以下の場合） のみを考慮に入れて く だ さい。

図7-4 入り口にセーフ テ ィ ラ イ ト カーテンを設置

図7-5 入り口に扉を設置
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センサブロ ッ クの交換

 フ ァームウ ェ アバージ ョ ンの確認
OS32Cにログオン し、 フ ァームウ ェ アバージ ョ ンを確認し ます。 [ユーテ ィ リ テ ィ ] メ ニューから ［シ

ステム情報］ を選択する と表示されます。

図7-6 システム情報の表示

図7-7 システム情報

センサブロ ッ ク を交換する際には、 以下の点に注意し て く だ さい。

･ センサブロ ッ クのフ ァームウ ェ アバージ ョ ンが4.2以降の場合、 フ ァームウ ェ アバージ ョ ン4.2以降の

センサブロ ッ クに交換し て く だ さい。

･ センサブロ ッ クのフ ァームウ ェ アバージ ョ ンが3.2～3.18の場合、 フ ァームウ ェ アバージ ョ ン3.2以降

のセンサブロ ッ クに交換し て く だ さい。

･ センサブロ ッ クのフ ァームウ ェ アバージ ョ ンが3.0の場合、 フ ァームウ ェ アバージ ョ ン3.0のセンサブ

ロ ッ クに交換し て く だ さい。

･ センサブロ ッ クのフ ァームウ ェ アバージ ョ ンが2.16または2.18の場合、センサブロ ッ ク とI/Oブロ ッ ク

の両方を交換し て く だ さい。

OS32Cの形式にも注意し て く だ さい。交換後のセンサブロ ッ クが交換前と同じ形式である こ と を必ず確認し て く だ さ

い。
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交換するセンサブロ ッ クのフ ァームウ ェ アバージ ョ ンが異なる場合、 一部のパラ メ ータの変更が必要

になる こ とがあ り ます。 その場合、 変更の必要なパラ メ ータ を確認するための画面が表示されます。

(図7-8)

図7-8 変更パラ メ ータの確認
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 センサブロ ッ ク、 I/Oブロ ッ クの交換

OS32Cの内部やI/Oブロ ッ クのコネク タに埃やゴ ミ が入らないよ う に気を付けて作業し て

く だ さい。

OS32Cの故障の原因と な り ますので、 埃の多い環境下でウ ィ ン ド ウ交換作業を行わないで

く だ さい。

センサブロ ッ クまたはI/Oブロ ッ ク を交換する際は必ずテス ト 手順書を参照し て く だ さい。

図7-9 センサブロ ッ クの交換

必要工具 ： 3mm六角レンチ

1. OS32Cの電源を切り ます。

2. センサブロ ッ ク とI/Oブロ ッ ク を固定し ている4カ所のネジ と平座金 ・ 止座金を取り外し ます。

3. 新しいセンサブロ ッ クまたはI/Oブロ ッ クに交換し ます。

4. 平座金と止座金を取りつけた4つのネジを対角線上に交互に取りつけます。 ネジは1.5～2.0N･mの ト ル

クで締め付ける こ と を推奨し ます。
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診断コー ド60エラーからの復帰方法
新しいセンサブロ ッ ク と故障し たセンサブロ ッ クのフ ァームウ ェ アバージ ョ ンが異なる場合も使用で

きます。新しいセンサブロ ッ ク をI/Oブロ ッ クに取り付ける と、診断コー ド60のエラーが発生する場合

があ り ます。診断コー ド60は、I/Oブロ ッ クに保存されている既存の設定がセンサブロ ッ クのフ ァーム

ウ ェ アバージ ョ ン と一致し ない場合に発生し ます。

1. 管理者権限でOS32Cにログオン し ます。

2. [設定]メ ニューから[デフ ォル ト 設定に リ セ ッ ト ]を選択し ます。

図7-10 デフ ォル ト 設定に リ セ ッ ト

3. 以下の画面が表示されます。 続ける場合は[はい]を、 キャ ンセルする場合は[いいえ]を ク リ ッ ク し て く

だ さい。

図7-11 リ セ ッ ト の確認
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4. 設定ツールがネ ッ ト ワーク上に1台のみのOS32Cを検出する と、以下の画面が表示されます。 よろ しけ

れば ［はい］ を ク リ ッ ク し て く だ さい。

図7-12 1台検出の確認

設定ツールがネ ッ ト ワーク上に複数のOS32Cを検出する と、設定を リ セ ッ ト するOS32Cについて4桁の

コー ド を入力するよ う要求されます。

図7-13 OS32Cの識別

5. 約80秒後にOS32Cがデフ ォル ト 設定に戻り ます。

図7-14 リ セ ッ ト
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6. リ セ ッ ト が完了する と以下の画面が表示されます。 OS32Cから設定を読み出す場合は[はい] を ク リ ッ

ク し て く だ さい。

図7-15 リ セ ッ ト 完了

7. 新規設定を作成するか、 既存の設定フ ァ イルをOS32Cへ送信し書き込みます。
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ウ ィ ン ド ウの交換

 ウ ィ ン ド ウ交換手順

OS32Cを改造し ないで く だ さい。 また、 指定された以外の方法で部品交換や修理を行わな

いで く だ さい。 本来の安全機能が失われ危険です。

ウ ィ ン ド ウが破損し た場合は速やかに交換し て く だ さい。 保護機構が正常に動作し ない可

能性があ り危険です。 また、 交換時はOS32Cの内部に粉塵などが侵入し ないよ う な予防措

置を講じ て く だ さい。

ウ ィ ン ド ウの交換は必ずOS32Cからすべてのケーブルを取り外し て行って く だ さい。 モー

タが回転しけがをする恐れがあ り ます。

ウ ィ ン ド ウの交換は、 内部の光学面を汚さ ないよ う5～35℃の清潔な環境下で管理者が必

ず実施し て く だ さい。 交換用ウ ィ ン ド ウの内部および外部に汚れや傷、 埃、 指紋がないこ

と を確認し て く だ さい。

ウ ィ ン ド ウに塵埃が付着する と誤動作の原因と な り ます。 ウ ィ ン ド ウと ダス ト 検知面は定

期的に清掃し て く だ さい。

 ウ ィ ン ド ウ交換キッ ト  形OS32C-WIN-KT

キッ ト の中身

･ウ ィ ン ド ウ本体 1個

･ウ ィ ン ド ウガスケ ッ ト 1個

･ウ ィ ン ド ウ固定用ネジ （M3） 4個

･平座金 4個

注意: ウ ィ ン ド ウ交換キッ ト 形OS32C-WIN-KTはすべてのセンサブロ ッ クで使用できます。

必要工具 ： 2mm六角レンチ



151
OS32C

ユーザーズマニュアル

第
 7

章

付録

J

図7-16 ウ ィ ン ド ウ交換

OS32Cはユーザによるウ ィ ン ド ウの交換が可能です。以下の手順に従って交換作業を行って く だ さい。

1. OS32Cの電源を切り、 接続し ている全てのケーブルを取り外し ます。

2. ウ ィ ン ド ウ交換時に内部に埃が侵入するのを防ぐため、 OS32Cを柔らかい布で清掃し ます。

（圧縮空気ブローを使用し ないで く だ さい。）

3. ウ ィ ン ド ウを止めている4カ所のネジを取り外し ます。

4. 現在取りつけられているウ ィ ン ド ウを取り外すために、 小型のマイナス ド ラ イバーを端部にそっ と差

し込み、 取り外し ます。

5. 新し く 取りつけるウ ィ ン ド ウにガスケ ッ ト が適切に装着されているか、 ガスケ ッ ト 表面を指でそっ と

押し て確かめます。 ユニ ッ ト 内部の埃を取り除 く ためには、 光学部品や電子部品に適し た低圧縮の空

気ブローを使用する こ とができます。

6. 新し いウ ィ ン ド ウを取り つけます。 この時、 上面の矢印が前方を向いている こ と確認し て く だ さ い。

また、 ウ ィ ン ド ウ内部および外部に汚れなどがないこ と を確認し て く だ さい。

7. ウ ィ ン ド ウ上部を押さ えながら、 平座金を取りつけた4つのネジを対角線上に交互に取りつけます。

（ 図7-16） ネジは0.56N･mの ト ルクで締め付ける こ と を推奨し ます。

力を加えすぎる と、 部材が破損する恐れがあ り ます。

8. ウ ィ ン ド ウのキャ リ ブ レーシ ョ ン を行います。 ウ ィ ン ド ウを交換し た後にウ ィ ン ド ウキャ リ プ レー

シ ョ ンを行わないと、 スキャナが診断コー ド50を表示する場合があ り ます。

86ページ 「ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ン」

(1)

(2)

(3)
(4)
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 OS32Cメ ンテナンス
ウ ィ ン ド ウおよびダス ト 検知面は定期的に清掃し て く だ さい。 清掃間隔は、 OS32Cが設置されている

環境によ り異な り ます。ウ ィ ン ド ウの清掃には、一般的なガラス/プ ラスチ ッ ク ク リーナーをご使用い

ただけます。 清掃の際には、 樹脂表面を傷つけないよ う に柔らかい布を使用し て く だ さい。

図7-17 ウ ィ ン ド ウのメ ンテナンス
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警告エ リ アの最小検出物体直径

OS32Cのエ リ アセ ッ ト ご とに最大2つまで警告エ リ アを設定できます。防護エ リ アへの侵入が発生する前に警

告信号を送信できるよ う、 警告エ リ アのサイズは防護エ リ アよ り も大き く なるよ う に設定し て く だ さい。

OS32Cの警告エ リ アの最小検出物体直径は公称最小検出物体直径と反射率によ って決ま り ます。 また、 その

値はOS32Cからの距離に応じ て変化し ます。

図7-18 警告エ リ アの最小検出物体直径
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エ リ アセ ッ ト 切り替えに関するその他の設定例

こ こではエ リ アセ ッ ト Aからエ リ アセ ッ ト Bへと切り替える際に、 エ リ アセ ッ ト Aの監視が不要になる前にエ

リ アセ ッ ト が切り替わる可能性がある場合(tEndZoneA>tmin)にエ リ アセ ッ ト Aの防護を確保するための監視エ リ

ア設定方法を示し ます。 以下の例は、 エ リ アセ ッ ト 切り替え中に存在する危険エ リ アに焦点を当ててお り、

第2章に記載し ている一般的なエ リ ア拡張についてではな く 、 必要なエ リ アにのみ防護エ リ アの拡張 （Zextra）

を適用し ています。

以下の図は第2章の図2-13で示し たエ リ アセ ッ ト 設計と同じ例を使用し ています。この図は前述のエ リ アセ ッ

ト 切り替えの考え方に基づき、 エ リ アセ ッ ト 切り替え中(Textendの間)に残る本当に危険なエ リ アを示し た図で

す。

この図で示す危険エ リ アはあ く までも一例です。 実際の危険エ リ アの形状は設置条件によ り異な り ます。

図7-19 エ リ アセ ッ ト 切り替え中の危険エ リ ア

エ リ アセ ッ ト 切り替え中の危険エ リ アが適切に防護される こ と を確保する3つの例を以下に示し ます。
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例1. エ リ アセ ッ ト 切り替え中の危険エ リ アに関連するエ リ アセ ッ ト Aの分離距離を拡張する

この例では、追加の分離距離Zextraを使ってエ リ アセ ッ ト Aを拡張し ますが、 こ こではエ リ アセ ッ ト 切り替え中

の危険エ リ アに関連する部分のみを拡張し、エ リ アセ ッ ト Aが防護する全体の監視エ リ アについては考慮し て

いません。 拡張し たエ リ アセ ッ ト によ り、 エ リ アセ ッ ト 切り替えがtminで完了し た場合でも、 エ リ アセ ッ ト 切

り替え中の危険エ リ アを適切に防護し ます。

図7-20 限定された危険エ リ アにおけるエ リ アセ ッ ト Aの拡張(例1)
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例2. エ リ アセ ッ ト Bを拡張し、 エ リ アセ ッ ト Aのエ リ アセ ッ ト 切り替え中の危険エ リ アを防護する

この例ではエ リ アセ ッ ト Aに変更はあ り ませんが、 エ リ アセ ッ ト Bの領域を、 エ リ アセ ッ ト A内のエ リ アセ ッ

ト 切り替え中の危険エ リ アを防護するために拡張し ています。 この拡張の場合には、 エ リ アセ ッ ト Aを定義す

る通常の分離距離のみ考慮する必要があ り ます。 この方法は、 エ リ アセ ッ ト Aと エ リ アセ ッ ト Bが独立し てい

る場合には現実的ではあ り ませんが、 エ リ アセ ッ ト A と エ リ アセ ッ ト Bが重な っ ている場合や、 単にエ リ ア

セ ッ ト Aからエ リ アセ ッ ト Bに移動する装置の場合に有効です。

図7-21 限定された危険エ リ アにおけるエ リ アセ ッ ト Bの拡張(例2)
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例3. 切り替えを中継する第三のエ リ アセ ッ ト を作成する

第三のエ リ アセ ッ ト (下記の図ではエ リ アセ ッ ト C)は、エ リ アセ ッ ト Aと エ リ アセ ッ ト Bの組み合わせと し て設

定し ます。 この仕組みを利用し て、 エ リ アセ ッ ト Aからエ リ アセ ッ ト Cに変更し (エ リ アセ ッ ト Aの監視中に、

エ リ アセ ッ ト Bの監視を効率良 く 開始し ます)、 続いてエ リ アセ ッ ト Cからエ リ アセ ッ ト Bに変更し ます。 これ

によ り2つの別々のエ リ アセ ッ ト 切り替え タ イ ミ ングを、 よ り自由に、 容易に設計する こ とができます。

図7-22 切り替えを中継する第三のエ リ アセ ッ ト (例3)

最初の切り替え(エ リ アセ ッ ト Aからエ リ アセ ッ ト C)は、 前述と同様の基準を満たすよ う、 tDangerZoneBに関連す

るtstart(こ こ ではtDangerZoneC)を設定し ます。

第二の切り替え(エ リ アセ ッ ト Cからエ リ アセ ッ ト B)は、 第一の切り替えに関連するtEndZoneAが、 この第二の切

り替えのtstartに関連するtminよ り も早 く なるよ う設定し ます。
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用語 説明

安全に関する設定 OS32Cの安全装置に関する設定で、 外部リ レーモニ タ、 応答時間、 動作モー ド、 エ リ ア設定選択、

エ リ アセ ッ ト 選択入力セ ッ ト 、 エ リ ア遷移遅延、 基準点監視機能、 最小検出物体直径があ り ます。

イ ン ターロ ッ ク 安全が確認されてス ター ト 入力が印加されるまで制御出力OFFの状態を保持し ます。

ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウを交換し た際に行う作業です。

ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ンをする こ とによ ってウ ィ ン ド ウの透過率のし きい値を リ セ ッ ト し ます。

このし きい値を元に汚れ情報などを出し ます。

ウ ィ ン ド ウ汚れ警告 警告出力に割り当てる こ とができる出力で、 ウ ィ ン ド ウの汚れが所定レベル以上になった際に出力し ます。

エ リ アセ ッ ト 選択 エ リ アセ ッ ト 選択の配線状態によ り最大70個のエ リ アセ ッ ト を切り換える こ とができます。 この機

能に関し ては、 26ページの 「エ リ アセ ッ ト 選択」 を参照し て く だ さい。

オー ト ス ター ト 防護エ リ ア内で侵入が検知される と、 制御出力がOFFし ますが、 防護エ リ ア内から侵入物体がな く

なる と自動的に制御出力ON状態に移行し ます。

応答時間 OS32Cの制御出力がOFFするまでの時間です。 応答時間の範囲は、 80ms （スキャ ン回数2回） ～

680ms （スキャ ン回数最大17回） で、 40msずつ増加し ます。

オフ ラ イ ンモー ド OS32Cに接続せずに、 PCで設定を作成、 編集、 保存する こ とができます。 PC上の既存設定の読み込

みおよび編集はオフ ラ イ ンでも可能です。

監視エ リ ア エ リ ア設定を行った後の防護エ リ ア と2つの警告エ リ アを合わせた範囲を指し ます。

監視エ リ アセ ッ ト エ リ アセ ッ ト 設定画面で、 エ リ アセ ッ ト を選択し ます。 70種類のエ リ アセ ッ ト から選択できます。

監視エ リ アの編集 編集モー ド を有効にする と、 防護エ リ ア と警告エ リ アの現在の設定を変更できます。 それぞれのエ

リ アは編集できるよ う にグラ フ ィ ッ ク表示されます。 この機能を使用する場合は、 管理者権限でロ

グオンする必要があ り ます。

管理者権限 この権限でOS32Cにログオンするためには、 パスワー ドが必要です。 このアクセスレベルでは、

OS32Cの設定情報を編集し、 OS32Cに送信する こ とができます。

外部リ レーモニ タ 機械の危険部を制御する外部リ レー （あるいはコ ン タ ク タ） の溶着などの動作不良をそのb接点の動

作をモニ タする こ とによ り検知する機能です。

基準点監視機能 任意の検知エ リ ア （防護または警告エ リ ア） の境界を監視し ます。 一定の許容範囲を超えた場合は、

検知エ リ アに侵入があったものと見な し ます。

警告エ リ ア 警告エ リ アに侵入がある と、 警告エ リ ア情報が出力されます。 このエ リ アは、 防護エ リ アよ り走査

面積を大き く でき、 警告機能を実行するのに使用されます。 このエ リ アは非安全の機能です。

最小検出物体 OS32Cが検出可能な物体の最小幅です。 設定によ り30mm、 40mm、 50mm、 70mmから選択する こ と

ができます。 デフ ォル ト では70mmに設定されています。

作業者権限 OS32Cの設定を一切変更できず、 既存の設定情報の確認／モニ タ モー ドのみ可能です。 パスワー ド

は必要あ り ません。

ス ター ト ス ター ト イ ン ターロ ッ ク、 リ ス ター ト イ ン ターロ ッ ク設定時にス ター ト 入力を行う こ とによ り イ ン

ターロ ッ ク状態を解除し ます。

また、 ロ ッ クアウ ト 状態の解除にも使用できます。

ス ター ト /リ ス ター ト イ ン ター

ロ ッ ク

OS32Cを起動後、 イ ン ターロ ッ ク状態を保持し ます。 ス ター ト 入力によ り イ ン ターロ ッ ク解除後も

防護エ リ アに侵入がある と制御出力はOFFし、 イ ン ターロ ッ ク状態を保持し ます。

ス ター ト イ ン ターロ ッ ク OS32Cを起動後、 イ ン ターロ ッ ク状態を保持し ます。 ス ター ト 入力によ り イ ン ターロ ッ ク解除後も

防護エ リ アに侵入がある と、 制御出力のOFF状態を保持 し ます。 防護エ リ ア内から侵入物体がな く

なる と自動的に制御出力ON状態に移行し ます。

制御出力 防護エ リ アに遮光物体がない状態でON出力し ます。 安全用途に使用し ます。

テ ィ ーチング OS32Cのスキャ ン範囲内で、 OS32Cに最接近し た場所を自動でエ リ ア設定し ます。 障害物から

100mm差し引かれた距離が設定されます。

非安全に関する設定 OS32Cの非安全に関する設定で、 補助出力、 警告出力、 再起動遅延、 ス タ ンバイモー ド、 休止遅延

があ り ます。

保守管理者権限 このアクセスレベルで編集できるのはOS32Cの非安全設定だけです。 この権限でOS32Cにログオン

するためにはパスワー ドが必要です。

補助出力 非安全出力です。 制御出力情報または、 ロ ッ クアウ ト 情報を出力するよ う設定できます。

防護エ リ ア 防護エ リ アは、 検出物体がある と直ちに制御対象の機械が停止するエ リ アのこ と を指し ます。 この

エ リ アに侵入する と、 OS32Cの制御出力が設定された応答時間以内にOFFし ます。 このエ リ アは安

全確保のために重要です。

モニ タ リ ングモー ド このモー ド では、 OS32Cからのスキャ ンデータが、 リ アルタ イムで画面に表示されます。
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汚れ許容モー ド(PTM) この機能は、 OS32Cが粉じん汚れによる複数の反射光を検出し た場合に、 反射光を識別できる よ う

にする フ ィ ルタ を有効にし ます。

ロ ッ クアウ ト 何らかの異常を検知し停止し ている状態です。 ロ ッ クアウ ト 状態はロ ッ クアウ ト の原因が取り除か

れ、 ス ター ト 入力が印加されるまで続きます。

用語 説明
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アクセサリ

*1 取りつけス タ ン ド には左側コー ド接続タ イプのOS32Cを使用し て く だ さい。 背面コー ド接続タ イプの

OS32Cは取りつけできません。 縦横回転金具(形OS32C-BKT2)と合わせて使用し て く だ さい。

*2 取りつけス タ ン ド に金具を取りつける際に使用し て く だ さい。

説明 形式

OS32Cシステム

OS32C （検知距離3m） 背面コー ド接続タ イプ 形OS32C-BP

OS32C （検知距離4m） 背面コー ド接続タ イプ 形OS32C-BP-4M

OS32C （検知距離3m） EtherNet/IP対応背面コー ド接続タ イプ 形OS32C-BP-DM

OS32C （検知距離4m） EtherNet/IP対応背面コー ド接続タ イプ 形OS32C-BP-DM-4M

OS32C （検知距離3m） 左側コー ド接続タ イプ 形OS32C-SP1

OS32C （検知距離4m） 左側コー ド接続タ イプ 形OS32C-SP1-4M

OS32C （検知距離3m） EtherNet/IP対応左側コー ド接続タ イプ 形OS32C-SP1-DM

OS32C （検知距離4m） EtherNet/IP対応左側コー ド接続タ イプ 形OS32C-SP1-DM-4M

予備OS32Cセンサブロ ッ ク

センサブロ ッ ク （検知距離3m） （I/Oブロ ッ クな し） 形OS32C-SN

センサブロ ッ ク （検知距離4m） （I/Oブロ ッ クな し） 形OS32C-SN-4M

EtherNet/IP対応センサブロ ッ ク （検知距離3m） （I/Oブロ ッ クな し） 形OS32C-SN-DM

EtherNet/IP対応センサブロ ッ ク （検知距離4m） （I/Oブロ ッ クな し） 形OS32C-SN-DM-4M

予備OS32C I/Oブロ ッ ク

背面コー ド接続用 形OS32C-CBBP

左側コー ド接続用 形OS32C-CBSP1

電源コー ド

3m 形OS32C-CBL-03M

10m 形OS32C-CBL-10M

20m 形OS32C-CBL-20M

30m 形OS32C-CBL-30M

イーサネ ッ ト ケーブル

2m 形OS32C-ECBL-02M

5m 形OS32C-ECBL-05M

15m 形OS32C-ECBL-15M

取りつけ金具

底面/側面取りつけ金具 形OS32C-BKT1

縦横回転金具 （OS32C-BKT1と合わせて使用し て く だ さい。） 形OS32C-BKT2

簡易取りつけ金具 形OS32C-BKT3

ウ ィ ン ド ウ保護カバー 形OS32C-BKT4

取りつけス タ ン ド *1 形OS32C-MT

その他

ウ ィ ン ド ウ交換キッ ト 形OS32C-WIN-KT

ユーザーズマニュアル OS32C ユーザーズマニュアル

予備CD （設定ツール＋ユーザーズマニュアル） 形OS32C-CD

留め具キッ ト *2 形OS32C-HDT
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テス ト 手順書

以下に該当する場合、 有資格者によ ってテス ト 手順書記載の各項目が実施される必要があ り ます。

･OS32Cシステムの初回設置時

･OS32Cや機械に対する保守や調整、 改修実施後

･機械の使用状況や社内規定にし たがい、 少な く と も3か月に一度以上

このテス ト は、 OS32Cおよび機械制御システムの両方によ って機械が正し く 停止する こ と を確認し ます。 テ

ス ト が適切に実施されなかった場合、 重傷を負う恐れがあ り ます。

安全制御システムや機構がテス ト に合格し なかった場合、 機械を稼動し ないで く だ さい。 直ちに

機械の使用を停止し、 管理者に通知し て く だ さい。

機械の識別番号 ： 日付 ：

テス ト 実施者名 ： チ ェ ッ クサム （該当する場合） ：

項目 条件 コ メ ン ト

1. 防護対象の機械を使用できないよ う にし た後、 OS32Cシステムに

電源を投入し ます。

OK

NG

2. 防護対象の機械がOS32Cシステムの使用に適し ている こ と を確認

し ます。 「はじめに」 の記載内容を参照し て く だ さい。

OK

NG

3. 危険エ リ アへの進入には必ずOS32Cの防護エ リ アを通過する状態

と なっている こ と を確認し ます。 OS32Cで検知されない場合、 防護

柵などの追加措置を と る必要があ り ます。 また、 その他の保護機器

や防護柵などが正し く 設置 ・ 稼働し ている こ と を確認し ます。

OK

NG

4. 使用するアプ リ ケーシ ョ ンに対し て、 最小検出物体の直径が正し

く 設定されている こ と を確認し ます。

OK

NG

5. OS32Cシステムの防護エ リ アの大き さが、 計算上の分離距離以上

である こ と を確認し ます。 防護エ リ ア と危険エ リ アの間に作業者が

立ち入る こ とができないこ と を確認し ます。 分離距離計算は4章を

参照し て く だ さい。

OK

NG

6. イ ン ターロ ッ ク リ セ ッ ト は、 防護エ リ アの外から しかできない状

態になっている こ と、 およびその場所から監視エ リ ア全体が見渡せ

る こ と を確認し ます。

OK

NG

7. OS32Cや防護対象の機械、 ケーブル類に損傷がないこ と を外観検

査し ます。

OK

NG

8. 防護対象の機械の制御システムとOS32Cとの配線が正しいこ と を

確認し ます。

OK

NG

9. 機械を始動させ、 機械の稼働中に防護エ リ アに試験片を進入させ

る と機械が直ちに停止する こ と を確認し ます。 試験片を防護エ リ ア

近辺に移動させ、 機械が停止し たままである こ と を確認し ます。

注意: 機械の危険部分に試験片を挿入し た り し ないで く だ さい。

OK

NG

10. 機械の制動システムが正常に動作し ている こ と を確認し ます。

機械の停止速度が遅い場合、 制動システムを調整するか、 分離距離

を長 く し て く だ さい。 本テス ト 結果を機械の点検記録に記入し ま

す。

OK

NG

11. 本テス ト 結果を機械の点検記録に記入し ます。 OK

NG
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マニュアル改訂履歴

マニュアル改訂記号は、 表紙と裏表紙の下に記載されている品番の末尾に付記されます。

改訂記号 改訂年月 改訂内容

A 2010年4月 初版

B 2010年11月 軽微修正

C 2011年3月

以下の項目を追加

･ 設定可能な最小検出物体直径の追加

･ エ リ アおよびエ リ アセ ッ ト のコ ピー /ペース ト

･ システムモニ タ リ ングの記録

･ システムモニ タ リ ングの再生

･ Windows 7 への対応

･ 設定ツールのヘ ッ ダーへの設定フ ァ イル名表示対応

･ エ リ ア形状の追加 ： 半円 （180°）、 長方形 （180°）、 多角形 （180°）

･ 7セグ メ ン ト 表示灯の反転表示対応

･ エラーログ上の ト ラ ブルシューテ ィ ングヒ ン ト 表示対応

･ 設定ツールでのデフ ォル ト 設定とユーザ設定間の切り替え対応

･ チ ェ ッ クサム対応

D 2011年5月 軽微修正

E 2011年11月
･ 物体検知が制限されるエ リ アについて追記

･ 軽微修正

F 2012年12月

･ EtherNet/IPおよび計測データ機能への対応

･ 保守管理者権限の追加

･ 非安全チ ェ ッ クサムの追加

･ エ リ ア座標のイ ンポー ト /エクスポー ト 機能の追加

G 2013年2月 軽微修正

H 2013年10月

･ 複数のエ リ ア座標のイ ンポー ト /エクスポー ト 機能の追加

･ 複数の言語の追加: フ ラ ンス語、 ド イ ツ語、 イ タ リ ア語、 スペイ ン語

･ 画面表示方向の回転機能の追加

J 2014年4月

･ 防護エ リ ア検知距離4mと警告エ リ ア検知距離15mの情報を追加

･ 汚れ許容モー ド(PTM)の情報を追加

･ エ リ ア別応答時間設定の情報を追加

･ モニ タ リ ングモー ド中の状態情報を追加

･ ウ ィ ン ド ウキャ リ ブレーシ ョ ン とウ ィ ン ド ウ交換手順に関する警告を追加

･ OS32Cの設置に関する注意を追加

･ 警告エ リ アの最小検出物体直径の項を追加

K 2015年3月
･ OS32Cをデフ ォル ト 設定に戻す方法を追加

･ 軽微修正

L 2018年2月

･ センサの交換に関する情報の追加

･ Windows 8.1とWindows 10の対応の追加と、 Windows 2000およびWindows Vistaの対応の削

除

･ 軽微修正

M 2020年2月
･ ご承諾事項の更新

･ 診断コー ド80, 83, 52～59の説明の追加

N 2020年5月 ･ 適合宣言書の更新

P 2020年12月
･ 適合宣言書の更新

･ 軽微修正

R 2022年9月
･ 適合宣言書の追加

･ 軽微修正

SCHG-729T
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J

S 2025年1月 ･ 軽微修正

T 2025年8月

･ EN ISO13855: 2024に従った安全距離の更新

･ 適合宣言書の更新

･ 軽微修正

･ Windows 11の対応の追加

改訂記号 改訂年月 改訂内容
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オムロン商品のご用命は

インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー

製品に関するお問い合わせ先

その他のお問い合わせ： 納期・価格・サンプル・仕様書は貴社のお取引先、または貴社担当オムロン販売員にご相談ください。オムロン制御機器販売店やオムロン販売拠点は、Webページでご案内しています。

●本誌に記載のない条件や環境での使用、および原子力制御･鉄道･航空･車両･燃焼
装置･医療機器･娯楽機械･安全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、
特に安全性が要求される用途に使用される際には、当社の意図した特別な商品用途の
場合や特別の合意がある場合を除き、当社は当社商品に対して一切保証をいたしません。

●本製品の内、外国為替及び外国貿易法に定める輸出許可、承認対象貨物（又は技術）に
該当するものを輸出（又は非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出許可、承認
（又は役務取引許可）が必要です。 

お断りなく仕様などを変更することがありますのでご了承ください2025年8月現在Man. No. SCHG-729T

オムロン制御機器の最新情報をご覧いただけます。 緊急時のご購入にもご利用ください。 www.fa.omron.co.jp

C○OMRON Corporation 2010-2025  All Rights Reserved.

お 客 様
相 談 室

クイック オムロン

0120-919-066
携帯電話の場合、

055-982-5015（有料）をご利用ください。
受付時間： 9:00～17:00（土・日・12/31～1/3を除く）

オムロンFAクイックチャット
https://www.fa.omron.co.jp/contact/tech/chat/?WT.mc_id=300068904cs00017

技術相談員にチャットでお問い合わせいただけます。（I-Webメンバーズ限定）

※受付時間、営業日は変更の可能性がございます。最新情報はリンク先をご確認ください。
受付時間： 平日9:00～12:00 / 13:00～17:00（土日祝日・年末年始・当社休業日を除く）
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